






































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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【ハワイ　ベローズ・ビーチ　クリスティ　昼】






　燦さん々さんと降り注ぐ太陽光。青い空、白い砂浜。そんな場所でパラソルの下、サングラスを掛けてビーチチェアに寝てドリンクでも片手に持ったら、それは誰もが羨む理想的な休日だろう。

　それは今実現している。ただし全身がビーチチェアに収まるほどの小さい体たい軀く。サングラスが掛かる顔はぷにぷにほっぺ。流れるサラサラの金髪。ドリンクはオレンジジュース。

「ふぁっく……」

　クリスティは悪態をつきながらサングラスをずらす。見えるのはマッチョな胸板ではなくビキニを着ける必要を疑うほどの起伏の無い体。

　だが悪態の矛先は別のところにある。

「サメが出たのじゃ～～!!」

　海の方で緑髪の少女が叫ぶ。

　その声を聴いたクリスティはサイドテーブルに立てかけてあったロケットランチャー、のようなものを担かついで発射する。

　そして目で追えるほどの速度でプラスチック感のある弾頭がヒョロヒョロと海へ向かい、ぽちゃんと着水した。

「カァーット！　いいよォ～次はロケットランチャーを避けたサメが空から攻撃してくるシーンね！」

　時代錯誤なメガホンを持った老人が声を上げる。その横には呆あきれながらシネマカメラを持った黒髪の少女ルーシーと、無表情で指向性マイクを向ける銀髪の少女ジブリールがいた。

「なんだこれは……？」

　クリスティは絶望したような声で問う。

「ンッンー。映画の撮影だとブリーフィングで説明されたと思うがネ」

　映画監督風の老人、もとい人ミ工ミ素ツ体クの研究者ドクタークロサワが答える。

　──約二か月前。マイセルフなる悪党が大統領の娘とされるメアリーを拉致し、それを少女の体に入った素体化特殊作戦群ニューデルタフォースのクリスティ達が奪還した。しかしその戦闘の様子が全世界にライブ放送されていたため、合衆国政府はこの一連の騒動は映画の宣伝だった、という事にして事態の鎮静を図った。

「そのことはいい。いや、よくはないが任務だと自分の中で割り切った」

「ではなんの問題かね？」

「この映画の低予算はなんだ!?　撮影クルーは俺達だけ！　編集の視覚効果ＶＦＸでもフォローできないチャチな小道具！　おまけにサメが空を飛ぶのはサメ映画界かい隈わいではやり尽くされてる！」

　生粋の映画マニアであるクリスティはあまりにお粗末な映画撮影に憤いきどおりを感じていた。

　映画の撮影が終わるまで少女素体のまま。と言われた時は絶望の淵ふちにいたクリスティだったが、国の予算で自分が役者として映画を撮れる事を密ひそかに楽しみにしていたのだ。

「隊長は何を怒っている……？」

　ジブリールが隣にいるルーシーに問いかける。

「うーん。気が乗らない仕事だけどそれでも頑張ろうと思った矢先それすらも裏切られたからでしょうか……」

「海気持ち良かったのじゃ～」

　マーリンは海を満喫しているようだ。

「確かにロケーションだけは悪くないがな……」

　ここベローズ・ビーチにはクリスティ達以外は誰もいない。それもそのはず、空軍基地の敷しき地ち内ないにあるこのビーチは週末の一般開放を除き終日立ち入り禁止となっている。

　ハワイの一等地のビーチにも劣らぬこの景色を独占できるのは最高の贅ぜい沢たくと言えるだろう。

　ふと、サイドテーブルに置いてあったタブレットが振動している事にクリスティが気づく。

「おっと」

　指紋と脳波認証で着信に出る。

『おっそい！　３コール以内に出なさいって言ったでしょ！』

　タブレットに映るのは大統領の娘、に扮ふんした大統領本人であるメアリーだ。

「悪かった。撮影中だったんだ」

『常に肌身離さず持ち歩きなさい。じゃないと今どき通信手段がペーパーフォンじゃなくて物理型のタブレットである意味を思い知る事になるわよ』

「つまり？」

『同じサイズのＣ４爆薬を持っていると思いなさい』

　紛失時の自爆機能付きである。クリスティはそんなものは逆に身に着けたくはないと思った。

「私の分身だと思って慎重に扱いなさい。わかったかしら、クリスティ少佐？」

「はぁ。了解だ」

　先の事件以降、クリスティ達は大統領直属の独立部隊となった。その隊長を務めるクリスティは現場の指揮も担になうため大尉から少佐に昇格していた。

「何かご命令でしょうか大統領？」

『コホン、まずはバカンスを楽しめてるかしら？』

「Ｂ級映画以下の撮影現場を楽しんでるよ」

『撮影なんて適当でいいのに、どうせ風景カット以上には使われないし』

「は？　俺達が役者となって撮るんじゃないのか？」

『？　撮影のメインチームは他にいるに決まっているでしょ？　人ミ工ミ素ツ体クの顔を世間に出すわけにはいかないし、あなた達は私の極秘チームなんだから』

　言われてみれば当たり前だ。特殊部隊員が映画で顔を晒さらすわけがない。ましてやＬ型素体だ。

『私は任務の体ていで休暇をあげたつもりだったけど……』

　休暇。それは確かにクリスティが二番目に欲ほつしていたものだ（一番目は男の体に戻る事）。

　連続した任務にその後の後処理、取り調べや形ばかりの軍法会議で缶詰だった。

『さすがの私も配慮したつもりなのだけど……ドクタークロサワから聞いてない？』

　クリスティはクロサワを見る。

「フム。ルーシーからの要望で君が撮影体験を望んでいるとあったのだがね」

　ルーシーを見る。

「いや、あの、マーリンさんがクリスティさんは役者に憧れているから雰囲気だけでも味わわせようって……」

　マーリンを見る。

「クリスティちゃんはここ最近鏡に向かって決め顔とか髪をふぁさーってやってたのじゃ～」

「隊長……」

　ジブリールが引くような目で見てくる。

「誤解だッ！　俺は任務を全うしようとしただけだ！」

『まあいいわ。息抜きはおしまい。いよいよ動いてもらうわよ』

　知らない間に付与されていた休暇が知った瞬間に終わった。

「それはいいが映画撮影も関係ないならこの姿でいる必要は無いのでは？」

『それが必要なのよ。むしろこっちが本命』

「？」

　要領は得ないが厄介な事になる予感しかしない。




『とにかく飛行機に乗って、──次の舞台は日本よ』




















【映画館　日時不明】






　どこの国かもわからぬ場末の映画館。ⅤＲや自宅のモニターでコンテンツを消費するこの時代、リアルの劇場は衰退の一途を辿たどり、観客は二人しかいない。

　映されている古い映画を退屈そうに観ながら、視線を外さず、一人が斜め後ろのもう一人へ声を掛ける。

「映画を三つの要素に分けると、脚本、撮影、編集となるけれど、君はどれが一番重要だと思うかい？」

　発せられた声は少年のようでありながら、どこか大人びている。

「俺は詳しくありませんがね、撮影じゃあないですか。なんせ映すモノがなきゃ始まらない」

　返事をしたのは男性の声。その低い声色は荒々しい。

「正しいね。脚本もなく、編集もせず、ただカメラを回しただけのモノでも映画と呼べる」

　少年の声は溜ため息いきを挟んで続ける。

「しかし興行映画の最高責任者はプロデューサーであり、編集権もプロデューサーが持っている。それに製作期間で言えば、撮影よりも編集作業が本番と言うほどには重要な要素だよ」

「金を握ってる奴やつが偉いのはどこの世界でも同じですかい」

「でも僕は一番重要なのは脚本だと思うんだ。単純に面白さに直結するし、何よりそれがなければ金も人も集められないしね」

「なるほど。それで、今回の脚本はどんな塩あん梅ばいで？」

「大変だったよ。マイセルフの件で大幅な修正が必要になったからね。ああいうアドリブはナシにしてほしいかな」

「さすがのアンタも狂人の動きまでは読めなかったわけだ」

「その代わり面白そうな役者が現れた。いや、子役かな？」

「ほう？」

「ふふ、戦争屋の大おお鷲わしには早速飛んでもらうとしよう。舞台は日本だ」











【日本　関西国際空港　入国ゲート　１２４０時】






「まさか普通の民間航空で入国するとはな」

　クリスティは入国審査の列を見ながら呟つぶやく。

「軍用機でこの容姿だと逆に目立ちますしね」

　傍かたわらのルーシーが答える。

　偽りの映画撮影としてハワイに訪れていた目的は、どうやら休暇のほかにスパイ等などの監視が付いてないかの毒抜きでもあったらしい。

「堂々と振舞った方が怪しまれないか」

　前回のように護衛対象がいるわけでも狙われているわけでもない。今のクリスティ達はただの観光客なのだ。

「日本は久々なのじゃ～」

　マーリンがはしゃぐが少女に擬態するならそれが自然なのだろう。

　ちなみにマーリンの緑の髪は日本ではさすがに目立つので、カメレオンウィッグで黒髪にしている。

「俺が最後に来たのは子供の頃か……今も見た目は子供だが」

　２０２０年ぐらいだろうか。そこから第三次世界大戦も挟んだ２０４１年の現在。昔とは違い色々変わっているところもあるだろう。

「自分は初めてです」

　ジブリールは興味深そうに周りを見回す。

　といっても入国審査はどこの国も似たようなものだ。

　自国民なら顔認証ですぐ終わるが外国人等は未いまだに対人による入国審査がある。むしろ第三次大戦後からは強化された。

　そうこうしているうちにクリスティの番が来た。

　パスポートに抜かりはない。なんせ合衆国政府が用意したパスポートだ。もはやクリスティという一人の少女としての、本物のパスポートと言えるだろう。

「あなたの入国目的What'the purposeはなんですかof your visit？」

　入国審査官の女性がクリスティに尋ねる。

　お決まりの文句だ。世界で一番ふざけてはいけない質問でもある。

「観光ですSightseeing」

　クリスティが答えると審査官はにっこりと微笑ほほえむ。

　小さな少女が頑張って答えている、そんなふうに映るのだろう。

「日本は初めてですか？」

「あー……はい」

　この体では初めてだ。

「日本を楽しんでいってくださいね」

　審査官がパスポートにスタンプを押す。審査終了だ。

　子供の入国審査はなんてぬるいんだ、これもまた少女素体の恩恵か。

　次の金属探知ゲートも無事スルー。チタンの頭蓋は懸け念ねん事項だったが、金属の中でチタンは探知機に反応しにくく、万一引っかかっても人工関節の手術証明書を携帯している。今どき金属が体内に入っている人は珍しくない。

　続く手荷物検査も元から引っかかるものは何も……。

『ビー』

　クリスティの荷物を載せたベルトコンベアが止まる。

「わっつ……？」

　銃もナイフも危険物は何もないはずだ。

　男の検査員が別の検査員を呼ぶ。

「このタブレットの影はバッテリーですかね」

「バッテリーにしては大きいな。重さはそんなにないが……」

　はい、それはＣ４爆薬です。

「見た事ないメーカーだな……」

　不ま味ずい。タブレットに埋め込まれたＣ４の影を麻薬か何かと疑われている。

　実際子供のおもちゃに麻薬を埋め込む密輸方法はありきたり過ぎるほどメジャーだ。

　タブレットを分解でもしたら即爆発……。

「ぅ……ぐすっ……ひぐっ……」

　クリスティは嗚お咽えつを漏らす。

「お、お嬢ちゃんどうしたんだい？」

「それは、死んじゃったパパの残してくれた物で……大事なお写真が沢山はいってるの……！」

　渾こん身しんの泣なき真ま似ねである。

「壊れたらもう直せないって……大事に持ってきたのに……うぇぇえん！」

　泣き声のボリュームを上げる。

　周囲の一般客も何事かとザワつき始めた。

「壊さないで！　パパとの思い出なの……！」

　タブレットを取り上げている検査官と泣いている幼き少女。

　検査員を見る周囲の目が険しくなっていく。

「こ、壊さないよ！　そ、そっか～！　大事なパパの形見だったんだね！　ごめんねもう返すから！」

　検査員は慌ててタブレットを置きベルトコンベアを再開させる。

　子供の手荷物検査はなんてぬるいんだ！
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　あるいは、クリスティの抜群の演技の賜たま物ものかもしれない。鏡に向かって演技の練習をしたのはこういう時のためであって、映画撮影に浮かれていたわけではないのだ。

　先に手荷物検査を終えて待っていた皆が生暖かい目をしていたが気のせいだろう。

「待たせたな」

「クリスティちゃんの大事なタブレットが返ってきてよかったのじゃ～」

「くそ、出国する時は何もなかったのに」

「確かにセキュリティレベルが上がってますね。五輪が近いからでしょうか」

　ルーシーの言う通り、近々冬季五輪が日本で開催される。しかし年明けの話だしクリスティには関係がない。

「で、次はどこに行くんだ」

　メアリーからは日本に行けとしか言われていない。追って指示を出すようだが事前のブリーフィングなしでの作戦はどうも落ち着かない。

「まずはタクシーを拾うとするかネ」

　人ミ工ミ素ツ体クの主治医兼、保護者役のドクタークロサワが先導する。

　日系人である彼は日本での水先案内人だ。子供だけで行動すると何かと制限を受けるので建前上の保護者が必要ではあるが……。

「このマッドの他に適任はいなかったのだろうか」

「おじいちゃ……ドクターは私達の事情を知る数少ない関係者ですからね。艦隊司令官であるフリーマン中将を連れてくるわけにはいきませんし……」

　ルーシーとドクターはそういえば血縁者だった。信頼できる身内という事か。

　タクシー乗り場に着くと適当な無人タクシーを拾う。

　日本でもほとんどの車が自動運転であり、タクシーは完全無人化されていた。

「タクシーというよりは自動運転のレンタカーだな」

　ドクターとクリスティが前、残りは後部座席に乗り込む。

　するとタブレットが振動した。

「タイミングがいいな。まさか衛星から見ているとかないよな？」

　クリスティが応答すると画面に映るメアリーが不機嫌な顔になる。

『屋根があって見えるわけないでしょ。タブレットのＧＰＳよ、あと音声も常に拾ってるから。まったくさっきはひやひやしたわ』

　どうやらクリスティにプライバシーはないらしい。

「セキュリティは大丈夫なのか？　戦場で自撮りをＳＮＳに投稿して爆撃される馬鹿にはなりたくないぞ」

『セキュリティに関しては完璧よ。だからこそ、これを日本に持って行かせたんだし』

　よくわからないがセキュリティに自信がある事はわかった。

「それで、俺達はどこに行けばいいんだ」

『とりあえず車はキョウトに走らせてちょうだい』

「京都!?　楽しみなのじゃ～！」

　後ろのマーリンがはしゃぐ。

「観光名所ですねぇ。行ってみたかったです！」

「京都……」

　ルーシーも乗り気でジブリールに至っては無表情で目を輝かせている。

「では目的地を設定するかネ」

　ドクターが車のタッチパネルを操作する。

「「しゅっぱ～つ！」」

　マーリンとルーシーがテンションを上げる。

「たくっ、観光に行くんじゃないんだぞ……」





【京都　嵐あらし山やま　渡と月げつ橋きよう　１９１０時】






　めちゃくちゃ観光した。

　何千基もの鳥居がある山やゴールデンに輝く寺、飛び降りが有名という寺、ガイドブックに載っている観光名所を回れるだけ回った。

「伏ふし見みのＡＲ鳥居は凄すごかったですね。鳥居をくぐるたびに最新のホログラフィーで幻想的な景色が広がって」

「マーリンはあまりテクノロジーしてない方が好きじゃったのう」

「面白かった」

　古きと新しきを組み合わせた観光名所は見所があった。

「この橋は鵜う飼かい漁が見られるらしいですよ。篝かがり火びをばぁーって焚たいて鵜うで魚を、あ、でももうシーズンが終わっちゃってますね」

「残念じゃのー」

「見たかった」

「季節のイベントは仕方ない。またの機会だな」

　クリスティはそう言って次の名所を……。

「……ってちがぁう！　これじゃただの観光じゃねぇか！」

『うるさいわよクリスティ』

　メアリーに無線で怒られる。

　行き先の殆ほとんどはメアリーが決めたものだ。

　京都に着くなりウェアラブルカメラで景色を見せるように逐一指示され、会話にもクリスティ達が着けているアクセサリー型骨伝導無線経由で介入しては、うん蓄を披露してきた。

「本当はメアリーが観光したかっただけなんじゃないか……」

『はぁ？　違うから。時差のせいでこっちは明け方よ？　眠いったらありゃしないわ』

　確かに合衆国と日本では時差のせいで朝と夜が真逆になっている。その割には観光を楽しんでいたような気もするが、反論されるのはわかり切っているのでクリスティは黙っておく。

『これは誰かに後をつけられてないかの確認だから。そこの三人と一緒にしないでくれる？』

「消毒にしたって念を入れ過ぎだろ。誰に尾行されてるわけでもないのに……」

『お黙り。そろそろ目的地に着くわ。時間も……まあ良いい頃合いでしょう』

　クリスティ達が辿たどり着ついたそこは立派な門構えの和風建築。

　山に面した奥まった土地に建てられ、この辺りだけ観光客も近寄りがたい雰囲気だ。

「ここは、料亭……でしょうか？」

　ルーシーの言った言葉はクリスティも聞いた事がある。確か日本の高級レストランだ。

　こういうところは予約が無いと入れないのではないか。気軽に立ち入れない雰囲気がある。

　石畳の庭を抜け建物に入ると着物を着た女性が出迎える。

「お待ちしておりましたクロサワ様」

　どうやら予約済みだったらしい。

　そのまま部屋に通される。

「なんだか旅館の一室みたいじゃのう」

「料亭はその昔、権力者達の密談に使われていたらしいですね。部屋が一つ一つ離れてるのもそのためなんでしょう」

「メシでも食いながらブリーフィングか？」

『ええ、今後の方針を話すわ』

　ようやく本題というわけだ。

『日本での一つ目の目的は外交よ』

「外交、まあ他国に行く目的としちゃあ順当だが、なんで俺達が……。普通外交官とかの仕事だろう」

『外交官を通さない非公式な外交だからよ。本当は私が直接行けたら一番良いいんでしょうけど、安全の問題もあるしね。それに年末に向けての書類仕事が溜たまってるのよ。あと寒いじゃない』

　前回の拉致事件があったばかりだ。おいそれと国外に出るわけにはいかないのだろう。単にメアリーが出不精なのかもしれないが。

「結局タブレット越しならリモート会議で良かったんじゃないのか？」

『確かにこのタブレットはＣＩＡにも傍受されていない完全な秘匿回線よ。だけど向こう側に繫つながった先もそうだとは限らないでしょ？　ましてや画面の外に誰がいるのかも。完全なリモートとタブレット越しでは大きな違いがあるわ』

「理屈はわかるがなんで俺達が……」

『信頼できる人が少ないのよ。……も、もちろん手駒として、有用なって意味でね！』

　信頼していると言われれば悪い気はしないクリスティだった。

「それで日本としたい内緒の話ってなんなのじゃ～？」

『コホン。端的に言うと、国家間の仲を悪くして戦争を起こそうとする奴やつらがいるから、国の偉い人同士の横の繫つながりを強くしておこう。って事かしら』

「戦争を起こす？　マイセルフみたいなか？」

　第四次世界大戦を起こして歴史の教科書に載りたい。という歪ゆがんだ自己顕示欲を持った狂人。

『あれは例外。ここで言うのは戦争によって経済的利益を得る集団よ』

「軍産複合体とかでしょうか？」

　ルーシーの言う軍産複合体は、軍需産業を主とした企業と軍隊、政府の一部が結びついた概がい念ねんである。

「というか合衆国とかモロに戦争で儲もうけている国じゃないのかの～？」

　マーリンの言う通りだ。噓うそか真か、合衆国は戦争をやめたら崩壊するとまで言われていた。

『潤っているのは一部の企業だけで、税収的な差し引きで言ったら出ていく軍事費の方が多くて赤字よ赤字。たくっ、戦争なんて無くなればいいのに……』

　平和は多くの人々が願う事だが、メアリーの言い方は経営者のそれだった。

『そんな利益優先の企業が馬鹿をしても、国同士は協力していきましょうねって事』

「まるで企業対国みたいな……？」

　ジブリールの言う通りだ。本来企業とは国の中にあるものだ。

『今の時代、企業の力はもうとっくに国を超えてるのよ。超国家企業連合、──カルテルが世界経済を牛耳っているわ。というか私の存在だって、カルテルが作ったようなものだし』

「メアリーが……？」

　今サラっと重要な事を言われたような？

　そもそもクリスティとしても、賢人政治だか知らないがメアリーのような子供が大統領をやっている事に納得しているわけではない。

『ああ、まあこのあたりは複雑なのよ。そろそろ約束の時間だしこの話は一旦ここでおしまい』

「約束の時間？　誰との？」

『国の偉い人同士の繫つながりを作るって言ったでしょ』

「まさかこの料亭が会談場所なのか」

『そ。クリスティだけ私を持って移動ね。他の皆はご飯でも食べて待機してて』

「わかったのじゃ～！」

　元気よく返事をしたマーリンを見て、クリスティは自分の飯はあるのだろうかと一抹の不安を覚えた。





【京都　嵐あらし山やま　料亭　通路　１９３０時】






　皆と別れたクリスティはメアリーの指示通りに料亭を進む。

　かなり広い敷しき地ちだ。

「というかお偉方との話し合いなのにこの姿で良いいのか？」

　クリスティの今の姿はＬ型人ミ工ミ素ツ体ク。少女の容姿である。外交に相応ふさわしいとは思えない。

『それでいいのよ。中身がバレないようにしなさい。戦闘行為も極力禁止』

「は？」

『せっかく擬態してるのに特殊部隊だとバレたら意味ないでしょう。中身も子供に擬態しなさいって事』

「……了解した」

『はい減点』

「くっ……」

　メアリーの理不尽さに耐えながら歩みを進める。

　迷路のような廊下を通り、次第にスタッフの姿すら見えなくなり、庭園を横切り、灯あかりも薄暗くなり、一番奥まった離れのような場所に辿たどり着つく。

「この部屋か……？」

　クリスティが引き戸に手を掛けると、不意に殺気を感じる。

「──動くな」

　首元にナイフのようなものを突きつけられる。

「っ……」

　闇に紛れていたとはいえ、この距離まで気づかなかった。

「こちらを見るな」

　日本語の女性の声だ。かなりの手て練だれであるとわかる。

『合衆国のメアリーよ。呼びつけておいて随分な歓待ね』

　メアリーがタブレットのスピーカーで話す。

　すると刺客はナイフを仕舞い引き戸を開いた。

「……全く、だから警戒しなくて良いと言ったでしょう？」

　引き戸の先には、着物姿で艶つややかな黒髪を携えた、

「会うのは初めまして。日本のデザイナーチルドレン、カグヤでございます」

　──十二歳程の少ロ女リがいた。

「さぁ首脳会談を始めましょう」





【京都　嵐あらし山やま　料亭　最さい奥おうの間　１９３５時】






「誠に申し訳ない！　合衆国大統領に刃を向ける無礼！　この二代目服はつ部とりの名に有るまじき失態！　切腹してお詫わび申し上げる！」

「しなくてよろしい。服はつ部とり、貴女あなたは先走り過ぎるのです」

　土下座をするスーツ姿の長身女性と、その隣でお茶をすする少女。

「これは……」

『余計な情報は喋しやべらないで私に合わせて』

　メアリーがクリスティにだけ聞こえる骨伝導無線で指示をだす。

　黙れというならその方がありがたい。

「お怪け我がはなかったでしょうか!?　大統領様！」

　服はつ部とりと呼ばれる女性がクリスティの心配をする。

「そっちは大統領ではなく影武者のようなもの。本物はそのタブレット越しです」

「これは重ね重ね失礼を！　やはり切腹して……」

「せんでええ言うとるやろが！」

　なんだか独特な二人組だ。そしてクリスティはいつの間にか影武者になっていた。

　先ほど言われた首脳会談という言葉。そしてこの子供の姿。

　考えたくないが、推察するにメアリーと同じく国を裏から統治する為政者なのだろうか？

　こんな子供が？　何かの冗談と思いたい……。

『茶番はもういい？　それに私は二国間だけと聞いていたのだけれど』

　メアリーの言う通り、部屋にいたのはカグヤと服はつ部とりだけではない。

　座ざ敷しきには他にもう二人。

「くー……」

　すやすやと眠っているサイドテールの少女。

「起きてストレルカ。皆にとろい子だと思われちゃう」

　横でそれを咎とがめるのは同じくサイドテールの少女。

　二人とも全く同じ容姿。

『あんた達はどこの子？』

「こんばんはぁДобрый　вечер。私達は極東連邦のデザイナーチルドレン、ベルカとストレルカよ」

　ベルカと名乗る少女が答えた。

「極東連邦……」

　かつて超大国であった北の連邦共和国は第三次大戦後三つの連邦に分かれた。

　西側に位置し、かつての大国の面影を最も強く残すモスクワ連邦。

　中央に位置し、複数民族の自治区を主に構成されるシベリア・ウラル連邦。

　そして広大な東側を一括して管理する極東連邦。

『ふん。何かあるとは思っていたけど連邦の余り物も呼んでいたとはね』

　メアリーが挑発的な物言いをする。

「あっれぇ～？　元々極東連邦と日本との会談に貴女あなたが割り込んできたんだけどぉ～？」

　ベルカという少女も劣らず挑発する。

「せっかく顔を合わせたのです。平和的な会談にしましょう」

　カグヤが間に入る。

「なるほど……」

　クリスティは状況を整理する。

　合衆国の代表であるメアリーとクリスティ。

　日本の代表であるカグヤと服はつ部とり。

　極東連邦の代表であるベルカとストレルカ。

　服はつ部とりを除く全員が少女の姿。それが国の為政者だという。

「なんだこれ……」

　クリスティはなんの悪夢かと思った。











【京都　嵐あらし山やま　料亭　一般客室　同時刻】






「メアリーさんとは別のデザイナーチャイルド、ですか？」

　部屋に残されたルーシー達は料理に舌した鼓つづみを打ちつつドクタークロサワの話を聞いていた。

「ウム。複数いるから正確にはデザイナーチルドレンというべきだがネ」

　それは遺伝子操作により優れた頭脳や身体からだを持って生まれた子供達。

　そして正しく優秀な賢人を育成してその者に政治を任せる賢人政治という思想。

　子供のメアリーが陰ながら合衆国大統領を務めている理由だ。

「つまり他の国の首脳もメアリーさんみたいな子供がやっているって事ですか？」

「ごく一部の国だがネ。ポジションは政治家に限らないが、いずれも影響力のある立場だ」

「信じられない……」

　ジブリールの疑念ももっともだ。

　一部の国々の意思決定が子供達の手に委ねられているなど信じがたい。

　実際はその子供達が決定を下しているわけではなく、各界の要望を取りまとめているだけらしいが……。

「なるほどなのじゃ～。……つまり、繫がっているんじゃな？」

　黙って聞いていたマーリンが核心を突く。

「ホゥ、さすがの洞察力というべきかね。その通り、デザイナーチルドレンを各国の為政者に据え傀かい儡らい政治を行っているのは同じ組織だ。といっても闇に潜む秘密結社というわけでもない、普通に表にいるただの超国家企業連合カルテルだヨ」

「国が企業によって操られているのですか？」

「少し違うがね。例えば選挙によって選ばれた政治家は有権者に操られていると言えるかね？」

「自分の支持団体に配慮はするでしょうが、完全に操られているというわけではないですね」

「カルテルといっても一枚岩ではない。業種の数ほど派閥に分かれ、カルテル内で対立する企業もある。カルテル内の力関係によって影響は受けるが、誰かに直接指示されるわけではない」

　政治家はやりたい事があっても支持団体の意見採用のバランスをとらなければならない。

「複雑なのじゃ～。政治は苦手でのぅ」

「マア、あの子達の立場はそれほど不安定という事だヨ」





【京都　嵐あらし山やま　料亭　最さい奥おうの間　１９４０時】






「ところで前に貴女あなたが誘拐されたってアレ本当なのぉ？」

　ベルカがタブレットのメアリーを指差す。

　マイセルフ事件でメアリーが拉致された事を言っているのだろう。

　あの時の映像は不鮮明ではあるが全世界に配信されている。映画のゲリラＰＶという事にして合衆国の諜ちよう報ほう部ぶ総出で隠蔽工作を図ったが……。

『あのＢ級映画の話？　ネットの陰謀論なんて信じちゃうのね』

「公開された軍事資料とかは結構ホンモノだったのよねぇ～。うちの連邦情報庁もマズいって資料があって割とあたふたしてたしぃ？」

「映像はなぜか少女に差し替えられておりましたが、合衆国はんが何かお漏らしをして鎮圧に特殊部隊を使ったのでは、というのは日本でも言われておりますなあ」

　クリスティ達の映像を差し替えられたものだと思っているらしい。

　実際、大人の特殊部隊の映像とダミーの少女映像を入れ替えたディープフェイクを複数、ネットに拡散している。

　少女の映像はもちろんクリスティ達とは違うＡＩ生成の顔である。

　見る者が見れば何かがあった、という事はバレるがメアリーやクリスティの顔はネットからは完全に消えている。

「ふーん。本当は少女の特殊部隊だったりぃ？」

『子供が銃を持って映画みたいに敵を倒していったらそうかもね』

「何かあった事は否定しないんだぁ？」

『これ以上突っかかるなら極東連邦抜きで会談するけど？』

「ベルカが日本と話すついでに合衆国を混ぜてあげたんだけどぉ？」

「せっかく会ったのですからあまりいがみ合うモノではございませんよ。こなたとしても今は会談を優先したいと思います」

「はぁい」

　ベルカが引き下がる。

　ようやく本題に入れそうだ。

　今更だが話す言葉はそれぞれの母国語だ。

　クリスティは話者一億人を超える言語は特殊部隊基準で日常会話レベルレベル２ないしはネイティヴレベルレベル３まで習得している。が、こうも好き勝手母国語で話されると頭の中でごっちゃになる。

　メアリー、カグヤ、ベルカは難なく処理しているようだ。

　傍そばに控えるクリスティ、服はつ部とり、ストレルカ（寝ている）は口を挟まずにいる。

『先に確認しておくけど、あんた達は戦争と平和どっちが好き？』

「国を治める立場なら誰しも平和を望むと思いますが」

　平和と答えるカグヤ。

「聞いた方が先に言うべきじゃないの～？」

　嫌味を返すベルカ。

『いちいち突っかかるわね。平和よ』

「じゃあ極東連邦も平和が好きぃ～。まぁ自国の利益が第一だけど」

　まるで子供が自分の好みを言い合っているようだ。実際に子供だが。

　この事実確認に何の意味があるのだろうか。

『上辺だけでも志が同じで良かったわ。私達の支持基盤でもあるカルテルも大きく二つに分けると、戦争派と平和派に分けられるわ。世の中が不安定な方が儲もうけられる企業と、安定している方が儲もうけられる企業ね。ま、大部分は後者だけど』

　メアリーがクリスティにもわかるように説明してくれる。

『で、最近その戦争派が争いの火種を起こそうとしているの』

「ま～たいへ～ん！」

　わざとらしく驚くベルカにメアリーは舌打ちを返す。

『大戦が終わって世界は軍縮に向かっているけど、それが気に食わないようね』

「国内が落ち着いてきた日本としては、それは厄介な事でございますね」

『だから下手に戦争に走らないように、私達でコンセンサスを取っておきたいの』

　メアリーが日本に来た目的を出す。

「つまりぃ、カルテルの意向を超えてデザイナーチルドレン同士で繫つながって仲良しこよし、安定した世界平和を目指しましょうって事？　あはっ、おっかしぃ」

『平和を目指して何が悪いの？　というか軍事費高すぎなのよ。一割削るだけでどれだけ経済と福祉に金回せると思ってるのかしら？　互いにエスカレートする軍事力見せつけ合うためだけに莫ばく大だいな金と人的資源とエネルギーをドブに捨てているのよ！』

　世界の国が軍事に関わるコストをその他へ回せたら、世界はより豊かになるだろう。

　しかし軍人であるクリスティにはそれは不可能だとわかる。結局人は己の利益のために争い合う構造なのだ。抑止力としての軍隊を無くす事はできない。

『まぁ、戦争という手段の放棄までは求めていないわ。誰かが仕組んだ戦争にむやみに乗って欲しくないだけ』

「結局は合衆国の利益のためじゃないのぉ？　今は戦争したくないってだけで」

『そう思うのは勝手だけど、日本と極東連邦にとってもメリットはあると思うけど？』

「ふーん………。まあ極東連邦としても今は戦争してる場合じゃないし良いいけどぉ？」

「こなたとしても賛成です。まさか合衆国のチルドレンがこんなにあま……優しい思想を持ってらっしゃるなんて……。恐怖に訴える方が友好に訴えるよりも多くの利点がある。と言った方の母国とは思えませんね？」

『ペリーの黒船来航？　何百年前の事を根に持ってるのよ』

「ふふ、冗談ですよ」

　ベルカとカグヤは含みがありながらも一応は賛同してくれるようだ。

　これでメアリーの目的は一ひと先まず果たされたと言っていい。

　口約束でも最高意思決定者同士で同意を得るという事は重要だ。

「では、次はこなたの番でございますね。服はつ部とり、お茶のおかわりを皆さんにも」

「はっ！」

　茶を挟み場の空気を仕切りなおす。

　ここからは相手のターンというわけだ。

　服はつ部とりが茶道具を用意する。てっきりポットのお茶かと思ったら本格的に淹いれるようだ。

　縁側から池の広がる日本庭園が望める。この離れは元々茶室のような場所なのかもしれない。

「服はつ部とりは少々抜けているところがありますが、お茶を淹いれるのは上手なのですよ」

　カグヤが自慢げに話す。

　そういえばこの服はつ部とりという女性だけが大人の容姿だ。カグヤの従者らしいが日本のシークレットサービスみたいなものなのだろうか。

『この服はつ部とりという女、たぶん皇宮護衛官ね。カグヤも建前上はそういう身分らしいし、日本の場合、総理大臣は一般人でカグヤは陰ながら政治に干渉している形ね』

　察したメアリーが骨伝導を通してクリスティにだけ説明してくれる。

　そういう話は前もってしてほしかった。

『極東連邦のベルカとストレルカは見た通りデザイナーチルドレンの双子。それぐらいしか知らないけどね』

「なーにこそこそ話してるのぉ？」

　ベルカが割って入ってくる。タブレットに映るメアリーの仕草で感づいたのだろう。

『別に、不出来な従者にお茶のマナーを教えていただけよ』

「不出来って……」

　そもそもクリスティは従者になった覚えはない。ただの直属の特殊部隊員だ。

「ふふ、お好きに飲んでくださって結構ですよ。形式にこだわって味を損なっては本末転倒ですから」

　そう言ったカグヤの他、クリスティとベルカとストレルカの前に抹茶が置かれる。

「……くー……」

　ストレルカはまた眠っているようだ。緊張感のない娘である。

「さて、一息ついたところですし──」

「お嬢様！　奥へ！」

　突然叫んだ服はつ部とりが縁側へ飛び出した。

　そして背中に隠していた刀を抜き、夜の虚こ空くうへ構える。

　そのニンジャめいた抜き方にクリスティは一瞬見入ってしまうが、すぐに気を引き締める。

「襲撃か？」

　敵？　なんの？　室内で武器になりそうなものは、しかし今は戦闘を行うなと言われている。

　そう思ったのも束つかの間ま、暗闇から影が飛び出してきた。

「……ッシ！」

　服はつ部とりが刀で一いつ閃せん。

　影が空中で切られる。

　真っ二つになり地面に落ちたそれは犬、を模したロボットだった。

「番犬ロボットの一種か……？」

　クリスティも縁側へ出てロボットを検分する。

「そのようですね」

　服はつ部とりが刀を仕舞ったのも束つかの間ま。

　また暗闇から別の犬型ロボットが飛び掛かる。

　しかしそれは空中で何かに撃うち堕おとされた。

「いつの間に……」

　クリスティが横に視線を向けると折り畳み式の滑車付き化合弓コンパウンドボウを展開した少女、ストレルカが矢を放った姿勢で立っていた。あの一瞬で射抜いたのだ。

「ぶい」

　Ｖサインまで出している。

　しかし襲撃はまだ終わらない。

　第三の犬型ロボットがクリスティに向かってきたのだ。

「マジか！」

　犬の対処法は衣服でガードした腕を嚙かませてからの無力化だが、ロボットも同じなのだろうか。

　しかも今は戦闘行為を禁止されている。

「くっ」

　やむを得ず回避を選択。

　飛び掛かりを避けられた犬は踵きびすを返かえして再度クリスティに襲い掛かる。

「俺を狙ってる!?」

　戦わずに対処する方法。

　クリスティは庭園の池に向かって走り、犬が飛び掛かるタイミングで、

「うわぁあ足が滑ったぁー！」

　わざと盛大にコケた。

　クリスティを飛び越えた犬はそのまま池に着水。

　しばらくもがいていたが重さ故に悲しく沈んでいった。

「あはははっ！　どっちもドジねぇ！」

　その様子を見ていたベルカが大笑いする。

　カグヤも袖で口元を隠して笑いを堪こらえているようだ。

　業ごう腹はらだがこれも不戦の命令故だ。自分としても中々の演技だったと自画自賛する。

「しかしなんだってんだ一体……」

　クリスティは服の汚れを叩たたきながら室内へ戻る。

「これは由々しき事態でございますね。服はつ部とり、すぐに山狩りの用意を──」

『で、この茶番はなんだったの？　カグヤ』

　メアリーが不機嫌に言う。

「はて、なんのことでございましょう？」

『あんたんとこのロボットでしょ。こんな場所で警備を搔かい潜くぐって襲撃できるはずもないし』

「……もう少し演技させてくれても良かったじゃありませんか。戦争派の襲撃だー！　って台本がありましたのに」

「なぁに？　日本の自作自演ってわけ？」

　ベルカ、極東連合側も聞かされていなかったようだ。

「これから話す事の余興みたいなものでございますよ。実際は脅おどかすだけで危機感を煽あおろうとしたのですが、見事に対処されましたね」

「私のストレルカの矢は凄すごいでしょ。どこかのチルドレンとは大違いね」

「む……」

　クリスティとしても戦闘行為が禁止されていなければもっとうまく対処できた。

　しかし手の内を明かさないのも作戦だ。

　何よりクリスティの事を完全にチルドレンと思ってくれているようだ。

「さて、戯たわむれが過ぎた事をここにお詫わび申し上げます」

　カグヤが頭を下げる。

「その上でお願いがあります。年明けに予定されている冬季札さつ幌ぽろ五輪。カルテル戦争派によるテロ、その対策についての協力要請でございます」





【京都　嵐あらし山やま　料亭　一般客室　同時刻】






「うーんどれも絶品なのじゃ～！」

　マーリンは座卓に並べられた料理を絶賛する。

　コース形式ではなく、一度に全部持ってきて貰もらっているので見た目にも豪華だ。

「このぬか漬けというピクルスは独特な味をしている」

　ジブリールも初めて食べる料理におそるおそる口をつける。

「……」

「ルーシーどうかしたのかネ？」

「ああいえ、ドローンみたいな周波数が消えたような気がして。観光地なので電波が入り乱れてますが……」

　ルーシーが電波を可視化する義眼で辺りを見回す。

「フム、観光客が自撮りドローンでも飛ばしていたかね」

「ですかね」

　クリスティ達が襲撃にあった事などつゆ知らず、ここでは平和に食事をしていた。

「しかしカルテルの戦争派とやら、もしかして過去の戦争もそやつらが絡からんでいたのかのぅ」

「すべての戦争がそうとは言えないが、各地の紛争などはその可能性が大いにあるネ」

「戦場で戦ってきたワシらとしてはちと業ごう腹はらじゃのう」

「戦争が無ければ孤児も増えなかった」

　ジブリールもカルテルへの不満を漏らした。

「ですが複雑ですね。普段私達が使っている武器や装備、ともすればこの人ミ工ミ素ツ体クだって戦争派が作ったと言えます。それを使って戦う私達も戦争派という事に……」

「平和のための抑止力として振るう力と、無為に争いを広げる力は違う」

「ジブリールが良いい事言ったのじゃ～。銃を持った悪人を止められるのは銃を持った善人だけとライフル協会も言ってたしのう」

「ライフル協会のいう意味合いはちょっと違うんじゃ……」

「一言で戦争派と言ってもその中でも過激派や穏健派、西側派や東側派とあって誰が元凶ともいえないのが実情だネ」

「色んな派閥があるのじゃな」

「カルテル自体が色々な派閥の集合体ですからね」

「昔は賢人派なんてのもあったのだヨ。本当に賢人政治を目指してデザイナーチルドレンを作った愚かな理想家の集団が……。昔の話だがネ」





【京都　嵐あらし山やま　料亭　最さい奥おうの間　１９４５時】






「奇くしくも、日本の要求も合衆国と同じなのです。戦争派の一部が何かよからぬ事を企たくらんでいる。ただ日本の得ている情報は一歩踏み込んで、今度の冬季札さつ幌ぽろ五輪が狙われているという事です」

　冬季札さつ幌ぽろ五輪。日本に入国した時にも聞いた言葉だ。

　今回はただの五輪ではない。第三次世界大戦後初の開催となるのだ。しかも二か国合同開催だという。

「極東連邦と日本が合同で行う、戦後初の平和の祭典よぉ」

「日本と、極東連合でございますね。開催地は日本ですので」

「細かい事はいいじゃなぁい！　対等よ対等！」

「このように仲の良いい日本と極東連邦の友好の象徴である五輪でテロを起こされようものなら、この関係にヒビが入ってしまいます」

「そうそう、我が極東連邦と日本は今は仲良しなの。だから今度サハリンから北海道へ石油パイプライン通させて？」

「ふふ、シバき倒しますよ？」

　既にヒビが入っているのでは……？

「とまあ、もし日本と極東連邦がピリピリといがみ合うようになったら、せっかくの軍縮の流れが反転。互いに海岸沿いの戦力強化、海での偵察合戦、新兵器購入などなど、軍事費が膨れ上がるのは間違いないでしょう」

　それで得をするのはカルテルの戦争派という事だ。

『ふん、五輪がテロの標的になるなんて今に始まった事じゃないでしょ。それに開催まで二か月もあるわよ』

　今はまだ十二月で開催は二月だ。

「三日後に行われる新しん札さつ幌ぽろ競技場の落成式。そこで五輪開催へ向けた記念セレモニーが行われるのですが、その日に北海道でテロが画策されている、という情報があります。もちろん情報源は言えませんが」

『じゃあ警備の強化でもしてればいいんじゃないの？』

「最大限の努力はしておりますが念には念をという事で、日本から合衆国には二つお願い事があります」

『お願い？』

「一つは仮にテロを起こさせてしまったとして、それが日本と極東連邦を分断するものであっても真に受けないで欲しいという事。これはメアリーさんの要求と合致しておりますね。戦争派がむやみに戦争を起こそうとしても、こなた達デザイナーチルドレンはそれに乗らないと」

『いいわ。万が一日本と極東連邦が戦争になろうとしても、合衆国はその仲裁に全力を尽くす』

　カグヤの言う通り、世界でむやみに戦争を起こさないのはメアリーの方針だ。

「もう一つは、不穏の芽を探してテロを未然に防いで欲しい事」

『そんなの合衆国に頼らず自分のとこでやりなさいよ』

「テロに対する攻性の組織が日本には不足しておりまして」

『特殊部隊の一つや二つあるでしょ。それ使って能動的にやればいいじゃない』

「話聞いてたぁ～？　裏にカルテルの戦争派がいるから軍を動かしたら情報が筒抜けってコトでしょお」

　戦争派企業の最大顧客は軍隊だ。内通者がどこにいるかもわからない。

『わかってるわよ。だから自分の手勢を使えばいいでしょ。そこのニンジャ女みたいな』

「お恥ずかしながら、こなたが自由に使える戦力は殆ほとんどありません。それこそ信頼の置ける直属の部隊など持っていたら良かったのですが」

（なるほど。以前メアリーが自由に使える手駒が欲しいと言っていたのはこういう事か……）

　話を聞いていたクリスティは納得する。

　デザイナーチルドレンには仮初の権力はあっても戦力はないという事だ。

「本当に我が国は事件が起こる前に先手を打つのは大の苦手。やれ前例がないだの誰が責任を取るだので、ほんにトれぇ仕事しよってからにしばきまわしたろかダボかす共が………………こほん」

　日本の方言だろうか、クリスティは全部を聞き取れなかったが楚そ々そとしたお嬢様らしからぬニュアンスだったような……？

『……仮にそんな便利な部隊があったとしても、テロを未然に防ぐなんてできると思うの？　北海道ったって広すぎるし。難題を出すのは物語だけにしてちょうだい』

「まあ、日本の古典文学にまで精通してらっしゃるなんて」

「なんの話ぃ？」

『かぐや姫が求婚者に対して無理難題を出すお話よ』

「そんなのあるの？　おっかし～い」

　ベルカがけらけらと笑う。

「しかしまぁ無理難題……そうでございますね」

　カグヤは残念そうに、諦めたように嘆息する。

「とりあえず今は一つ目のお願いだけお約束できればと存じます。二つ目はもし覚えてくださったらで……」

「ベルカは別に合衆国の手なんていらないけどねぇ？」

『そう、まあ留意しとくわよ。せっかく顔を合わせたし一応ホットラインの交換でもしとこうかしら。電話じゃ秘密の話はできないけど』

「ええ、是非に」

「ちょっとぉ、極東連邦だけ除のけ者ものにする気じゃないでしょうねぇ？」

『はいはい』

　そうして連絡先を交換して会談は終了となった。

　カグヤの最後のお願いは不完全燃焼で終わったが、なんとなく厄介な仕事が増えそうだなと思ったクリスティであった。





【京都　嵐あらし山やま　料亭　廊下　２０００時】






『色々と面倒ねえ』

　メアリーが骨伝導無線に乗せて愚痴をこぼす。

　会談が終わりクリスティはマーリン達のいる部屋に戻る途中だった。

「面倒とは？」

『素直じゃないというか、最初から腹を割った関係になれるとは思ってないけど』

　一番素直じゃない性格なのはメアリーじゃないか？　というのは言わないでおくクリスティであった。

『日本も生意気にこっちの戦力分析なんてしてきたり』

　あの襲撃はやはりその意味もあったのか。むやみに戦わなくて正解だったという事だ。

『正体がバレなかったのは良かったにしても、無様過ぎて笑われたから差し引きゼロね』

「無茶を言うな」

『あとはテロ対策ね……』

「やっぱりテロ防止を引き受けるのか？」

　そしてそれはクリスティ達が使われるという事でもある。

『ん、元々その調査がアンタ達を日本に送り込んだもう一つの目的よ』

「ほぅ？　既に情報は摑つかんでいたと？」

『当たり前でしょ。こっちはもう一段深い情報も持っているわ』

「というと？」

『極東連邦で怪しい動きがある』

「なるほど……」

　極東連邦。あの場にいたベルカとストレルカの国だ。

　日本とは友好関係を結び合同で冬季五輪もするというが、それだけではない思惑があるという事か。

『極東連邦に偽装した何か。かもしれないけど、とりあえず艦船の不審な動きだったり時期違いの人事異動だったり、少しキナ臭かったりそうじゃなかったり……』

「合衆国の情報も曖昧なんだな……」

『確度１００％の情報なんてそうそうないわよ。30％もあれば良い方。無数の報告からあたりを付けてるだけ』

　クリスティは諜ちよう報ほう畑ばたけの事は専門外だが、あれもこれも疑っていたらキリがないのだろう。

『まあでも丁度いい情報源が現れたから都合が良いいわね』

「情報源？」

『ベルカとストレルカよ。極東連邦のデザイナーチルドレン。これ以上の情報源はないでしょ？』

「あー……っと、考えたくないがつまり？」

『あの二人に接近して情報を聴きだして』

「マジか」

『そのための子供の姿でしょ？』

　子供に擬態して子供から情報を得る、と。確かに合理的だが何か釈然としない。

『頑張りなさい。これも世界平和のためだから』

「オーライ、世界平和ね。世界が平和になれば皆幸せだ」

『……何か文句あるの？』

　ただの軽口だったがメアリーの声には険が入っていた。

「いや文句なんて……」

　だが気になった事を聞くいい機会かもしれない。

「なあ、今回のメアリーの行動は、カルテルの平和派とやらの意向なのか？」

　今は世界が戦争をしない方が平和派、ひいては合衆国の利益になる。これはわかる。

　しかし今回の密談のように、デザイナーチルドレン同士で結託して戦争を無くす。これはカルテルの意向からは逸脱したものだろう。

『……平和派とは協力関係だけどこれは私の意思よ』

「本気で世界平和を？　ホッブズの引用じゃないが、人間の自然状態は闘争だぞ」

『万人の万人に対する闘争？　あの本はだからこそ公的な権力コモン・パワーを社会契約によって集約させた、集合体である国家リヴアイアサンの下にこそ平和があるって話でしょ？』

「む……」

　子供に論破されてしまった。

『とにかく余計な事は考えないで目の前の任務に集中してちょうだい』

　メアリーの言う通りである。

　軍人が政治に首を突っ込むと歴史上碌ろくな事にならない。

　クリスティも政治信条はノンポリだ。

「わかった。俺は俺の仕事をするだけだ。男の体に戻るためにな」

『そう、キリキリ働きなさい』

「とりあえず腹が減ったな……」

　会談ではお茶しか出されなかった。子供の体はエネルギーの貯蔵量が少ない。このままでは空腹で倒れそうだ。

　部屋に戻って引き戸を開けるとそこには豪華な食事、の跡が見えた。

「おっ、おかえりなのじゃ～！」

　デザート片手にマーリンが出迎える。

「……俺のメシは？」

　予想はしていたが、同時にかすかな期待もしていた……。

「あー……、クリスティさんはてっきり向こうで食べてるのかと……」

　ルーシーが気まずそうに目を逸そらす。

「隊長、これを……」

　ジブリールが申し訳なさそうに漬物の皿を差し出す。

「これ絶対口に合わなくて残したやつだろ」

　なんなら齧かじった跡がある。
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「くそ、マジで何もないのか……」

　クリスティはそれぞれが手元に持っているデザートを見る。

　あんみつという日本のスイーツだろうか。餡あんやフルーツが盛りつけられている。

　とても美お味いしそうだ。

「…………パクッ！」

　視線を感じたマーリンが急いで口に入れる。

「ん、むぐ、むぐっ」

　ルーシーもそそくさと食べ始める。

「こ、こいつら……！」

　隊長を敬う気持ちよりも食い気を優先しやがった。

「……くっ、むぅ……」

　ジブリールが器を前に出したり引っ込めたりものすごく葛藤している。

「あー気を使わんでいい、食え食え」

　こうまで惜しまれると取り上げるのは可哀かわいそうだ。

「フム、私の分を食べたまえよ」

　ドクタークロサワがあんみつを差し出す。

「高齢者にはカロリーが高いのでネ」

「ドクター……」

　実はマッドサイエンティストではなくて常識人なのか？

　ありがたく頂戴する。

『はぁ、私もハンバーガーでも持ってこさせようかしら……』

　タブレットからメアリーのぼやきが聞こえた。




















【リニアモーターカー　京都駅　１１２０時】






　翌日、クリスティ達は移動のためにリニアに乗っていた。

「うっひょー！　まるで貸し切りじゃ～」

「これが日本のリニアモーターカーですか。開発に半世紀以上掛かったという、今の時代に必要があったのかと賛否両論の」

「人がいないのは閑散期だから……？　それとも需要が……」

「それ以上言うのはよしておけ」

　クリスティ達はわいわいと車内を移動し、

「席はここだな」

　三人掛けの席を回転させて向かい合わせにした。

「……ちょっとぉ、なに自然な流れでベルカ達と向かい合わせにしてるの？」

　向かい合わせにした席にはベルカとストレルカが座っていた。

　極東連邦のチルドレンへの接近方法。それは移動を共にするというものであった。

「メアリーからホットラインで連絡がいかなかったか？　明後日あさつてのセレモニーに参加するから、せっかくだから北海道まで同行したいって」

　ちなみにメアリーは合衆国での仕事と時差の関係から現在タブレットには繫つながっていない。

　繫つながっていたらベルカと喧けん嘩かになりそうなので逆に好都合だろう。

「同じ席に座るとまでは聞いてないかしらぁ……」

「ん……、おはよう。誰？」

　寝ていたストレルカが挨拶をする。今は昼だが。

「おう、おはよう。クリスティだ」

　人間関係の始まりは自己紹介だ。改めて名乗る。

「マーリンじゃ～！」

「ルーシーです。よろしくお願いします」

「ジブリール」

　席は三列で窓側からベルカ、ストレルカ、ジブリールの並びと、向かい合わせでクリスティ、マーリン、ルーシーが座った。

「……何の探りか知らないけど、そう簡単に懐柔できるとは思わない事ねぇ」

　ベルカは思いっきり警戒する目つきでそう言った。




　数十分後。




「あはははっ、手も足もでないでしょお？　クリスティがハートしか持って無いの知ってるんだからぁ！」

「ナチュラルにカウンティングしてバラすな」

　めちゃくちゃトランプで盛り上がっていた。

「ベルカさん強いですね」

「とーぜん。運が絡からまないゲームなら負けないかしらぁ」

「考えるのは苦手なのじゃ～」

　コントラクトブリッジ、日本でいう大富豪の元となったゲームでベルカは全勝していた。

　先程のカウンティング然しかり、どうやら記憶力が抜群に良いいらしい。

「もう東京に着くので今のがラストですね」

「京都からまだ一時間も経たってないだろ、早いな」

「ストレルカ、起きなさい」

「くぅ～……」

　ストレルカは隣のジブリールの膝を枕にして眠っていた。

「ギリギリまで寝かせてあげよう」

　ジブリールは優しくストレルカの頭をなでる。孤児院時代に弟妹達の世話でこういうのに慣れているのだろう。

「全く、この子は出かける時はいっつも夜よ更ふかしするんだから」

「夜型なのか」

　といっても京都での会談の時も寝ていた気がするが。

「やる時はやる子なのよ。昨夜の弓の腕前だって見たでしょお？」

　空中の獲物を射抜いた早業だった。

「ハンティングの趣味でもあったのか？」

「趣味というより護身術かしら。銃を使わせてもらえないからその代わり。本当は必要ないんだけどストレルカが自ら学びたいって言ったのよぉ」

　今の時代に弓で護身術、というのもまるで子供の発想だ。実際子供だが。

　それにしてもトランプをして打ち解けたのか、聞いた事を割と話してくれるようになった。

　もっとも、全て真実だと鵜う吞のみにするわけにはいかない。

「ストレルカは意外とアクティブなんだな」

　普段寝ている姿からは想像できない。

「戦うためのチルドレンというわけでもないのにねぇ……」

「戦うため、ですか？」

　ルーシーが疑問を投げかける。

「……これはベルカがあるかもって思ってるだけだけど、知能に特化させた政治用のデザイナーチルドレンを作れるなら、戦いに特化させた戦闘用の子供だって作れそうじゃない？　でも一から子供を作るより少年兵みたいに誘拐して洗脳した方が早いかしらぁ？　まあ戦争が終わった今となってはそんな必要もないけどぉ」

　子供なのに恐ろしい考えをするベルカ。

　それとも為政者ならばこのぐらいは考えるのか。

「あるいは貴女あなた達がそうかもと思ったけどぉ？　合衆国にはメアリーの他に四人もチルドレンがいたなんてね」

　ベルカがクリスティを見る。

（本命はそれか）

　しかし的外れなカマ掛けだ。クリスティ達は別の意味で戦闘用だが。

「俺達は予備みたいなものだ。合衆国はデカいからな」

　あらかじめ用意していた答えを言う。

「結局大国との差なのかしらねぇ。まあ私はストレルカがいればそれでいいけどぉ」

　ベルカはスヤスヤと眠るストレルカを撫なでる。

「それにしてもせっかくの外出なのに寝ているなんて勿もつ体たいなぁい。と言ってもトンネルばっかりで何も見えなかったけど」

「リニアは速達性重視ですからね。窓も小さいですし」

「北海道新幹線とやらに期待するわぁ」

「今更なんだがどうして飛行機じゃないんだ？」

　京都から東京まではリニア、東京から札さつ幌ぽろまでは新幹線で行くらしい。

　飛行機なら二時間程の行程も、列車だと三倍だ。

　北海道に着く頃には日が暮れている。

「もしかして飛行機が怖いのかの～？」

「はぁ!?　ばっ、違うしぃ？　別に必要があれば全然乗れるしぃ？」

　どうやら苦手らしい。

「ちゃんと理由があるかしらぁ」

「理由？」

「……別に早く着いてもホテルに籠ってるだけだし、移動ぐらいゆっくりしてもねぇ」

　ベルカはリニアの小さい窓から外を見る。

「そういうもんか」

「護衛はさっさと飛行機で先に行ったけどぉ」

「護衛がいたのか」

　大人の同伴者がいるのは当たり前と言えば当たり前か。

　過去にメアリーもシークレットサービスが付いていたし、クリスティ達にしても事情は違うが、今もドクタークロサワが少し離れた席にいる。

「というか先に行くってそれは護衛なのか？」

「護衛っていうか目付け役っていうかぁ、今回は適当な性格の奴やつだったからこっちも自由にさせてもらってるの」

「ほーん」

　国によってデザイナーチルドレンの扱いは様々なのだろうか。

「いつもは行動に制限があるのか？」

「……さっきから質問ばっかりだけど、それって答えなきゃいけないのぉ？」

「いや、そういうわけじゃ……」

　流石さすがに踏み込み過ぎたか。警戒されてしまった、

　多少打ち解けたと言っても、まだ信頼を得たわけではない。

「明日暇なら遊びに行くのじゃ！」

「はい～？」

　マーリンの突拍子のない言葉に困惑するベルカ。

　しかしこれはアシストだと気づきクリスティは話を合わせる。

「ああ、五輪の事前セレモニーは明後日あさつてだろ？　俺達も明日一日ホテルに籠ってるのもあれだから北海道観光しようって話になっててな」

「え？　そうなんですかごふぁ!?」

　疑問を呈したルーシーがマーリンに脇腹を突かれる。

「どうしたルーシーお腹なか痛いのじゃ？」

「い、いえ……飲み物でむせただけです」

「観光……」

　ジブリールが目を輝かせる。

「それで、行動に制限がないならベルカ達も一緒にどうだ？」

　極東連邦の情報を得るために観光の体ていで仲を深める。

　現状から進展するには踏み込んだ一手が必要だ。

「ふーん。それって何かの企たくらみ？」

　冷静にこちらを分析するベルカ。流石さすがに無理筋だったか。

「ベルカ。私行ってみたい」

　いつの間にか起きていたストレルカがベルカの袖を引っ張る。

「ストレルカ……」

「私、ベルカとお出かけしてみたい」

「そ、そんな目で言われてもぉ……」

　もしかしたら、この二人は極東連邦でそれほど自由ではなかったのではないだろうか。

　クリスティはふとそう思った。

　極東連邦の情報を得る。それは重要だがそれよりもなんとなく、会って間もないこの二人を遊ばせてやりたい。そんな気持ちが湧いた。

「ベルカは行きたいのか？　行きたくないのか？」

「ベルカ……」

　クリスティとストレルカに見つめられ、ベルカは思案顔になる。

「……まあ、北海道の視察という事なら行ってあげなくもないけどぉ？」

「決まりだな」

　やったのじゃ～、とマーリンが喜ぶ。

「明日は小お樽たるの朝市に行って網あ走ばしり監獄行って釧路くしろの湿原も見て函はこ館だての夜景で締めたいのじゃ～！」

「移動に戦闘機でも使う気か？　それぞれ何百キロ離れているんだ……」

「自分、有名な花畑があると聞いた事が」

　ジブリールが妙に乗り気になる。

「今は冬だから雪しかないと思うぞ……」

　皆でワイワイと行き先を話し合う。

「ホントにのんきな子達ねえ」

　その様子を見てベルカは呆あきれ顔がおでそう言った。





【札さつ幌ぽろ　タワーホテル　屋上　２２３０時】






　……その日の夜。クリスティはなぜか高層タワーホテルの屋上にいた。

　冬の北海道。吹き付ける寒風は身を裂くが如ごとく。

　カラビナに命綱たるロープを付けたクリスティが屋上の縁にいた。

　眼下、行き交う車も小さく見える程の高所にてぼやく。

「なあ、マジでやるのか……？」

　その言葉に後方で待機する仲間達が頷うなずく。

「部屋で話し合ったじゃろう？」

「まあそうだが……」

　クリスティはホテルの部屋での会話を思い出す。











【札さつ幌ぽろ　タワーホテル　ファミリールーム　２１００時】






　新幹線では特に進展も無く、翌日の約束だけしてベルカ達とはホテルのロビーで別れた。

　ベルカ達は上層のジュニアスイート。クリスティ達は中層のファミリールームだ。

　クリスティ達は夕食もそこそこに部屋で今後のミーティングをしていた。

「北海道は道央、道北、道東、道南とエリアが分かれているのう！」

「札さつ幌ぽろから日帰りだと道央か道北エリアを巡るのが現実的でしょうか」

「小お樽たる……夕ゆう張ばり……旭あさひ川かわと富ふ良ら野のは遠いけど行けなくは……動物園に花畑……むぅ」

　観光案内所で集めたパンフレットや地図を片っ端から広げて真剣に検討している。

「うん。お前ら真面目にやれ」

　最初は静観していたクリスティも流石さすがにツッコんだ。

「真面目に観光ルートを検討しとるぞい？」

「その前に現状の所感共有だ」

　任務は極東連邦の情報を探る事だ。

「率直にあの二人をどう思う？」

　クリスティは仲間達に意見を募る。部屋にはドクターもいるが作戦に口は出さないようだ。

「思ったより話してくれた感じでしょうか？　初めて会った時のメアリーさんじゃないですけど、デザイナーチルドレンってもっと警戒してくるのかと思いました」

「メアリーの時は命が狙われてるって状況だったからな。それにあの時と違って俺達は同じチルドレンだと思われているのも大きい」

「騙だましているようで気が引けますけどね」

「実際に騙だましている」

「うぐぅ……」

　ジブリールの言う通りだがこれも任務のためだ。

「ベルカちゃんは結構感情を出すタイプじゃが頭は良いいのう」

　その片へん鱗りんはトランプの時も見せたし、その後の新幹線でも迂う闊かつに探れない雰囲気があった。

「子供だからと侮あなどらない方がいいだろうな。ストレルカの方は寝てたからよくわからないが」

「多分、あの場で一番周りを警戒していたのはストレルカです」

　ストレルカの膝枕をしていたジブリール。

「そうなのか？」

「眠っているようで常に半覚醒の状態だったと思います。顔もまぶしいはずなのに常に向かい側を向けていましたし」

「確かに時折視線を感じたのう」

　向かい側に座っていたマーリンが肯定する。

「だけどベルカに観光の後押しをしてくれたのはストレルカだったよな」

　警戒するならこれ以上の同行は拒否するべきだ。

「うーん。単純に観光したかったから、とかでしょうか？」

「そんなジブリールじゃあるまいし」

「えっ？」

　全員が声を発したジブリールを見る。

「自分は、その、海外旅行とかした事が無かったので……」

　ジブリールは孤児院からすぐ軍隊に入って働き詰めだった。

　ベルカ達も自由に海外旅行ができる身分ではないだろう。

「まあそういう憧れの線も一応あるか……」

　子供の動機と大人の振る舞い、色々な要素が混じって向こうの考えをトレースできない。

「私達の前では演技をしていた可能性も無なきにしも非あらずですもんね」

「気乗りはしないが、盗聴器でも仕掛けるか？」

　二人きりの時なら口も軽くなるだろう。

「今の時代、要人なら盗聴のチェックはマストだと思いますよ」

「もし露見したら関係修復は困難か」

「直接聞きに行けばいいんじゃないかのう」

　マーリンは上を指す。上層にはベルカ達の泊まるジュニアスイートがある。

「直接って……ドア越しにか？」

「うんにゃ、──窓越しに」





【札さつ幌ぽろ　タワーホテル　屋上　２２３０時】






　そうして屋上に至る。

「ふぁっく。屋上から懸垂下降ラぺリングして聞き耳たてに行くとかマジで言ってるのか」

「ファイトじゃ～！」

「命綱はしっかり結んであります！」

「頑張ってください」

　仲間から心強い声援が送られる。

「言い出しっぺのマーリンが行くべきだったのでは？」

「高いところは苦手なのじゃ～」

「ウイングスーツでバレルロール決めてた奴やつはどいつだ」

「……クリスティよ。正直に言うとじゃな」

　マーリンが真剣な顔をする。

「ワシに少女達の会話を窓越しに聴く趣味は無い」

「俺にもねぇよ！」

　言い争っていても仕方ない。クリスティは腹をくくる。

「たく、ミッションインポッシブルかよ」

「大げさじゃのう。訓練で何度もやってたじゃろ」

「言う通りだが……」

　テイクイージー。いつも通りだ。

「よし！」

　意を決し懸垂下降を開始する。

　ロープは屋上の頑丈な支柱に括くくり付つけ、胸元に付けたカラビナを経由し残りは腰のロープ袋に入っている。一応カラビナには別に命綱も結んである。

　左手はカラビナより上の、右手はカラビナより下のロープを保持する事で握力の緩め具合で降下ができる、最も単純な懸垂下降の方法だ。

　体重の一部を足によって壁に預け分散。少ない握力でもロープにぶら下がる事が可能だ。

　ちなみにこれらの装備は、ホテルの売店のスキー用品売り場で揃そろえた間に合わせである。

「よっと……」

　クリスティは慣れた手付きでするすると降りていく。マーリンの言う通り何度もやってきた事だ。銃弾に晒さらされるヘリから落下とほぼ同じ速度で降下した事もある。

「しかし、風が辛つらい……」

　ホテルは四十階にも及ぶ。

　時折吹く冬の北海道の風が冷たく煽あおる。摩擦防止のグローブを貫通する寒さだ。

「手がかじかんだらマズいな」

　それでも危なげなく、ベルカ達の部屋のある三十三階まで降りてきた。

　窓の横の壁に取りつく。

　窓からは明かりが漏れている。まだ寝てないようだ。

「目標に着いた。これより集音する」

　骨伝導無線で報告した後、カラビナにロープを固定。

　自由になった両手で集音シートを取り出す。

　この集音シートは窓に貼るだけで室内の音を集約し、クリスティの骨伝導チョーカーへと音を送ってくれる優れものだ。こういう小物はルーシーが持ち込んでいた物だ。

「…………」

　クリスティは聞き耳を立てる。決して変態ではない。

　会話は聞こえない。代わりに「ゴォー」という音が聞こえる。集音の不具合かと思ったが恐らくドライヤーの音だろう。丁度風ふ呂ろにでも入っていたのかもしれない。

　まるで風ふ呂ろ上あがりの少女を盗聴する図だが、決して変態ではない。

　そのまま待つ事数分。

『ストレルカ？　今夜は寝なさいよぉ？　明日早いんだから』

『んー』

　二人の会話が聞こえる。寝るとこだったのか、無駄骨になるところだった。

『ベルカ、観光楽しみ？』

『そ、そんなわけないかしらぁ。あくまで視察だからね』

『くふふ』

『何笑ってるのぉ！』

　聞こえるのは純粋に観光を楽しみにしている少女達の嬌きよう声せい。

　なんだかクリスティは自分が酷ひどく汚けがらわしい物に思えてきた。

『明日は所詮お遊び、明後日あさつてのセレモニーが本番。それさえ無事に終われば日本とのあの計画も公に進められるかしら』

（日本との計画……？）

『ふふ、ここから極東連邦は盛り返すんだからぁ』

『んー……。明日早いよ？』

『なによもうっ、おやすみ！』

　それからしばらく待ったが寝息が聞こえるだけだった。

（ここまでか、だが思わぬ収穫だったな）

「集音終了。これより戻る」

　集音シートを回収。

　ロープを登ろうとした時、急に強い風が吹いた。

　思わず力を込めて姿勢を保持。すると「ピンッ」という音と共に胸元のカラビナがはじけ飛んでいくのが見えた。

「わっつ？」

　落下の浮遊感。間に合わせのカラビナの耐久が足りなかったのだ。

「ふぁぁぁっく！」

　急いでロープを握る。一階分降りたところで落下が止まる。しかしその反動と風で振り子のように煽あおられた後、階下の窓に「ドン」と叩たたきつけられる。

「くっ」

　カラビナもなく足の支持もなく、両手の握力だけでロープにぶら下がる。

　寒さでかじかんだ手と衝撃の痺しびれから力が上う手まく入らない。

（このままでは、せめてロープを腕に巻き付けて保持しなければ）

　仲間に引っ張り上げてもらおうにも、今の握力だけでは上げる時の反動に耐えられない。

（もう力を込める余力が……！）

　その時、足元の部屋の窓が開いた。

「！」

　高層ホテル特有の、落下防止で上部だけが斜めに開くすべり出し窓。

（ここだ！）

　クリスティはその隙間に滑り台の如ごとく入り込む。

　尻もちをついて部屋の中に着地。

「助かった……」

　まさに九死に一生だ。

　しかし代わりに別の問題ができた。

　部屋の主にどんな言い訳をするべきか？

　子供の悪ふざけで貫くには無理があるだろう。

　クリスティがぐるぐると思案をするが、

「──なんだ。助けるんじゃなかった」

　先に口を開いたのは向こうだった。

　電気の付いていない暗い部屋。

　月明かりに照らされたのはタオルだけを巻いた裸体。

　日本人ではない。むしろクリスティと同じような金髪金眼の少女。暗がりで定さだかではないがクリスティより少し背丈が上といった容姿だ。

「何見てるんですか？」

「っ、すまない。怪しい者じゃないんだ」

　窓から入った挙句、風ふ呂ろあがりであろう姿を凝視するのは変態のそれだ。

「こんなのが……。無様ですね」

　しかし少女の反応は一般客のそれではなかった。

「私達はここで会わなかった。互いに誰にも言わない。わかったら早くドアから出て行ってください」

「あ、ああ……」

　謎の少女に有無を言わさぬ口調で部屋から追い出されるクリスティ。

　立ち尽くしたホテルの廊下で、とりあえず仲間達に無事を報告した。





【札さつ幌ぽろ　某動物園　０９３０時】






　翌日、予定通り北海道観光に繰り出した。

　ホテルでのベルカ達の会話は仲間達に共有したが、謎の少女については、たまたま窓が開いていて部屋主が寝ている部屋があった、と説明し伏せたままだ。

　本来なら共有すべきだろうが、裸体を見てしまった事に対する義理立てか、クリスティとしては少し整理をしたい気持ちもあった。

（こっちの事情を知ってそうだったし、ベルカ達の真下の部屋だから関係者だったのかもしれない。容姿は何か引っかかるが……）

「クリスティちゃん早く来るのじゃ～！」

「とろい子ねぇ」

　動物園のゲート前でマーリンとベルカが催促する。

「ああ、悪い」

　とにかく今は目の前の任務だ。昨日の夜にベルカが言っていた日本との計画。それが聞き出せるぐらい仲良くならなければ。

　ドクターは武器が入用になった場合に備え、古いツテを辿たどるために別行動だ。

　今日は子供達だけの観光となる。

「ソフトクリーム屋じゃあ～～～！」

　入園早々マーリンがソフトクリームの屋台へ駆け出した。

「マーリンの甘い物への執着はなんなんだ……」

　諸事情でソフトクリームアレルギーになっているクリスティには理解できない。

「でも北海道といったらミルクが名産ですよね。食べてみる価値はあるかもしれません。各店舗によって味も違うんですって」

「自分も食べよう」

　ルーシーとジブリールも屋台へ吸い込まれていく。

「ベルカ達はいいのか？」

「別に甘い物に釣られるほど子供じゃないしぃ？」

「じゃあ私だけ買ってくる」

「ちょ、ストレルカぁ!?　私も行くからぁ！」

　ベルカは慌ててストレルカを追う。

「もっと素直になればいいのにな」

「ほんとじゃの～」

　早速購入を済ませたマーリンがソフトクリーム片手に頷うなずく。

「マーリンはもっと自重してくれてもいいんだぞ。任務はわかっているのか」

「ワシの任務はこの動物園の全てのソフトクリーム屋を制覇する事じゃ。祖先に誓って達成するぞい！」

「真面目にやれ」

「クリスティこそもっと子供になりきるのじゃ。難しい顔をしていても警戒されるだけじゃぞ？」

「……一理あるか」

　入り口で渡された動物園のパンフレットを見る。

　ソフトクリームは名物らしく、複数店舗が出店しているらしい。

「あん？　次のページもあるのか」

　ページを捲めくると見開きで全店舗がずらっと紹介されている。

「……レストランを含めて全二十店舗か。祖先に誓って頑張れよ？」

「…………」

　マーリンは珍しく青い顔をした。




　改めて動物園を散策する。

　クリスティとしてはそこまで代わり映えのする動物園ではなかったが、ベルカとストレルカは多種多様な動物に目を輝かせていた。

「動物園は初めてなのか？」

「そうだけどぉ、悪い？」

「別に悪くはないが……」

「首都のウラジオストクにあった動物園は戦時中に閉園になったきりだったから、極東連邦には観光地と呼べるような動物園はないかしらぁ」

「そういう理由か」

　戦況が悪化した国は国内の産業を切り崩して戦力を維持する。

　あるいは戦時猛獣処分という言葉のように、猛獣が脱走して混乱を生まないように先んじて殺処分するケースもある。

　動物園がある、というのはある意味平和の象徴なのかもしれない。

「他よ所そから動物を集めるまではしなくても、国内の絶滅危惧種の保護として動物園は再開させたいわねぇ」

　為政者目線で語るベルカにクリスティは何か面白くないものを感じる。

「ま、せっかくだから今は色々見ていこうぜ。あっちに植物園もあるぞ、温室は入った事あるか？」

「温室ぐらいあるわよ。馬鹿にしないでくれるぅ？　わざわざ見たいとも……」

「ベルカ、あっちに可か愛わいい動物がいる」

「ちょ、引っ張らないでストレルカ」

　ストレルカが興味を示したのはユキヒョウの檻おりだ。

　白と黒の点々模様のユキヒョウが腹を見せて眠っていた。

「無防備だな、野性はどうした」

「眠っている時のベルカみたい」

「ストレルカ!?　貴女あなた達もそんな事ないからね!?」

　その慌てように皆して笑った。

「ちょっとぉ！」

　ベルカは子供のように顔を真っ赤にして怒っていた。

　このような感じで、動物園では終始賑にぎやかに過ごした。





【北海道　無人タクシー　１３３０時】






　動物園の後は車を走らせ、昼飯がてら牧場のチーズ工房等を物色した。

　今はまた車で移動中だ。

　自動運転の無人タクシーは子供だけでも利用できる。

　車内では賑にぎやかに騒いでいた。

「しっかし今思い出してもレストランでのクリスティちゃんは傑作だったのじゃ」

　マーリンがけらけらと笑っている。

「覚えてろよ……」

　牧場併設のレストランでの出来事だ。

　観光地という事で店内は混んでおり、クリスティ、マーリン、ルーシーのテーブル。ベルカ、ストレルカ、ジブリールのテーブルに分かれた。

「注文はＡＩのキャラが受けてくれるんですね」

　注文ボタンを押すと卓上に小さなホログラムが浮かび上がる。

　ウェイトレス姿のアニメ調のキャラクターが『注文を承りマス』と機械音声を発した。

「普通にタッチパネルでいいだろ……」

「日本らしい遊び心じゃの～」

「これが『オモテナシ』と『温かみ』なんですね」

「絶対何かを間違えているぞ」

「細かい注文ができるらしいですよ。ではマルゲリータのチーズ多め、オリーブオイル掛けで」

『かしこまりマシタ。マルゲリータピザのチーズ増量、オリーブオイルトッピングですネ』

「お～凄すごいのじゃ～」

　音声認識もそうだが細かいニュアンスもちゃんと伝わるようだ。

　マーリンも嬉き々きとして色々注文していく。

「じゃあ俺はサーロインステーキのミディアムレアで」

『かしこまりマシタ。ステーキにペレットはお付けしますカ？』

「ペレット……？」

　クリスティは首をひねる。ステーキにペレットとは？

　まさかショットガンシェルの中にある細かい鉄球の事ではないだろう。家畜の飼料でもあるまいし……。

「クリスティさんそれはですね、日本ではステーキにペレットという焼きいｓ」

「ガレットみたいな焼き菓子じゃよ！」

「マーリンさん!?」

「未知を知るのも旅行の醍だい醐ご味みなのじゃ～」

　マーリンが何か悪いた戯ずらな笑みを浮かべているが、言う事には一理ある。

　注文して何が届くかわからないのも異国の楽しみだ。

「じゃあ食後に持ってきてもらうか」

『ペレットを食後にですカ？』

「ああ、食後にコーヒーと一緒に頂こう」

『コーヒーと一緒にデスカ？』

「ああ、ブレンドコーヒーをホットで」

『かしこまりマシタ。ご一緒にデザートはいかがですカ？』

　デザート？　ここからさらにデザートだと？

　確かに焼ペきレ菓ツ子トだけだとパサつくか。

「じゃあこのメロンシャーベットを一つ。ペレットと同じ皿で持ってきてくれ」

『ペレットと同じお皿にですカ？』

「なんなら上に乗せてくれて構わない」

『かしこまりマシタ。メロンシャーベットをペレットに乗せてお持ちシマス』

　注文している間マーリンが腹を押さえながら震えていた。

　腹の調子でも悪いのだろうか？　ソフトクリームを食い過ぎたのだろう。

　そしてステーキを食べ終わった頃、周囲の客の異様な目線の中、ウェイターロボによって焼き石ペレツトの上でドロドロに溶けたシャーベットが届けられた。




「あの時のクリスティちゃんの口を開けた顔！」

「お陰でデザートを食い損ねたんだぞ。ルーシーも知っていたなら止めてくれれば……」

「あはは、えーと、お土産で買ったバターサンド食べますか？」

　お詫わびとばかりに菓子の箱を差し出すルーシー。

「いやそこまで食べたかったわけでは」

「せっかくだから皆で食べるのじゃ～！」

「マーリンが食いたいだけだろ！」

　マーリンが真っ先に手を伸ばしジブリールやベルカも続く。

　クリスティはその自由さに色々と諦めた。

「むぐ、まぁ味は悪くないわねぇ。ストレルカは食べないの？」

「ユキヒョウにこぼれちゃう……」

　ストレルカはユキヒョウのぬいぐるみをずっと抱きしめている。

　動物園で買った物だ。

「そんなに気に入ったのぉ？」

「普段は怖い顔してるけど、寝る時ごろんとしてるとこがベルカそっくり……」

「ちょっとストレルカ！　それ言うの禁止！」

　赤面するベルカ。

「二人はホントに仲がいいんだな」

　この少しの間だけでも、二人が互いに想おもい合っているのがわかる。

「生まれた時から一緒なんだから当たり前でしょ？　この世で信じられるのはストレルカだけなんだから」

「ちなみに俺達は？」

「通行人よりはマシ程度？」

「厳しいな」

　ただ軽口を言い合う程度にはなれたという事だ。

　二人の境遇にはあえて触れないでおく。楽しい雰囲気の時にする話でもないだろう。

「それよりぃ、冬でも見られる花畑っていうのはまだ着かないの？　もう一時間以上車に乗ってると思うけど、お尻が痛くなっちゃうわぁ」

「ナビではそろそろ花畑なんですが……」

　何もないだだっ広い一本道。夏ならば一面の畑か草原があるのだろう。

　今は見渡す限り雪しかない。

「本当に冬でも花畑が……？」

　ジブリールが身を乗り出して目を凝らす。

「ナビを信じていくのじゃ～！」

　観光はまだまだ折り返し地点だ。

　賑にぎやかな車が除雪された道路を走っていく。





【北海道　某所　花畑の丘　１４１０時】






「「おぉ～」」

　到着した花畑は一面の雪原だが確かに花畑だった。

　ホログラムを雪に投影して花畑を再現しているのだ。

　色とりどりの花はどこまでも続いているように見える。

「うひょ～い！」

　マーリンが中へ走っていく。

「あ、ずるいわよぉ！」

　ベルカが追ったのを皮切りに皆走ってついていく。

「あいつら……」

　テンションに乗り遅れたクリスティだけがそれを見送った。

　一緒に子供のようにはしゃぐ役も必要ならそれを見守る役も必要だろう。

「ベルカ達のために合わせてるだけ、だよな……？」

　楽しそうなら何でもいいか、とクリスティは手ごろなベンチに座る。

　子供のように振舞う大人。

　大人のように振舞う子供。

　なんとなくそんな言葉が頭に浮かんだ。

「子供は子供らしく……そう思うのは俺のエゴか」

　デザイナーチルドレンに対して何かができるわけではないし、しようとするのは軍人の思考と照らし合わせると推奨される事ではない。

　政治には不干渉を、戦場で可哀かわいそうな子供がいても関わるな。

　この関係だって任務だからだ。軍人としての行動を間違えるな。

　けれど、子供が子供のように笑えているのは、何よりも正しいような気がした。

「お嬢さん。お一人かな？」

　突然男の声に話しかけられる。

　迷子か何かと思われたのだろうか？

「いえ～、友達と来てるんですぅ～」

　クリスティが擬態用の口調で振り向く。

「ぅ？」

　オールバックの金髪でトレンチコートを着た白人男性。

　初めて会うはずだが優男のようなたれ目が何か引っかかる。それに声も最近聞いたような。

「えーっとぉ、どこかで会いましたぁ？」

「そういう口調も可愛いでゴザルなあ」

「っＪＢ！」

　前にメアリーを護送する際、フランス横断をキャンピングカーで協力してくれたオタク野郎。そしてその正体は英国諜ちよう報ほう機関ＭＩ６の──。

「ボンド、ジェームズボンド。でゴザルよ」

　前に会った時はくしゃくしゃの髪にバンダナとメガネの冴さえない男だった。

　スパイならばそのぐらいの変装は造作もないという事か。あるいは人ミ工ミ素ツ体クの可能性もある。

「先の件では文句を言ったらいいか礼を言ったらいいか……」

「どっちも歓迎でゴザルよ。美少女からの罵倒も感謝もご褒ほう美びでゴザルからなあ」

「今代のボンドは子供をストーキングするのが趣味なのか？」

「英国紳士はそんなことしないでゴザルよ」

「狙いはベルカとストレルカか？」

「人聞き悪いでゴザルなぁ。まあ二人も無視できないほど可愛いでゴザルな」

　デザイナーチルドレンの動向を探る事は世界情勢を見極めるのに有用なのだろう。

　クリスティ達がしているのも同じ事だ。

「わざわざ姿を見せた理由は？」

　スパイなら対象に存在を気け取どられるだけでアウトだろう。

　あえて存在をみせて行動を抑制するなら別だが。

「クリスティ殿とお喋しやべりをしたかったからでゴザル～」

「俺はない。じゃあ終わりだな」

　スパイ相手はあらゆる言動、仕草が情報提供になってしまう。イギリスとは同盟関係だが何でも話せる仲というわけでもない。

「明日のテロの標的となる場所、興味ないでゴザルか？」

「……なんだと？」

「その反応、クリスティ殿もテロの事は知っていたんでゴザルなあ」

「……」

　カマを掛けたのか？　クリスティはＪＢを睨にらむ。

「そんな怖い顔しないで欲しいでゴザル。お詫わびにその場所を教えてあげるでゴザルよ」

　北海道でテロが画策されている。その情報は合衆国も日本も摑つかんでいるが具体的な場所まではわからない。

「といっても憶測混じりで候補も三か所あるでゴザルが」

　ＪＢはもったいぶった後に指を立てる。

「一つ目はセレモニー会場である新しん札さつ幌ぽろ競技場。二つ目は札さつ幌ぽろの北東、美び唄ばい市しにあるコントロールセンター。三つ目は石いし狩かり湾わんにある液化天然ガスＬＮＧの貯蔵施設」

　一つ目は当たり前だが残りは初耳だ。

　なぜ、と聞いても情報源は明かしてくれないだろう。

「……ブリテンはどの立場なんだ」

　メアリー救出の時は協力してくれた。合衆国とは外交上も友好国だ。

　しかしカルテルの影響力や風向き次第でどう転ぶかはわからない。

　第一次大戦後のイギリスの三枚舌外交は、第三次大戦後の今も尾を引いている。

「女王陛下の御心のままに、でゴザルよ。もっとも、今はまだ平和な世界がいいでゴザルねぇ」

「今はまだ、ね」

　食えない答えだ。

「拙者としては、可か愛わいい子に怪け我がはして欲しくないでゴザルなぁ。可か愛わいいは正義でゴザル」

　その視線は花畑を駆け回るベルカ達に注がれる。

「忠告は受け取っておくよ」

「では、拙者はそろそろお暇いとまするでゴザル」

　そうそう、とＪＢは付け加えるように言う。

「ここはラベンダーのソフトクリームが美味しいでゴザルよ」

「ソフトクリームは嫌いなんだ」

「またクリスティ殿の一面を知れたでゴザル」

「む……」

　軽口でつい余計な情報を喋しやべってしまったか？

　去っていくＪＢの後ろ姿を睨にらみつける。

　ＪＢはそのまま軽トラに乗って去っていった。

「ボンドカーが軽トラで良いいのか……？」





【北海道　オロロンライン　無人タクシー　１９２０時】






　海岸線沿いのオロロンラインを札さつ幌ぽろに向けてひた走る。

　少し前まで水平線に沈む夕日を眺めてはしゃいでいた車内も今は静かだ。

「寝ちゃいましたねベルカさん」

　ベルカはストレルカに体を預けてすっかり眠り込んでしまった。

　だらしなく口があいたその寝顔に、ごろんと眠るユキヒョウの例えを思い出した。

「さすがに疲れたんだろう。夜飯まで寝かせてやろう。かなりの弾丸ツアーだったからな」

　自動運転のお陰でスムーズな移動だったが、単純に距離が長かった。

　ナビの札さつ幌ぽろ到着予定時刻を見るとまだ一時間以上ある。

「日本海側のルートは無謀だったか……？」

　海に沈む夕日を見るためだけに遠回りのルートを選択したが、倍近く掛かっている。

「でも夕日綺き麗れいだったのじゃ～」

「綺き麗れいだった」

　マーリンとジブリールが絶賛する。

　日本側から極東連邦に向かって沈む夕日。

　ベルカ達からしたら普段とは違う景色で不思議な感覚だっただろうか。

「ありがとう。今日、楽しかった」

　ふと、突然の礼に反応が遅れる。

「ストレルカ？　起きてたのか」

「今起きた」

「起こしてしまったか」

　ストレルカは静かに首を振る。

「ベルカが寝ている時は、私が守らないと」

　無防備に寝るベルカの頭を優しく撫なでる。ベルカが寝ている時は、という言葉。

　まさかストレルカが夜起きているのはそのために……？

「私はお姉ちゃんだから」

「ストレルカが姉だったのか？」

「ベルカは自分が姉って言うけど」

「双子ってそういうところありますよね、意地の張り合いといいますか」

「確かにな」

　互いに自分が姉だと主張する双子、子供の頃にありがちな微笑ほほえましい張り合い。

「実際はどっちが先なんだ？」

　だからクリスティは軽い気持ちで聞いた。

　デザイナーチルドレンに戸籍があるかわからないが、産まれた順番はあるだろう。

「どっちが先とかない、同じ試験管で生まれたらしいから」

　ストレルカの答えに一同は一瞬言葉を失う。

「……試験管、ですか？　えっと、一般的な試験管ベイビーではなく……？」

　試験管ベイビーは体外受精させた卵子を母体の子宮に戻し成長させるものだ。不妊治療の一環で古くからあり、珍しいものでもない。

「最初から最後まで」

　ストレルカが言うのは母体を使わない完全な試験管ベイビー。

　水槽で育まれる命。

「動物実験では培養液内で成功させた実績がありますが、人間の成功例は聞いた事……あ、すみません！　失礼でした」

　謝罪するルーシーに対してストレルカは何でもないと首を振る。

「だから、私にとってベルカは唯一なの。唯一の家族」

　遺伝子操作された受精卵で、産みの母親さえいない。

　真の肉親は双子であるお互いしかいない。

「だから、ベルカのためなら私は……」

　ストレルカは寝ているベルカを抱きしめる。

「なるほどな……」

　その話を聞きながらクリスティはふと、一人っ子であるメアリーやカグヤはそれさえいないのだろうか、と思った。





【札さつ幌ぽろ市し内ない　回転ずし屋ぽせいどん　２０４０時】






「ちょ、それ私のイクラよぉ！」

「こっちの方が粒が沢山乗ってるのじゃ～！」

「マーリンさん大人気ないですよ」

「大トロと中トロは一体何が違う……？」

「むぐ、おいしい」

「……」

　札さつ幌ぽろに着いた後、観光のシメの飯として寿す司しを食べる事になった。

　半個室になっておりタッチパネルで注文するとレールで寿す司しが来る回転ずし屋。

　子供のように騒ぐ皆を見ながら、クリスティは茶をすする。

（外見に引っ張られて中身も幼児退行してないか……？）

　いや、これも擬態のための演技をしているだけだ。とクリスティは現状を肯定する。

「次は何にしますか？」

　タッチパネル側にいるジブリールが注文を聞いてくる。

「あー……、ジブリールが選んだので良いい」

「わかりました！　最高のネタをチョイスします！」

「そこまで張り切らんでも……」

　ジブリールの忠誠心が高い。

「ストレルカは何にする？」

「んー、タマゴとエビ」

　ストレルカの注文まで聞いている。

「ストレルカはジブリールに懐なついているな」

「んー」

「ちょっとぉ、人の妹を取らないでくれるぅ？」

「はいはい、ベルカの注文は？」

「イクラとサーモン！」

　もはやベルカもジブリールの妹と化している。やはり小さい子の世話は自分達の中でジブリールが一番上う手まい。

「ジブリールは面倒見の良いい兄貴だったんだな」

「？　自分は姉ですが？」

「あ、ああそうだったな」

　つい気が抜けてうっかりしていた。今は擬態中だ。

　と、ポーンと音が鳴り注文していた寿す司しが届く。

「……なぜラーメン？」

　クリスティに届いたのはラーメン。

　しかもタラバガニが一匹丸々乗っている。

「その……一番高そうなメニューを頼んだらそれで……」

　ジブリールがメニュー表で顔を半分隠しながら言う。

「まあラーメンは嫌いではないが、カニ一匹は重いな」

「じゃあ足を頂くのじゃ～」

　マーリンがタラバガニの足を取るのを皮切りに他の皆もぶちぶちと取っていく。

　足を失っていくカニが哀れに思えた。

「うーん良いい身の締まりっぷりねぇ。これは我が国のオホーツク海で獲とれたに違いないわぁ」

　ベルカが賛辞を述べる。

「勝手に公海を領海扱いするな」

　カグヤが聞いたらぶちぎれそうだ。

「ケチねぇ、まともな一次産業が漁業ぐらいしかないんだしいいじゃない。小麦だって殆ほとんど輸入に頼ってるんだからぁ」

「連邦は小麦の一大生産地じゃなかったか」

「それは西のモスクワ連邦の方だけねぇ。東の資源なんてサハリンの天然ガスを除けば、あとは水と木と砂ぐらい？」

「なるほど、世知辛いな」

　極東連邦は冬になると国土も海も凍結する厳しい土地だ。

　天然ガスの輸出でなんとか食いつないでいる状況だろう。

「だから日本との合同五輪を成功させて、その後の計画に繫つなげなきゃいけないの」

「計画？」

　ドキリとする。

　日本と極東連邦が何かを計画している。それはクリスティが決死の盗聴で摑つかんだ情報だが、まさか向こうからその話を振ってくるとは思わなかった。

「聞きたい？　聞きたい？」

　しかも自慢げである。

「聞いても良い物なのか？」

「どうせ明日のセレモニーで公開する予定だもの」

「そうなのか」

　自分のあの頑張りは……？

「ずばり、極東連邦と日本によるギガファーム共同経営よぉ！」

「ギガ、ファーム？」

　クリスティはその単語自体は知っている。合衆国ではありふれたものだからだ。

「巨大農場の経営が計画、ですか？」

　ルーシーも困惑気味だ。拍子抜けというかなんというか……。

「これだから大国はぁ！　広大な平地に効率化された巨大農場を全土に持ってる国は食料自給率で悩んだ事なんてないんでしょうねぇ！」

「まあそういわれると……」

　合衆国が超大国たりえる理由はその実、軍事力などではなく圧倒的な食料生産力だ。

　輸出するほど有り余る小麦はもちろん。家畜の飼料やアルコール、バイオ燃料にもなるトウモロコシ地帯コーンベルトは世界の生産量の三分の一を占める。

　結局人間は生き物であるがゆえに、食べ物＝国力なのだ。

「今日の視察でも北海道の荒廃ぶりは見たでしょお？　元々の後継者不足の過疎化に加えて戦争での逆疎開。せっかくの平野も休耕地ばかりかしら」

「む……」

　正直気にしていなかった。ベルカが観光を視察と言っていたのは本当に視察だったのか。

「日本は土地を、極東連邦はエネルギーを提供して北海道を一大食料生産地にするの」

「なんというか、真っ当だな」

　計画というから何か暗い物があるかと思ったが、至極真っ当な計画だった。

「ただのギガファームじゃないのよぉ？　無人化はもちろん、天候や生育状態でその都度最適な水や肥料を管理する最効率の最先端ファームかしらぁ」

　今の時代、農業は工場みたいなものだ。広大な土地に整然と並ぶ作物が機械で管理されているのは、ディストピア映画のワンシーンに見えなくもない。

「それをカグヤのやつ足元みて収穫の分配は７：３どころか８：２って言ってきたのよひどくなぁい？　土地利用分だけじゃなくてコントロールセンターの情報処理分って、そんなのウチでも用意できるのにシステム権を握られたくないからって……」

「コントロールセンター？」

　ＪＢの奴やつもそんな単語を言っていた。テロの標的として。

「北海道のネットシステムを一括管理してるところ。データセンターの親玉みたいな？　新時代のギガファーム運営にはスパコン並みの処理能力が必要だけど、カグヤがそこで処理するっていうの」

　データセンターとはサーバーやデータ通信の機器が集約された場所だ。空調の効いた大きな建物にサーバーが何百台もズラーっと並んでいるイメージだ。

　その親玉であるコントロールセンターは北海道全域のシステムを担になっているらしい。

「確か北海道は世界でも有数のデータセンターの好立地帯でしたね。ハリケーン等が無く地震も少ない、かつ年間を通して気温が低いと」

　ルーシーの言う通り確かに適していそうだ。

「そんなの極東連邦でも一緒よ。まあ日本からすれば黙ってエネルギーだけ差し出せって事でしょうけどぉ」

「ベルカも色々と大変なんだな」

「ええそりゃ大変よ、私の偉大さがわかったぁ？」

　なおさら子供が背負う事じゃないだろうに、とクリスティは思う。

「嫌になったりしないのか？　普通の子供みたいに暮らしたいとか」

「はぁ～？　私がやらなくて誰がやるの？　極東連邦はまだまだ戦後復興の最中なんだから」

「誰がって、本来大人がやるべき事だろう」

「その大人もどうせカルテルの傀かい儡らいになるだけじゃない。変に大人の私利私欲で暴走するなら、まだ私の方が上う手まく舵かじ取とりできるしぃ」

　そういう事を言いたいのではないが……。デザイナーチルドレンというのは使命感でも植え付けられているのだろうか。

　ジブリール達も複雑な面持ちでベルカの話を聞いていた。

「それに」

　ベルカは口にした湯ゆ吞のみを置く。

「急に全部やーめた、ってできないのは同じデザイナーチルドレンならわかるでしょ？」

　クリスティ達はそうではない。

　人ミ工ミ素ツ体クに入った軍人だ。

　極端な話をすれば、今すぐ全てを放り出して軍隊をやめると言えば、適当な素体に入りなおして軍人年金をもらいながらそこそこの生活をすることができる。多少の制約はつくが。

　ベルカが全てをやめると言ったら、普通の女の子の生活ができるだろうか？

　国をコントロールしたいカルテルから見れば、機密情報の塊みたいなチルドレンは生かしておくメリットがないだろう。元より公に存在しない子供。消すのも容易たやすい。

（余計な思考、か。いかんな、吞のまれるぞ）

　軍人が政治の事を考えるのは良くない。ましてや世界の仕組みなど。

　今はできる事をやるだけだ。

　そう思いなおし、湯ゆ吞のみの茶を飲みほした。





【札さつ幌ぽろ　タワーホテル　ファミリールーム　２２３０時】






　回転ずし屋を後にしベルカ達と別れ、恒例の作戦会議となる。

　今回はタブレット越しでメアリーも参加している。

「──以上の事から昨日今日とベルカ達と行動を共にしたが、特段怪しい点は無かったと思う」

「日本との計画とやらもただの農場経営じゃしのう」

「極東連邦の怪しい動きというのも、この事だったんでしょうか」

「良い子達だった」

　皆それぞれの所感を述べる。

『ふーん。まあアンタ達がそう言うならそうなんでしょうね』

　報告を聞いたメアリーが不機嫌に言う。

『私は年末に向けた書類仕事で死にそうになってたけど、極東連邦の子達と楽しく観光してたアンタ達が言うなら信用するわ。たまに音声だけ聴いてたけど随分楽しそうだったじゃない。子供みたいにはしゃいじゃって、お寿す司しも美お味いしかったんでしょうね』

「メアリー……？」

「もしかして羨ましかったりしたんでしょうか……？」

『全然そんな事ないけど？　寒いのは嫌だし、私はぬくぬくとしていたわよ。執務室から一歩もでないでね？』

　羨ましかったんだな。

『私は接近しろ、としか言ってないのにあそこまで仲良くなるなんて流石さすがの対人能力ね？　それともロリコンなの？　そんな事無いわよね？　ま、アンタ達が極東連邦に絆ほだされたわけじゃないなら良かったわ。もしそうだったらタブレットの起爆ボタンを押さなきゃいけないところだったし』

「そんなボタンは机の奥に鍵掛けてしまっといてくれ」

『ふぅ……。冗談はこれぐらいにして、本題はイギリスからもたらされた三つのターゲットね』

「ああ」

　日本にいるそもそもの目的はカルテル戦争派のテロの防止だ。

　最初は雲をつかむような話だったがようやく具体性が見えてきた。

「マップを投影しますね」

　ルーシーが端末を操作し壁に札さつ幌ぽろ周辺の地図を投影する。
















　クリスティが地図を指差す。

「一つ目はセレモニーの会場である新しん札さつ幌ぽろ競技場。まあ言われるまでもなく本命だな。当日は俺がベルカに同行して会場入りする予定だ」

『日本も当然万全の警備にしているでしょうね』

「何かを隠し持とうと思えばいくらでも隠し持てるがのう」

　入場客の手荷物検査はするだろうが、空港並みの厳重な検査をしていたら全部チェックするまでに日が暮れてしまうだろう。

『そこまでは面倒見切れないわね』

　そこは日本次第という事だろう。

「二つ目はコントロールセンター。これは札さつ幌ぽろ市しから50㎞ほど北東の美び唄ばい市しにある施設だ」

　クリスティは平野部の右上を指差す。

「北海道のネットインフラを担になっている施設ですね。北海道における単一障害点。仮にここが破壊されると北海道は一時的にネットから遮断されます」

　ルーシーが補足をする。

　インターネットの繫つながりは意外と物理的だ。

　電波が直接世界と繫つながっているわけではなく、基地局を中継しセンターに集約。

　そこから光ファイバーを海底ケーブルで本州まで伸ばし、世界に繫つながっている。

「流石さすがにある程度の冗長性はありますが、一般市民や公共インフラはパニックになりますね」

「聞く限りヤバそうな施設じゃのう」

『もちろん日本も馬鹿じゃないわ。中に入るには並みの政府施設以上のセキュリティ。外側はロケットランチャーでもびくともしない堅けん牢ろうなコンクリートドーム。ミサイル攻撃に備えて対空レーザーも配備されている。仮にここを破壊しろって言われてアンタ達にできる？』

「難しいな。少なくとも歩兵戦力じゃ無理だ。爆撃しようにも日本の防空網を超えてとなるとそれこそ戦争だ」

「ではここは心配ないという事ですか？」

「俺達の出る幕はないだろう」

　所詮は四人分隊だ。できる事は限られている。

「最後の三つ目は札さつ幌ぽろ北西部、石いし狩かり湾わんの液化天然ガスの貯蔵施設だ。派手に爆発しそうだな」

　札さつ幌ぽろの中心部からもさほど離れていない。

「ここはワシらでも襲撃できそうじゃのう」

　海岸沿いというのもあり、周囲には防風林が広がっている。身を隠して何かを撃ち込む事はできるだろう。

「できる事といったら森の中の警戒か。日本の軍隊を動かせるならそっちにやってもらいたいが、そもそもそれができないって話だったか」

『カグヤの力不足でね。本当は合衆国が手を貸す義理もないんだけど』

「戦争の火種を潰すんだろ？」

『そうね。死なない程度に頑張りなさい』

　言葉はぞんざいだが、一応心配をしてくれているのだろう。

『イギリスの情報を鵜う吞のみにするわけじゃないけど、こっちの情報部も狙うとしたらこの三か所の可能性が高いと報告を上げてきたわ。単に重要施設を挙げただけとも言えるけど』

「他にアテもないし、この情報を元に警戒するしかないだろう」

　その後具体的な割り振りを話し合った。クリスティとマーリンが競技場。ジブリールとルーシーがガスの貯蔵施設だ。互いの距離は案外10㎞と離れていない。

「差し当たっては武器が必要だが……。ドクター、調達の目途はついたのか？」

　部屋で作戦会議を静観していたドクタークロサワに声を掛ける。

「ウム。同じ札さつ幌ぽろ市し内ないに古い友人がいてね。明日の早朝に取りに行けるヨ」

「よし。じゃあ一旦解散だな」

「わーい！　マーリン夜泣き蕎そ麦ばっていうの食べてくるのじゃ～」

「私はジブリールさんと詳細を詰めておきます」

「俺は……風ふ呂ろにでも入ってくるか」

『まったく、緊張感ないわね』

「ヒューマンエラー因子の除去だよ」

　気を張ったままだと良いいパフォーマンスは発揮できない。

　このホテルには露ろ天てん風ぶ呂ろがあるらしい。

　メアリーのタブレットは置いていき、クリスティは部屋を後にした。





【札さつ幌ぽろ　タワーホテル　一階大浴場前　２３１０時】






「この時間は男湯なのか……」

　クリスティは『男』と描かれた暖の簾れんの前で立ち尽くす。

[image: ]

　露ろ天てん風ぶ呂ろを目当てにやってきたがどうやら時間制で男女入れ替わるようだ。

　この時間女性は上階の展望風ぶ呂ろらしいが、ここから向かうのも少々面倒だ。

「そもそも俺は男なはずだ」

　体こそ少女であるが性自認は男だ。

　男が女湯に入るのは良くないだろう。

「だが今の身体からだは、ううむ……」

　移動する面倒、露ろ天てん風ぶ呂ろへの欲求、自分は男だという自負。それらの思いがこの男湯の暖の簾れんをくぐらせようとする。

「そもそもこんな深夜なら他の客はいないのでは？」

　いないなら問題はない。

　それに日本では子供は男湯女湯どっちに入っても良いと聞いた事がある。

「とりあえず確認だけ……」

　言い訳をしつつ暖の簾れんをくぐる。

　案の定、脱衣所には他の客と思われるものはなかった。

「よしっ」

　クリスティは早速服を脱ぐ。

「それにこうすれば……」

　男のように腰にタオルを巻く。

「少年のように見えなくもない、か？」

　鏡で自分の姿を見る。胸が少し膨らんでいるようにも見えるが大丈夫だろうと判断。

「完璧だ……」

　実際完璧かはともかくもう行くしかない。

　さっと入ってさっと出れば誰にも出くわさないだろう。

　浴室を再度確認。人はいない。

　洗い場で軽く体を洗い、

　外への扉を開けいざ露ろ天てん風ぶ呂ろへ。

「──っっ……あ～～～～～～～～…………」

　少女らしからぬ声で脱力する。

「生き返る……これが命の洗濯というものか」

　クリスティは特段風ふ呂ろ好ずきというわけではなかったが、この姿になってから風ふ呂ろに入る事が増えた気がする。

　きっと気苦労が多いからだろう。決して少女の身体からだに引っ張られて風ふ呂ろ好ずきになっているという事はないはずだ。

「ふぅ、これが風流というものか」

　岩場に囲まれた露ろ天てん風ぶ呂ろから見えるのは雪化粧された木々だ。湯煙と相まって幻想的な雰囲気に包まれる。

「子供の頃に旅行で連れてこられた時は、こういうのをせせこましいと思っていたが、あえて視界を制限させることで広がりを想像させるのか」

　ヨーロッパのプールのような開放的な温泉とはまた違う趣おもむき。

　クリスティはしばしその幽玄さに浸る。

「……無限にいられるな」

　だがいつまでも長居をしていられないだろう。他に人がこないとも限らない。

　風ふ呂ろからあがろうとすると同時に扉が開いた。

「っ～～！」

　慌てて湯へ入りなおす。

「お、先客がいたか」

　現れた男は赤毛でヨーロッパ系の顔立ちをしていた。日本人ではない。

　野性的な雰囲気であるが切きり揃そろえられた顎あご鬚ひげから粗野ではない印象を受ける。

「驚かせちまったか？」

　英語で話しかけられる。クリスティの容姿からそう判断したのだろうか。

　クリスティは無言で頷うなずく。

　大人が現れて萎縮してしまった子供。そう演じるのがベターだろう。

「邪魔するぜボウズ」

　赤毛の男は律りち儀ぎにかけ湯をしてから湯に入る。

「ふぃ～いいなあ～。酒がありゃもっといいんだが、すでにたらふく飲んできたからな」

　リラックスする男とは対照的にクリスティの緊張度は高まっていた。

　少女の体の事ではない。半透明の湯は体の起伏を隠し、顔だってこの年齢ならちょっと髪の量が多い少年に見えなくもない。

　問題はその男の身体からだ。

　１９０㎝はあるだろう身長と発達した筋肉。そして……、

（なんだ……あの銃創の多さは……）

　筋肉質な男の身体からだにはいくつもの銃創の跡があった。

　それだけではない、切創、刺創、果ては爆創まであらゆる傷跡がある。

　明らかな戦争経験者。その中でもここまでの傷は滅多に見ない。

「ん？　あぁビビらせちまったか？　ボウズの国でも珍しいもんじゃないだろ。どこかは知らんが、どの国も同じだろうからな」

　第三次大戦の終戦からまだ三年程しか経たっていない。戦傷者も山ほどいる。今の整形技術なら綺き麗れいに消す事ができるが、勲章代わりと言って傷跡をあえて残す者は多い。

　それにしても異常な傷跡の量だが。

「すげぇ時代だったよなあ。ボウズもネットかなんかで見てたろ？　実際の戦場はもっとすごいんだぜ」

　戦争帰りの者が酒場などで戦場の事を語り、そんなところに行ってきた俺は凄すごいんだと自慢するのはよくある。逆に悲惨さを目まの当あたりにした者は、そういう上辺だけの者を見て冷ややかに口を閉ざす。

　この男はどちらでもない。あれだけ凄惨な傷を負っていながら、子供のように輝いた目で戦場を語っていた。

「みんな本気なんだ。普段はスカしてる奴やつも、陰気な奴やつも、戦場じゃあみんな必死なンだ。で、そんな奴やつが次の瞬間には死んでいる。生まれてからその年齢になるまで生きてきてよ、培つちかってきた色んな思い出とか経験とか、これからの将来とか残してきた家族とか、そんな大事な大事な命がぽろぽろと死んでくんだよ。……本当に、あっちゃあなんねぇよなぁ」

　否定する言葉とは裏腹に、嬉うれしそうに聞こえるのは訛なまりのせいだろうか。

「ふー……っと、ガキにいう事じゃあなかったな。すまない」

　突然の謝罪にクリスティは首を横に振る。

「この国が平和なもんでつい深酒しちまった。この国も参戦国だったってのに、切り替えが早いのかのんきなのか。合同五輪なんてやってる場合かねぇ」

「戦争が終わったからするんじゃ……？」

　つい口をはさむ。子供の反応の演技としてか、クリスティの疑問か。

「ああ、そうだな。終わった奴やつらには……そういう事なんだろうな……」

　要領を得ない答えだが、どこか感傷的な口ぶりだ。

「それよりボウズおめぇ……」

　男が険しい顔でクリスティをまじまじと見る。

「っ……」

　喋しやべった事によって声で女とバレたか？　このぐらいの年齢なら少年と少女で声の差異はないと思っていたが。

「……タオルを湯に浸つけるのはマナー違反だぜ」

「え……、あ」

　クリスティはタオルを腰に巻いたまま湯に入っていた。

「こ、これは……」

　湯が半透明とはいえ脱いだらバレるか？　何がとは言わないが付いてないのが。

　いや、凝視でもしない限り水の屈折率的にはこの水深なら。

　クリスティが頓珍漢な事に頭を巡らせていると男は急に笑い出した。

「ぷはははっ、まあその年ト齢シじゃあ自分のアレの大きさが気になる頃か」

「別にそういう……」

「気にすんな。男はナニのデカさよりもココのデカさよ」

　男は自分の胸を拳で叩たたく。

「俺はどっちもデカいが」

　なぜか勝ち誇る男にクリスティはむっとする。

　今はついていないが男の素体に戻れば……といっても素体のアレは別に自分のモノではない。

「俺はもう上がるからその後にタオルを出しとけ。邪魔したな」

　言うなり男は湯から出ていった。

「…………ふぅ」

　まるで獣と一緒に入浴しているかのような緊張感だった。

　長時間湯に浸つかっていたのでのぼせそうだ。

　あの男が脱衣所からいなくなる頃に上がるとしよう。

「しかし……」

　あの男のただ者ではない風貌を今一度思い返す。

「元の身体からだだったら勝てるか……？」

　ナニがとは言わないが。





【札さつ幌ぽろ郊外　村むら田た銃砲火薬店　０６３０時】






「ここが武器の提供元だヨ」

　ドクターに案内され車で着いた場所は郊外の銃砲火薬店だった。

　銃規制のある日本でも猟銃やクレー射撃の競技銃は普通に販売されている。

　狩猟が盛んな北海道ならなおさらだ。ここはそのうちの一つだった。

「確かに銃ではあるが……」

　しかし猟銃にはマシンガンのような連射性はない。

「そもそも営業しているんでしょうか」

　ルーシーの心配する通り『村むら田た銃砲火薬店』と書かれた看板の下は錆さびたシャッターが下りている。

「お～来たかい。クロサワさんこっちだよ～」

　間延びした声。

　勝手口から店主と思われる禿とく頭とうの老人が手招きする。

「なるほど、一般の客と鉢合わせたらまずいか」

　子供がぞろぞろとガンショップにいるのは悪目立ちするだろう。

「大将やっとるかネ」

「ぼちぼちだね～」

　ここの店主はドクターの古くからの知り合いであるという。クリスティ達の事情もある程度知っているらしい。いわば日本の協力者だ。

「お～、お？」

　店内に入ると所狭しと猟銃が並べてある、わけではなかった。

「あんまり置いてないのじゃ～」

　マーリンががっくりと肩を落とす。

　鍵の掛ったショーケースに二十丁ほど。合衆国のガンショップと比べるとあまりにも少ない。

　代わりに狩猟の時に使うのであろう蛍光色のベストやキャップ、かんじきやスキー用品、日用品などが置いてある。

　もはや寂れた雑貨屋だ。

「北海道でも狩猟をやる人少なくなっちゃったからね～。というより過疎化で人自体が少なくなっちゃったか、あっはっはー」

　マイペースな店主である。

「この銃は……」

　ジブリールがレジカウンター奥の額縁に入れられた銃を見る。

「お嬢さんお目が高いね。これは名銃なんだよ」

　店主も自慢するように言う。

　クリスティの目にはただの古いボルトアクションの銃にしか見えないが。

「お～サンパチじゃの～」

　マーリンがテンションを上げる。サンパチという言葉はクリスティも映画で聞いた事がある。

「三八式歩兵銃Arisaka Type 38、通称サンパチは第一次世界大戦で使われた日本製の銃ですね。第二次世界大戦まで使ったとか」

「いくら名銃といってもさすがに古すぎるだろ……」

　多少の古さは許容できても限度がある。

「そうだね～。流石さすがにもうちょっと新しくないとね～」

　店主が飾られたサンパチ式を額縁ごと押し込む。

　するとガコン、という音と共に壁だと思っていた場所がスライドした。

「これは……」

　現れたのは隠し部屋だ。

　金属ラックに飾られた銃火器が部屋の壁一面に所狭しと並べられ、白いライトで照らされていた。

「まるで秘密基地なのじゃ～！」

「Ｍ４カービンにＭＰ７、こっちはＭＩＮＩＭＩにブローニング重機関銃、ＲＰＧまでありますよ」

　ハンドガンからヘビーマシンガン、果てはロケットランチャーまであらゆるジャンルがある。

　お世辞にも新しいとは言えないが現代でも十分通用する武器達だ。

「一番新しいのだとこれかな～今の国防軍でも使ってるヤツ」

　店主がクリスティにアサルトライフルを渡す。

「20式小銃Howa Type 20か……！」

　ＨＯＷＡ５．56とも呼ばれるその銃は豊ほう和わ工業が作る日本のアサルトライフルだ。

　伸縮可能なストック。バレルを囲うハンドガードは、自由にアタッチメントを付けられるＭ‐ＬＯＫ規格。２０４１年現在の銃と比べても遜色はない。

　セレクターの安全ア、単発タ、連射レの文字が実に日本らしい。

「使用弾薬が５．56㎜というのがちと気になるがのう」

　クリスティ達がいつも使っている６．８×51㎜弾と比べると威力不足は気になるが、それでも拳銃弾よりは遥はるかに高威力だ。

「テロリストがフルアーマー装備でもない限り大丈夫だろう」

　そんな奴やつが街中にいたら速攻でお縄につく。

「狙撃銃は？　ボルトアクションがいい」

　プレゼントをせがむ子供のようにジブリールが催促する。

「あるよ～」

　ジブリールに渡されたのはレミントン社のＭ24Ａ３。Ｍ24シリーズは初出が半世紀前の銃だが世界中で広く使われている名狙撃銃である。

　普段ジブリールが愛用している最新式のＸＭ２０３０は元をたどればこのＭ24をベースに改良されたものである。

　弾丸もいつも使用している．３３８ラプアマグナム弾。狙撃感覚の差が少なくて済む。

「これは良いいものだ……」

　ジブリールが銃を抱きしめ恍こう惚こつとした表情で頰擦りをする。

「気に入ったんだな……」

　クリスティはジブリールの意外な趣味を垣かい間ま見みた気分だ。

「品しな揃ぞろえからして日本国防軍の横流し品でしょうか」

　ルーシーは日本のミネベア社の９㎜機関拳銃を手に持ちながら推察する。

　確かにここにあるのは日本国防軍で使われている、あるいは使われていた銃ばかりだ。

「店主が何者かは詮索するまい。使える武器があるなら十分だ」

　クリスティは20式小銃を試しに構え、マガジンの付け外しをする。

「ストックを目いっぱい短くすれば問題ないか……？」

　そうして自分の体にフィットするか探っていると、

「そもそもクリスティさん達は会場に入るならアサルトライフルなんて持てないのでは？」

　ルーシーに正論を言われた。

「…………」

　20式小銃をそっとラックに戻す。

「ハンドガンはＨ＆ＫのＳＦＰ９か。これも悪くないな……」

「９㎜パラだけど我慢するかのう……」

　明らかにテンションが下がった二人だった。





【新しん札さつ幌ぽろ競技場　個室観覧席ＶＩＰルーム　１３１５時】






　装備を入手した後は二手に分かれた。

　ルーシーとジブリールはガス貯蔵施設付近の森。

　クリスティとマーリンとドクターは新しん札さつ幌ぽろ競技場だ。

　競技場組でもマーリンとドクターは客に扮ふんして客席へ、そしてクリスティはＶＩＰルームへと来ている。

　そこは競技場の三階にある、前面がガラス張りとなった個室の観覧席だ

「他にはカグヤと服はつ部とりだけだと思っていたが……」

　クリスティの他にベルカ、ストレルカ、カグヤ、服はつ部とり、そして、

「こりゃあいい眺めだな。スタジアムの特等席だ」

　ソファチェアに足を組んで座るのは荒々しい赤毛の男。

　その風貌は間違える事はない。昨夜クリスティが露ろ天てん風ぶ呂ろで会った男だ。

　どうやらベルカ達の付き人らしい。クリスティ達におけるドクタークロサワのような大人の保護者役だろう。

「あまり騒がないでくれるかしらぁ？　こんなのが護衛なんて……」

　ベルカが苦言を呈す。

　前にベルカ達を置いて飛行機で先に行った適当な護衛というのはこの男の事らしい。

「しっかし風ふ呂ろで会ったボウズがまさか嬢ちゃんだったなんてよぉ！　慣れない日本で間違えちまったのかあ？」

「それは、まあそんなところだ」

「あんときはがっつりナニを見せちまって悪かったな？　がはは！」

　男のデリカシーの無い態度にベルカは諦めたように溜ため息いきを吐く。確かにベルカ達が一緒に行動したくないタイプの護衛だろう。

「嬢ちゃんは合衆国のチルドレンなんだって？　改めてアラン・スミシーだ」

　律りち儀ぎにもアランは握手を求めてきた。

　いかにも偽名ですといった名前だが、本名を偽っているのはクリスティも同じだ。

「……クリスティだ」

　無下にするわけにもいかないので握手を交わす。

　アランというこの赤毛男、一見ガサツそうに見えるが妙に律りち儀ぎな部分がある。スーツもピシっと着ている。矛盾を内包したような男だ。

　戦場では神経質ではやってられないが無神経なのも長生きしない。この男はそのどちらでもないという事だ。

（ベルカ達の護衛というが、油断ならなそうな男だな）

　クリスティがさり気なく周囲を見回すと、カグヤも少し警戒する面持ちでアランを見ていた。

「カグヤ、会場の警備は万全なのか？」

　競技場はスケートリンクになっており、今は競技場完成を祝いフィギュアスケートによるアイスショーが行われている。周囲の客席もほぼ満席だ。もし爆弾でも持ち込まれたら大惨事になるだろう。

「ええ。手荷物検査とＸ線ゲートで危険物の持ち込みは監視しております。ステージにも今朝方チェックを掛けましたが怪しい点は何もございませんでした」

　カグヤの関係者という事でクリスティのチェックは甘かったが、会場に入ったマーリンは上う手まく銃を持ち込めただろうか。

「しっかりしなさいよぉ？　こんなところでテロなんて起こされたら合同五輪そのものが危うくなっちゃうんだから。表のデモ隊も立ち退かせればよかったのに」

「デモ隊か……」

　クリスティはこの競技場に来る前の事を思い出す。

　五輪開催そのものの費用や使われる税金への抗議。そして第三次世界大戦で戦った国の一部である極東連邦との合同開催への反対。戦没者の遺族感情への配慮云うん々ぬん。

　横断幕とメガホンによるデモの姿は世界共通だ。

「無理に立ち退かせれば余計に反発を招きましょう」

　それに、とカグヤは続ける。

「デモとは殆ほとんどの場合その掲げられた理念とは別の目的を持った者によって扇動されている。とはどなたの言葉でしたか。まあ日本と極東連邦が仲良くなると都合が悪い人達がいるようでございますね」

「デモもカルテルの戦争派の差し金だと？」

　カグヤはゆっくりと頷うなずく。

「むしろテロなんかよりも真っ当な方法でございますね。激しいデモの様子を流し、両国の対立感情を煽あおる。地味ですがじわじわと浸透していきます」

　そうして緊張感が高まった日本と極東連邦に防衛兵器を売りつけたい。

「今の日本では平和派、と言いますか軍縮論が優勢ですので。本州ではもう戦車はほぼゼロ台で装輪車に置き換わっております。これは我が国の地理的特性の面が大きいですが」

　日本は第三次世界大戦の勃発前から戦車の配備を減らし、装輪車、即すなわちタイヤ式の機動戦闘車へ転換してきた。

　コストの高い戦車を各所に配置し、維持し続けるのは金が掛かり過ぎる。

　装輪車は戦車程ではないが十分な砲火力と装甲、そして戦車を圧倒する速力を持ち、有事の際は日本中の道路を高速で移動し、必要な場所へ必要なだけ送り込む事ができた。

「特に北海道はその広さゆえ、防衛に必要な車両の量がそれはもう多くて」

　そして掛ける費用に対して、過疎化が進む北海道では税収は下がる一方だ。

「国内の兵器製造に関わる企業や一部の軍関係者は戦車の製造再開を望んでいますが、日本全体としてみたら軍縮は経済的にプラスです。日本と極東連邦の友好が強固なものになれば、北海道に掛ける防衛費も下がり、地元は潤い、税収も上がるというわけでございます」

「良いいとこしか見てない気もするが……」

　だがそれが実現したら戦争派企業にとっては大きな市場の喪失だろう。

「国同士が仲良くなると都合が悪い、か」

「日本との友好の暁には北海道へ石油パイプラインを進呈するわぁ」

「ふふ、いりません」

「じゃあ海底の採油プラントのノウハウは？　今なら建設費用もこっち持ちで５：５の分配よ」

「戯たわ言ごともほどほどに、それにその程度の技術は日本も持っておりますので」

「何十年経たっても採算ベースが合わない～とか言って結局できてないのにぃ？　メタンハイドレートとかどうなったんだっけぇ？」

「ちっ、それ以上調子乗りますと奥歯ガタガタいわせるでホンマ」

「きゃーこわーい。暴力ぅ？　野蛮ねぇ？」

「服はつ部とり、刀を」

「入り口で没収されたので持っておりません」

　二人のやり取りを見てクリスティは呆あきれかえる。

「国の代表がこんなんで本当に友好を結べるのか……？」

「クハハハ！　争いはなくならねぇなァ！」

　アランは膝を叩たたいて大笑いしている。

「すぅ～……」

　ストレルカはずっと寝ていた。





【石いし狩かり湾わん　ガス貯蔵施設付近　防風林　ジブリール＆ルーシー　同時刻】






「周囲に熱源無し、ガス貯蔵施設も異常無し。なんというか平穏そのものですね」

　ルーシーはサーマルスコープから目を離し拍子抜けといった表情をする。

「その向こうの海も怪しい船影無し」

　ジブリールも狙撃銃の構えを解く。

「しいて言えば怪しいのは私達でしょうか」

　二人はツリースタンドという足場を木の上に設置し、防風林の中から施設を監視している。

　置かれた端末や銃器類は子供の秘密基地、というのには無理があるだろう。

「こんな昼間に破壊工作をする馬鹿もいない」

「自分達がやるとしたらダイバー装備で夜間に海から潜入でしょうか」

　周囲の見晴らしも良いい施設だ。昼間に何かをするのは不可能だろう。

「昼間は自分達もセレモニー会場に行った方がよかったんじゃ……？」

「あはは、そうかもですね。結果論ですが」

　言いながらルーシーは端末で何かを調べている。

「何を調べてる？」

「もし本当にテロがあるとしたら、何か犯行予告だったり声明が無いかなと思ったんですが、特にないですね」

　日本は『〇〇に爆弾を仕掛けた』なんて悪いた戯ずらの書き込みでも炎上して逮捕されるお国柄だ。

「あとはカルテルの戦争派がテロを画策してる～と言っても、企業の人が直接何かするわけじゃないですよね？」

「汚い仕事は誰かにやらせる」

「だとすると実行犯はお金で雇われているだけのならず者と推測して、そんなのが募集できる場所は……」

「バル・ベルデか」

　バル・ベルデ。先のマイセルフ事件でも脅威となった違法武力売買サイト。

　ダークウェブにあるそこでは犯罪のための人員募集などが行われている。

「ですがそれらしき募集は何もなかったです」

「ないのか……」

「でも企業が私兵を持っているとも考えづらいですし、そもそも逮捕のリスクも考えるとテロを起こすって簡単じゃないですね」

「当たり前だ。そう簡単に起こされたら敵かなわない」

　命を顧みない自爆テロならともかく、生きて金を貰もらって逃げ延びるとなると素しろ人うとには無理だ。

「あるいは戦争を煽あおるのに特化した下請け組織。そんなのがいるんでしょうか」

　平和な石いし狩かり湾わんの海を見ながらルーシーはそう呟つぶやいた。





【新しん札さつ幌ぽろ競技場　個室観覧席ＶＩＰルーム　１３３０時】






　アイスショーが終わった。

　スケートリンクから人が捌はけ、壇上では市長と思おぼしき者が祝辞を述べる。

　壇上には他に極東連邦の大使や北海道出身の国会議員らも参列している。

「さすがにカグヤとベルカはあそこに参列するわけじゃなかったんだな」

「あったりまえでしょお？　影の権力者というのは表に姿を出さないのよぉ」

　ベルカの言い方だと逆に子供っぽく感じてしまう。

「本当の主賓は壇上にいる議員らではなく、ここと同じＶＩＰフロアの別の個室にいる方々でございますね。結局表に出ている大多数の政治家は、お金や票田を持っている有力者の小間使いに過ぎません」

「議員なんざ選挙で負ければただの無職だからなァ」

　アランは愉快そうに言う。

「やはり政治の世界は苦手だな」

　クリスティは眼下の会場に視線を戻す。

　市長の祝辞が終わり、会場の空中に音楽と共に大きなオーロラが投影される。

　ホログラムの完全な空中投影は難しい。大抵は霧だったりスモークをスクリーンにして映す。

　会場は昼間だというのにくっきりとオーロラが見えている。

「幕か……」

　仕組みは単純だった。透明な大きな幕を複数の小型ドローンで吊つり下さげ、そこに投影しているだけだ。

　オーロラは色を変え、燃え盛る炎になる。

　巨大な炎の幕が壇上や客席に覆いかぶさり、さらに燃え上がる。

「演、出……？」

　ガラス越しのそれはあまりに唐突で、セレモニーの演出かと思う。

「違うな。ありゃあ、マジに燃えてるぞ」

　アランの言葉で立ち上がる。

　次第にパニックになる観客席。

「テロかッ」

　他の面々もすぐに状況を把握する。

「服はつ部とり、消防の要請と避難誘導の指示を」

「はっ」

　カグヤが指示を出す。

「じ、事故ってわけじゃないわよねぇ？」

　ベルカは目の前の状況をまだ吞のみ込こめていないようだ。

「人為的なものだろう。だがこの程度か……？」

　違和感がある。確かに派手でパニックになり。火傷やけどの重傷者も出るだろうが、それが日本と極東連邦の関係を決定的に悪くするかというとそうは思えない。

「警備の目はすべて炎に向けられている。するってぇと次は何が起こる？」

　アランの言葉にクリスティはすぐに思い至る。

「狙いはここか」

　部屋の外で銃声が響く。

　悲鳴とさらに続く銃声。

　炎は陽動。本命はＶＩＰフロアの要人達。

「他の個室が襲撃されているようだな」

　アランは懐ふところからハンドガンを素早く取り出し、顔の高さで銃を横向きにしてスライドを引き、初弾を装塡する。

（イスラエル式のドロウ……？）

　銃もイスラエル製のジェリコ自動拳銃ベビーイーグルの新型に見える。

　クリスティは太ふと股ももから隠していたＳＦＰ９を取り出す。

　例の銃砲火薬店で入手した日本国防軍の主力拳銃だ。

「おいおい、ガキがンなもん持って撃てんのかァ？」

　クリスティはＳＦＰ９のスライドを引いて返事とする。

「カグヤ様は後ろへ」

　服はつ部とりは大型のナイフ、もとい短ド刀スを取り出す。

　ストレルカもコンパウンドボウを展開する。

「ここは一番どん詰まりの部屋だ。押し入られる前に打って出るぜ」

　アランの提案にクリスティとしても異存はなかった。

　個室観覧席VＩPルームはホテルの客室のような構造であり、ドアの外は廊下となっている。

　クリスティ達がいるのは、エレベーターホールから四つの部屋が並んだ一番奥の部屋となる。

「俺がポイントマンになる」

　アランは体を横向きにし、腕を伸ばさずに拳銃を胸元の高さで構える。

　体の露出面を抑え、かつ敵に銃を奪われない近接戦闘用の構えだ。

「ケー」

　クリスティは体の小ささを生かし、しゃがんだ姿勢を取る。

　アランが指を三本立て、二本、一本と折る。

　〇本で音が立たないよう、かつ素早く内開きのドアを開ける。

　廊下を覗のぞくと見張りと思おぼしき、ハンドガンを持った覆面の男が一人。

「ん？　おい、そこの──」

　言い終わる前にアランが発砲。

　複数発が胴体に着弾し男は倒れる。

「俺は他の部屋にいる奴やつらを掃討する。廊下は任せたぜ」

　アランは隣の部屋から順にクリアリングを行っていく。

（さっきの待機の構えから腕を伸ばすエクステンドへの移行の速さ、相当な熟練者だな）

　クリスティは廊下を監視しながらアランの手て際ぎわに感心する。

「とっ！」

　別の部屋から銃声を聞きつけた覆面の男が顔を出した。

　手にハンドガンを所持。慌てたようにこちらへ構える。

　攻撃対象と判断、三発銃撃。

　胴に二発、頭に一発命中。

「お粗末だな」

　敵の練度は高くない。装備もハンドガンだけでボディーアーマーもなかった。

「ストレルカ達は部屋から出るな」

　銃持ちが相手だ。短刀や弓では表に出られないだろう。

　アランが部屋を一つクリアにするたびクリスティも廊下を進んでいく。

　途中部屋を覗のぞいたが生存者はいなかった。

（敵の目的は人質を取る事ではなく殺害？　わざわざ乗り込んできて？）

　いまいち思惑が摑つかめないがそれを考えるのは後だ。

　今のうちにマーリンへ一報をしておく。

「こちらクリスティ、三階ＶＩＰフロアにて襲撃、現在交戦中」

『今向かっておる。避難する人の波が厄介だがの』

　交戦中という事で通信は最低限で済ます。

　といってもこのフロアの掃討はほぼ終了している。

　先ほどから響いていたジェリコの銃声も止やんだ。

　と、クリスティはエレベーターホールの隅に敵を発見した。

　その敵は覆面を外していた。

「な、なんだよこれぇ……こんなの、聞いてた話と……」

　二十代の日本人男性がハンドガンを下ろしたまま震えている。

（戦意喪失したテロリスト……？　捕縛し尋問するべきか？）

「子供!?　子供がなんで……ははは、うわぁああ──」

　叫んだ男は銃を握り直し、構える前に頭部への銃撃によって即死する。

　部屋の掃討を終えたアランが撃ったのだ。

「情けは命取りだぜ嬢ちゃん。そこんとこはやっぱり子供か？」

「………そうだな」

　クリスティは軽口を受け流す。それよりも考える事がある。

「終わりましたか？」

　部屋から服はつ部とりが顔を出す。

「このエリアは安全だぜ。他の部屋の奴やつはダメだったがな」

　アランが答えると服はつ部とりやベルカ達が部屋から出てくる。

「ひっ、なんてひどい……」

　他の部屋の死体を見たのか、ベルカが口元を押さえる。

「ＳＰとかは付けていなかったみてェだな」

　アランやクリスティのような護衛がいれば、この程度のテロリスト相手ならば少なくとも全滅とはならなかっただろう。

　銃規制のある日本で日頃から銃撃戦に備えているわけもないが。

「こんな事件が起きたらもう……」

「五輪は難しいでしょう……」

　ベルカとカグヤが重い表情をする。

　開会式の予定地でのテロ事件。有力者の死者多数。

　これをきっかけに日本と極東連邦を分断するような世論が形成されれば、二か国合同五輪など到底行えないだろう。

「とりあえずは脱出してから考えようぜ、敵がまた来ないとは限らない」

　エレベーターホールで警戒していたアランがジェリコのマガジンを落とし、新しいマガジンを装塡しようとする。

　そのタイミングで──。




「動くな」




　クリスティはアランへ銃を構えた。
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「おいおい嬢ちゃん、なんの冗談だ？」

　クリスティは足元へ威嚇発砲。

　緊張に包まれる。

「ベルカ、外国に行く時はいつもこの男が護衛に付いているのか？」

「……護衛は連邦警護庁から派遣されてきて……今回は初めての顔よ……」

　抜群の記憶力を持つベルカが初めて見る顔。

「銃の取り出しドロウはイスラエル式、構え方は合衆国発祥のＣＡＲシステムに似ている。どちらにしろ連邦のスタイルじゃない」

　合衆国のシークレットサービスと並ぶ連邦警護庁ならば、銃の構え方は徹底されている。

「敵の武装はハンドガンのみ、加えて練度も低い。なのに他の部屋の要人は全員死亡している。重傷や瀕ひん死しではなく、死んでいる」

　ハンドガンの即時殺傷力は高くない。

　心臓や頭といった急所に撃ち込まない限り、即死する事は殆ほとんどない。

　あるいは一人に対し何発も撃ち込むか、しかしそんな数の銃声は響いていない。

「アラン、お前が殺したんだな」

　アランが各部屋を回ったのはテロリストの排除だけではなく、生き残りへとどめを刺すため。

「むしろテロリストはカモフラージュで、最初からお前が要人を殺す役だった」

　もしかしたら、襲撃してきた男達は人を殺すつもりは無かったのではないだろうか。

「ハッ、お前ホントにガキか？　チルドレンにしても洞察力が実戦のソレだ」

「認めるんだな」

「おうよ。こいつらは思想の強すぎたただの極右集団。武器を用意し唆そそのかしたのはこの俺だ」

　アランは銃を床に捨てる。

「お前は、なんだ？」

「俺は、戦争屋だよ」

　そして、アランがスーツの内側を開くとそこには爆弾がびっしりと着込まれていた。

「っ」

「動くな、とはこっちのセリフだぜ」

　間かん隙げきを縫って、腕の袖口から仕込み銃スリーブガンを出して構えるアラン。

　それはマイクロ・デザートイーグルとも呼ばれる小型拳銃。仕込み銃とはいえ38口径の装弾数は８＋１発。無視できない殺傷力を持つ。

　クリスティとアラン、銃を構え合って対たい峙じする。

「だがお前らの敵じゃあない」

「は？」

　こんな事をしておいて敵じゃない？

「カルテル戦争派の刺客、という事でございますね」

　カグヤが臆した様子もなく言う。

「俺はただの請負人だ。これは単なる戦争派の政治的駆け引きだ。チルドレンのお前らは結果だけ見て、あとで官僚が用意した書類にサインすれば良い。いつも通りだろ？」

「わかりました。とでも言うと思いますか？　これは駆け引きではなく暴走です。何より実行犯のあんさんには落とし前をキッチリ付けてもらいます」

「いいけど俺を殺したら全員死ぬぜ」

　アランが自らの腕時計を見せつける。

「心音センサーだ。俺が死んだらドカンだ」

　ハッタリ、と決めつける事はできない。

　クリスティ一人ならともかく、この場にはベルカ達もいるのだ。

「おっとぉ、後ろの嬢ちゃんも変な動きするなよ」

　ストレルカが矢を番つがえようとしていたが見み咎とがめられる。

「何もしなきゃあ俺は去るぜ。平和的に行こうじゃねぇか」

　アランの目的がこの場からの撤退なら、一旦そうさせるのも手だ。

　その後にこちらへ向かっているマーリンと挟撃できるだろう。

「貴方あなた、なにをしたかわかっているのぉ……？」

　すると、押し黙っていたベルカが口を開いた。

「こんな事したら極東連邦と日本の友好どころじゃなくて、極東連邦そのものの立場も危うくなるじゃない……。いくら戦争派だからって、これはカルテルにとっても損失よぉ……？」

　確かにやりすぎだ。戦争派企業の目的は両国の緊張により軍事費を増大させ製品を売りつける事。しかし合同五輪も吹っ飛びギガファーム構想もなくなれば、その恩恵よりも国の経済的ダメージの方が大きい。税収が無ければ製品も買ってもらえない。

　今回の五輪は、極東連邦の企業群にとっても大事なものだったはずだ。

「あー？　俺は雇い主の意向に従ってるだけだ。極東連邦なんてどうでもいい」

「だから、その雇い主にとっても損失だと言っているの！」

「損失じゃあねえよ。いいか？　カルテルってのは国を超えた企業連合だ」

「……それが？」

「で、その中の一部の企業が結託してこう言ったんだ。極東連邦なんて国は潰して、そのパイを自分達で分け合った方が美う味まいんじゃねぇかって」

「……………………は？」

　ベルカは理解の追い付かない顔をしている。

　クリスティもそうだ、国を潰す？

「大戦前でも普通にあっただろ？　他国に借金して資源や領土や港を差し押さえられて、国民は低賃金で奴隷のように働く国。企業としちゃあ、いつだって安い労働力は必要だからな」

「何を……何を言っているの？」

　ベルカはゆっくりとアランに近づく。

「うちが奴隷労働国にでもなるっていうの？」

「ベルカ、動くな」

　クリスティの制止も意に介さないベルカ。

「極東連邦はこれから発展するのよ？　復興していくの」

「あん？　チルドレンってのはカルテルが各国をコントロールするために置いたんじゃねぇのか？　カルテルの利益が優先だろ。まさか自分の国に入れ込んじまったのか？」

「私はッ！　極東連邦を導くために育てられたのっ!!」

「……ガキが政治なんて気持ちわりぃんだよ」

　ベルカはアランに近付き、クリスティよりも前に出る。

「ベルカ、落ち着け。下がるんだ」

　今のベルカは錯乱している、まずい。

「それ以上近付くな、ガキでも撃つぞ」

　アランは銃をベルカに向ける。

「私はそのために生まれてきたんだし！　そうしてきたの！　今は貧しい国だけどッ、これからなのッ！」

　歩を進めるベルカ。

「警告はした」

「これじゃあベルカ達はなんのために生まれて！」

　クリスティが制止するより先に、ストレルカがベルカに飛びついた。

　そしてそれは、銃声が響くのと同時だった。

「……え？」

　倒れ込むベルカとそれに覆いかぶさるストレルカ。

　その服にはじわじわと血が滲にじんでいく。

「いい加減うるせぇんだよ」

　アランはウンザリとした様子で言う。

「チッ、アドリブはやるなって言われたんだが、まァガキ一人イったぐらい構わねぇよなァ!?」

「この野郎……！」

　クリスティはトリガーに力をこめる。

「やるってのかァ!?」

　アランが爆弾を見せつける。死をいとわない狂気に満ちた目だ。

「くそったれが……！」

「ハッハァ！　あばよ！」

　アランは後ろにあった非常階段の扉から外へと逃げた。

「服はつ部とり！　追いなさい！」

「はっ！」

　服はつ部とりがアランを追いかけていく。

「ストレルカ……？　ストレルカぁ！」

　悲痛なベルカの叫び。

　今はストレルカの救護が優先だ。

「動かすな！　とにかく止血する！」

　クリスティはネクタイを外し止血帯にする。

「カグヤ！　救急の要請を！」

「今しております！」

「マーリン聞こえるか！　ストレルカが撃たれた。ドクターを連れてきてくれ！」

　骨伝導無線でも要請する。

　出血は脇腹から。非常にまずい。血が止まらない。

「ベルカ、だいじょうぶ……？」

「喋しやべるな！」

「ストレルカ、なんで……」

「良かっ……た。私がお姉ちゃん、だから……」

「ストレルカぁ……」

「くそっ」

　クリスティは止血帯を強く締め付けた。




















【とある研究所　温室　ベルカ　日時不明】






　それはベルカの昔の記憶。

　様々な植物が生い茂るガラスドームの温室。

　白いテーブルとディスプレイ。

　白衣を着た男性がいつものように講義をしている。

「──民主主義は最悪を防ぐことはできるが、最善を選ぶことはできない」

　今よりさらに幼いベルカは、生まれ持った頭脳によりその内容は理解できても心は追い付かず、ただ知識として受け入れていた。

「民主主義という精神病によって国民が緩慢な自殺へ向かう時、特効薬として独裁者が生まれる。副作用としての痛みに耐えきれずまた民主主義へと罹かかる」

　聞かされるのは、人々はいかに愚かだという事。

　決して楽しい話ではないが、隣に座るストレルカを見ると心が安らいだ。

　休憩時間に植物の陰に隠れて遊んだ。

　花の香りに包まれて一緒に眠った。

　ストレルカと一緒ならそれで幸せだった。

「君達の関係は素晴らしいものだ。国民が君達のように、大切な人と幸せに生きていける社会を作るんだ」

　他の人達も、私とストレルカのように幸せに？

「賢人こそが人々を導くのだ」

　そこはどこまでもクリーンで、どこか歪いびつな空間。

　それがベルカの昔の記憶だった。











【札さつ幌ぽろ総合病院　待合室　１４１０時】






　手術が終わるのを待つ待合室は、重い空気に包まれていた。

「デザイナーチルドレンは普通の子供より丈夫だから大丈夫ですよ。ドクターの知り合いの病院ですし、今の日本の医療は進んでいるんですよ。なので、その……きっと大丈夫、ですよ」

　沈黙に耐えきれなくなったルーシーが、先程から一言も発しないベルカを励ます。

　この場にいるのはクリスティとベルカ、そして合流したマーリン達だ。

　カグヤは事件の後処理に追われてこの場にはいない。

「……そのアランという男の行方は？」

　ジブリールの目には静かな殺意が宿っている。

「服はつ部とりが追跡していったきりだ。目立つ容姿だ、監視カメラもあるし逃げ切れないだろう」

「だが未いまだに捕まっておらん」

　マーリンが無表情に言う。

「ああ……」

　下水などの地下に潜られたらわからないし、仲間が逃走経路を用意している可能性もある。

（あの時撃てていれば……）

　そもそも、その前の段階から撃つべきだった。

　手でも足でも、爆弾に関係ない場所を撃って無力化すべきだった。

　さっさと撃っていれば、ストレルカが撃たれる事はなかっただろう。

「……ッ」

　クリスティは赤黒くなった自身の手のひらを見る。

　ストレルカの止血をした手だ。

　子供に血を流させてしまった。

（メアリーの時だってそうだ）

　過去にマイセルフがメアリーを人質に取った時、メアリーは肩を撃ち抜かれた。

（お前の判断ミスだ。お前の判断が遅かったからだ）

　クリスティは心の中で自分を罵倒する。

「くそ……」

　手を握り締めると、乾燥した血液がわずかに粉となり零こぼれた。

　また沈黙が続く。

　誰も何も言わない。

　北海道観光ではあれほど騒がしくしていたのに……。

　そうして少し経たった後、ベルカが静かに口を開いた。

「……ベルカとストレルカ……名前の由来わかるかしらぁ……？」

　誰に言うでもない問いかけだ。

　クリスティにはわからなかったが、ルーシーが答える。

「……宇宙犬、ですか？」

「そう、その昔ソ連で行われていた宇宙開発。宇宙船を打ち上げて、それに乗った生き物がどうなるのかを確かめる実験動物。そのうちの二匹の犬の名前……」

　実験動物の犬の名前、それがベルカとストレルカ。

「ストレルカと一緒に極東連邦を導くために生まれて、育てられて、でもそれでいいと思ってた。だってそうでしょお？　人々が豊かになって幸せになるのは『良いい事』なんだからぁ……」

　為政者としての帝王学と、子供じみた理想論。デザイナーチルドレンとして生まれたベルカが自分のアイデンティティを確保するためには、そんな歪いびつな使命感に縋すがるしかなかった。

「だから頑張って、頑張って、頑張って、頑張ってぇ……その結果が……もう、国ごといらないんだってぇ……」

　極東連邦というパイは今、切り分けられ食い散らかされようとしている。

「それでも、ストレルカがいれば。たとえ世界の全部が敵でもストレルカさえいれば、ベルカはそれだけで……ぅ、うぁぁぁああ！」

　泣きじゃくるベルカをジブリールが抱きしめた。

　寄る辺にしていた使命も、唯一の肉親も失いかけている。

　そんな少女にどんな言葉を掛けてやれるだろうか。

　バタバタと足音がする。

「すみません！　用意してある血液が足りなくて、ここに双子の方がいると！」

　看護師の女性が駆け込んでくる。

「っ私よ！　ストレルカのためならいくらでも使って！」

「では検査室に！」

　輸血のためにベルカは別室へ連れていかれた。

　再び静まり返る待合室。

　クリスティはマーリン、ジブリール、ルーシーそれぞれの目を見る。

「……一つ現状確認をすると、俺達は合衆国の軍人だ。今回の件は日本と極東連邦が抱えたトラブルで、俺達は本来ここにいない存在だ」

　クリスティはゆっくりと現状を話す。

「そもそもカルテル？　戦争派？　よう知らんが、そんな世界の仕組みにも似た、国を超えた組織のいざこざに一介の軍人が何かできるとでも？　俺の年収九万ドルだぞ」

「自分より二万ドルほど高いですね」

「マーリンは歴長いからもっと高いぞい」

「軍の給与体系がインフレに追いついてないんですよねぇ。私も民間のエンジニアになれば三十万ドルは貰もらえると思いますが……」

　これでも引き抜き防止で多めにもらっている方だ。しかし生活には不自由しないが遊んで暮らせるわけではない。結局は雇われの身だ。

「テロは起きてしまった。ここから先は日本と極東連邦の政治的な後始末だ」

　クリスティ達にできる事はない。

「そんな職業軍人として今やるべき事は、このまま空母に帰投して次の任務を待つ事だ。溜たまっていた休暇を消費してもいい」

　立場を考えるなら、それが最もベターな選択だ。

「で、俺達はそれでいいのか？」

「よくありません」

　クリスティの問いかけに真っ先に答えたのはジブリールだった。

「あの二人はもはや妹達みたいなものです。自分は孤児院の妹達に手を出した輩やからがいたら絶対に許しません」

「ワシも孫がもしやられたら、つい殺してしまうかもしれんのう」

「ここで何もしないで帰るのは人としての問題ですね」

「そうだな。子供が撃たれたのに帰って酒飲んで映画を見る事はできない」

　そんな選択はクリスティ自身が許さない。

「カルテル？　んなもん知るか何の陰謀論だ。アランの野郎をぶちのめす。その背後に黒幕がいるってんならそれもぶっ潰す！」

　クリスティは再度、仲間の目を見る。

　全員が頷うなずき同意する。

　これは合衆国の特殊部隊としての考えではない。

　単に子供の敵はクリスティ達の敵というだけだ。

「さて、メアリーには何て言うか……」

　これは独断専行だ。最高指揮官にはどう説明するか。

『──話は聞いていたわ。セレモニーの時からずっとね』

　タブレットから声がする。

「メアリー！」

『事態は既に公になっているわ。ここから先の軍事行動は慎重になる必要がある。いくら私でも即座に許可は出せないわ』

「ぐっ、だが──」

『ところでアンタ達、休暇はまだ残っていたわよね？』

「こんな時に何を……」

『そっちの許可なら今すぐだしてあげるわよ。他国で休暇中の部下がする事をいちいち見ていられる程、私は暇じゃないけど』

「！」

『観光でもなんでも好きにしたら？　万が一トラブルに巻き込まれても私は知らないけどね』

「っ了解した！　休暇を申請する！」

『許可するわ』

　大統領のお目こぼしだ。ここから先に制約はない。

『休暇の手始めにニュースでも見てみたら？　ちょうど今ホットな場面よ』

「っ！　ルーシー！」

「はい！」

　ペーパータブレットを開き日本のニュース番組を映す。

　そこには河か川せん敷しきの建物が映されていた。

『ただいま私は石いし狩かり川がわの上空にいます！　先程の新しん札さつ幌ぽろ競技場のテロ事件！　その犯人が取水施設に立てこもっているとの事です！』

　女性レポーターが緊迫した声で説明している。

　カメラは石いし狩かり川がわから支流へ水を引く、大きな水門を備える取水施設にズームされた。

『犯人は警察の呼びかけに一切応じず、機動隊の突入もやむなしといった状況です』

「こんなところに追い詰めていたのか」

　包囲された建物の後ろは札さつ幌ぽろ北部を流れる石いし狩かり川がわだ。

　河口に近いそこは、川幅２００ｍを優に超える。

「泳いで渡ろうにもヘリで見られていたら逃げられないですね。そもそも冬の北海道で川に入るのは自殺行為ですが……」

　ルーシーの言う通りだ。

　もう逃げ場はない。

「やる気だったのにもうお終しまいかのう」

「あの男が考え無しに逃げ込むとも思えない。取水施設なら地下水路などがあってもおかしくない」

「札さつ幌ぽろ近郊の下水道の地図を調べます！」

　ルーシーが調べようとした時、ニュース番組に動きがあった。

『はい、え？　暴走船？　石いし狩かり湾わんにですか？』

　レポーターが何か連絡を受けたのか困惑している。

『カメラを河口付近に！　あの船です！』

　映されたのはコンテナを積んだ全長50ｍ程の船。

　それが港ではなく、石いし狩かり川がわの河口に進路を取っている。

『コンテナ船が物もの凄すごいスピードで河口に向かっています！』

「まさか船で川を遡そ上じようして回収する気か……？」

「無理ですよ！　水深が足りなくて河口入り口の砂浜で座礁します！」

　その通りだ。ボートならともかく、コンテナ船が川に入るのは不可能だ。

「いや、あれは……」

　ジブリールが目を細める。

「ふむ……」

『今！　船が河口に入り！　座礁……しない？　浮き上がっています！』

　船の船体が砂浜を乗り越えそのまま石いし狩かり川がわを遡そ上じようする。

「エアクッション揚陸艇だと……!?」

　船底にゴム製のクッションを敷き、そこから空気を噴出して浮き上がるホバークラフトだ。

　よく見ると船体の後ろに推進用の大型プロペラが付いている。

　本来は戦車等を搭載し高速で移動し揚陸、展開を行う軍用艦だ。

「見た事ないタイプだ」

　コンテナ船に偽装していたからか、外見はクリスティの知るどの揚陸艇とも似付かない。

『謎の船が今、テロリストの立てこもる取水施設に近付いています！』

　50ノットを超えるであろう速力で川を遡そ上じようし、揚陸艇が建物に横付けする。

「まずい、乗り込まれるぞ」

　現地の警察もそれを察したのか、建物へ接近する。

　すると警察隊の行く手を阻はばむように土煙が上がった。

　爆風とも言える。

「艦砲射撃!?　すぐ近くは市街地ですよ!?」

　ルーシーの驚きよう愕がくする通り、これは明確な軍事攻撃だ。

『警察隊が攻撃されました！　攻撃です！　信じられません！』

　中継するレポーターも動揺を隠せないようだ。

　アランを収容したのか、揚陸艇は岸から離れる。

「沖合に逃げるのでしょうか」

「こんな事して日本の海軍が黙っちゃいないだろう。攻撃までしてるんだ、即時撃沈命令が出てもおかしくない」

　たかが揚陸艇一隻が海軍の追跡を振り切るのは不可能だ。

　すぐに航行不能に追い込まれるか、海の藻も屑くずとなるだろう。

　しかしそんなクリスティ達の想定を裏切り、揚陸艇はさらに川の遡そ上じようを開始した。

「上流に行っても川幅は狭くなるだけですよ……？」

　揚陸艇は札さつ幌ぽろ市しの北東、内陸部へと向かっていく。

「いくらホバークラフトとはいえ陸上に逃げ場なんて……」

　すると中継カメラが空の別の場所に向けられる。

『あれは！　国防軍のヘリコプターでしょうか！　謎の船に接近していきます！』

「札さつ幌ぽろ駐屯地の攻撃ヘリヴアイパーかのう。流石さすがの日本も攻撃されたら行動が早いの」

　攻撃ヘリが民家等へ誤射をしない範囲まで接近。

　機首の下に付いているガトリングターレットが火を噴く。

　狙いはゴム製のエアクッションのようだ。穴だらけになれば空気を貯ためられずに航行不能となる。

「止まった……？」

　揚陸艇は河か川せん敷しきに乗り上げて停止、エアクッションが萎しぼんでいる。

「ああなっちゃお終しまいだな」

「結局何がしたかったのでしょうか」

　ジブリールの言う通り、あの揚陸艇の暴走行為は何の意味があったのだろうか。

　そもそもどこに向かっていた……？

『止まった謎の船から煙が出ています！』

　船体の周り、エアクッション部との境目から白い煙が出ている。

　そして次の瞬間、エアクッションが全てはじけ飛んだ。

『船のゴムが破裂しました！』

「いや、違う……」

　クリスティはレポーターの言葉を否定する。

「パージしたんだ……！」

　船の上部、コンテナと思われていた部分もパージされ、真の姿が露あらわになる。

「いやいやいや……こんなのって……おかしいですよ……」

　ゴム製のエアクッションの下にあったのは履帯。

　船の上部は左右の副砲塔と巨大な主砲。

　これは、コンテナ船に偽装したエアクッション揚陸艇に偽装した──

「戦車ですか!?　通常の何倍あるんですか!?」

　各国の主力戦車で全長約10ｍ前後。

　その五倍の50ｍに迫るそれは戦車と呼んでいいのかさえわからない。

「もはや陸上戦艦じゃのう」

　元は一面に畑が広がっていた平野部。

　今はそれが雪に覆われ、広がる雪原はまさに陸の海。

　そこに鎮座する超重戦車はまさに陸の戦艦だろう。

「あれほどの巨体を動かすにはどれ程のエンジンを……、それこそ艦船並みの、っだとしたらマズいですよ！」

『なんという事でしょう。謎の船が変形しました！　あれはなんでしょうか!?　戦車のような見た目です！　あ、今！　国防軍のヘリが高度を落とし接近を、いえ、え？　墜落しています！　墜落して、地面に！　あーっ！』

　カメラには雪原に墜落し、爆発した攻撃ヘリが映されている。

「逃げてください！」

　ルーシーが届くはずの無い声をペーパータブレットに叫ぶ。

『え!?　私達のヘリが、回転して「オイ！　どうなってんだ！」「制御できません！」え？　え、おち、落ちて、いやぁぁぁあ！』

《映像に乱れがありました。しばらくお待ちください》

　テロップが流れ番組が中断される。

　パニックの声から察するに、報道ヘリも同じく墜落したのだろう。

「なんだ……？」

「軍用ヘリを落とすほどの出力。おそらく、艦載用の対空レーザーです」

　艦船同士の戦いで第三次世界大戦でも使われた高出力レーザー。

　前にジブリールが使っていた個人携行のレーザーライフルとは威力が桁違いだ。

　レーザー防空艦や大型の巡洋艦に搭載されているものだが、それは搭載できるスペースと大電力があるからこそ可能なものだ。

「戦車でもあれほどのサイズなら十分搭載可能です……」

「くそ、あんなものを出して何をする気だ？」

「ンッンー、おそらく目的はコントロールセンターの掌握、あるいは破壊だネ」

　待合室に入ってきた初老の男性。

「ドクタークロサワ！　今までどこに、いや、それよりもコントロールセンターだと？」

　テロのターゲット候補であった美び唄ばい市しのコントロールセンター。

　北海道におけるネットインフラのウィークポイント。

　しかし堅けん牢ろうな防備とセキュリティの高さから警戒の必要が無いと思われていた施設。

「戦車で直接砲撃する気か!?」

　戦車砲の質量弾ならば、レーザーに迎撃されず分厚いコンクリートドームをぶち抜ける。

「ネットから断絶された北海道でどのような扇動がされるかは想像したくないネ」

　グローバル社会とはいえ、世界はいうほど繫つながっていない。かつての独裁国家の例を見れば、全く違う情報を与えられてもそれが真実だと信じてしまう。たとえそれが、戦争を引き起こそうとするものであっても。

「そんな事……」

　絶対に阻止しなくてはならない。だがどうやって？

　手持ちの武器では通常の戦車にすら勝つ事はできない。

　仮に対戦車ミサイルがあってもレーザーに迎撃されるだけだ。

　思案していると待合室にもう一人の人物が入ってきた。

「国防軍もちょっと上から妨害が入っているね～。これだから私欲のある政治家はやんなっちゃうよ～」

　特徴的な間延びした声、禿とく頭とうの老人。

「店主！　どうしてここに？」

　銃砲火薬店の店主もドクターと一緒に来ていたようだ。

「フム、大将。手配は上う手まくいったかネ？」

「手配？　何か武器があるのか？」

　あの化け物に対抗する武器が、この店主に用意できるというのか。

「うん、あるよ～」

　そして店主は、間延びした声で答えた。





【千歳ちとせ上空　日本国防軍　Ｆ‐35Ｄ　１５０５時】






「こちらコンダクター１、了解した」

　操縦席に座るパイロットは、やれやれと息を吐いた。

「やっと攻撃許可が下りやがった。領海侵犯どころか領土に上陸されてるんだぞ。司令部は何をモタモタしていたんだ」

「第三次大戦でも防衛出動の発令にモタついてた我が国だ。自衛隊から国防軍になっても自国内での武器使用はお大臣様の許可が必要なんだよ」

　後部席に座る相方が笑って言う。

「たく、スクランブルしたってのに千歳ちとせを旋回し過ぎて五輪マークが描けそうだったぜ」

「なんだ？　開会式のスモーク役をブルーインパルスに取られたの、まだ根に持ってるのか？」

「北海道の空を守っているのは俺達だ。俺達が飛ぶべきだろ？」

「ああ、だがまずは目の前の平和を守らないとな。子機を先行させるぞ」

「了解。自動追従解除。操縦権を移管する。ユー・ハブ・コントロール」

「アイ・ハブ・コントロール。５㎞ほど先行させる」

　Ｆ‐35Ｄを子機の戦闘機が追い抜き先行する。

　本来は単座式のＦ‐35だが、このＦ‐35Ｄは二人乗りの複座式だ。

　後部座席にも操そう縦じゆう桿かんがあり、そこでは子機、即すなわち無人戦闘機ドローンフアイターの操縦を行う。

「ラグなし。感度も良好だ」

　戦闘機の戦いの基本はファーストルック、ファーストアタック、ファーストキルだ。

　互いのステルス機を先に見つけ、高性能ミサイルを撃ち合う。

　だが一機で百億円近くする機体と、育成に何年も掛かるパイロットがその一瞬で失われるのは効率が悪すぎる。

　かといって単なるドローンを遠く離れた基地から操作するのでは通信ラグもあり、ハッキングやＥＭＰ攻撃で無力化される可能性もある。

　そこでドローンを子機として先行させ、操縦は親機の後部座席のパイロットが行うのが、Ｆ‐35Ｄのような新世代戦闘機の戦い方だ。

　目センサーと手ミサイルを前に出し、頭脳パイロツトは安全な後ろにいるのだ。

「基地の連中はこいつをガンダムのファンネルと言っているが、操縦する俺としちゃあマクロスのゴーストと言いたいね」

「どっちも見た事ねーよ。そろそろ捉えられたか？」

「ああ、子機の望遠カメラで捉えた。画面を共有する」

　モニターに巨大な戦車がノロノロと雪原を移動する様が映る。

「どん亀だな」

「アレには陸防のヘリがやられている、対空レーザー持ちらしい。ミサイルは迎撃されるぞ」

「作戦通り誘導爆弾を投下する。信管の制御は手動で行う」

　投下爆弾は衝撃等を受けた時に起爆するが、その起爆タイミングを手動にする事により、たとえレーザー等で熱されても爆発しない鋼鉄の塊と化す。

「兵装使用自由ウエポンズフリーの許可は下りてるよな？」

「ああ、さっきの攻撃許可と同時にもらっている」

「了解。接近して投下体勢に入る」

　接近といっても戦闘機はヘリより遥はるかに高高度を飛ぶ。装甲もある程度レーザー照射に耐えられるので撃墜される事はない。

「過疎化した平野部といっても民家はゼロじゃない。誤射は絶対に許されないぞ」

「任せろ。戦車なんかじゃ空の王者に勝てない事を教えてやる」

「お前それフラグじゃ……」

　前部席の男が不安になるのを他よ所そに、後部席の男は子機の操縦に集中する。

「爆ウエ弾ポン倉ベイ展開、レーザー誘導ロックオン。……誘導爆弾投下！」

　子機から動翼付きの爆弾が投下。

　滑空をしながら爆弾が巨大戦車に向かっていく。

　そして巨大戦車の手前で爆発した。

「おい！　タイミング早まったのか!?」

「違う迎撃された！　アクティブ防護システムか!?　だがちょっとの衝撃じゃ起爆しないはずだ！」

　自身に接近する飛ひ翔しよう体たいに向かって散弾を投射する、戦車の迎撃システム。

　それに撃うち堕おとされたというのだろうか？

　ピー、という警報音。

「子機にレーザー照射？　この距離じゃ威力減衰で何もダメージはないぞ」

「馬鹿野郎！　ロックオン照射だ！　ブレイク！　ブレイク！」

「戦車があ!?　くそ！」

　子機を旋回させる。

　だが次の瞬間、子機の翼が何かに撃ち抜かれ撃墜された。

「うっそだろ!?」

「ミサイルじゃない、視認不可能なほどの高速な実弾……？」

「まさか電レ磁ー投ル射ガ砲ン!?」

　防空艦に搭載される航空機撃墜用の対空砲。

　超高速で撃ち出される弾頭は、迎撃や回避を許さない。

「離脱する！」

　親機は既に十分な距離を取っているとはいえ、射程距離が不明な以上油断はできない。

「くそ、イージス艦が陸上にいるみたいだ。ミサイルも爆弾も無効化される、陸の上だから魚雷も使えねぇ！」

　子機を落とされた後部席の男が悪態をつく。

「これが海戦ならさらなる飽和攻撃か艦砲射撃なんだが……」

「陸防に１５５榴りゆうを要請するか？」

　山の裏側から曲射できる１５５㎜自走榴りゆう弾だん砲ほう。その射程は50㎞に及ぶ。

「少し離れたところには市街地もある、畑には民家だって、責任という二文字から最も遠ざかりたいお偉方が許可すると思うか!?」

　周囲を巻き込む戦術兵器の使用は不可能。

　航空兵器は無効化される。

　歩兵は近づく事さえできないだろう。

「となると残された手段は……」

　レーザーに耐えられる装甲を持ち、雪原を踏破し接近、迎撃されない質量弾を撃ち込める。

　そんな兵器といったら……。

「おい、道央自動車道に車列が、緊急事態につき封鎖されたんじゃなかったのか？」

　撤退中のＦ‐35Ｄの眼下、後部席の男が移動する車列を見つける。

「あれは陸防か？　出動許可はまだ下りてなかったはずじゃ、いや、それより……」

「ああ、あんな命知らずはどこの部隊だ……？」
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「まさか戦車とはな……」

　車長席に座るクリスティがぼやく。

「久々の操縦じゃの～、腕が鳴るわい」

　操縦席にはマーリン。

「自動装塡装置異常なし、射撃統制システム異常なし」

　砲手席にはジブリール。

「元が三人乗りとはいえ、私だけ地べたなのが気になりますが……」

　床で端末を広げているのはルーシーだ。

「しっかし、あの店主が日本国防軍の元陸軍大将だったとは、あの銃の品しな揃ぞろえも頷うなずけるか」

　ドクターは店主を大将呼びしていたが、まさか大将ジエネラルの意味だとは思わなかった。

「でも元大将だからって基地から勝手に持ち出して良かったのでしょうか。倉庫に眠っていた旧式兵器とはいえ……」

「その辺りの政治的折衝はメアリーやドクターに丸投げしよう」

『ちょっと！　聞こえてるわよ！』

　クリスティの携帯するタブレットから文句の声が上がる。

『カグヤとも話はついてるわ。日本の政治家は責任を取りたがらないし、国防軍も戦争派の妨害で動きが遅い。正体不明の第三者が早急に解決してくれるのが望ましいって事。どこかに休暇中の正義の味方でもいないかしらね』

「気軽に言ってくれるが……」

『ちなみにさっき日本の空軍の無人戦闘機が撃墜されたわ。レーザーだけじゃなくレールガン持ちのようね』

「……」

　嫌な追加情報に無言になるクリスティ。

「そもそも現実の戦車戦自体が初めてなんだが？」

　クリスティはニューデルタフォース時代に戦車やヘリなど代表的な兵器の取り扱いは一通り経験している。

　戦車戦もシミュレーターで基礎的な事は学んでいるが、現実で戦車の指揮をした事はない。

「ま、なるようになるのじゃ」

　マーリンだけはどこかで実際に経験した事があるようだ。

『そもそも規格外の相手なんだから経験なんて関係ないわよ。軍事衛星の解析画像が上がったから送るわね』

「メアリーは何も見てない知らないスタンスじゃなかったのか……？」

『休暇中の部下に一方的にメール送ってるだけよ。アンタ達が今どこにいるかなんて知らないわよ？』

「……」

　流石さすがに無理がありそうだがこの際黙っておくクリスティだった。

「画像受け取りました。投影します」

　ルーシーがホログラムを車内に投影する。

『敵超重戦車、以下『ラット』と命名するわ』

　昔ナチスドイツが開発した超重戦車『マウス』にちなんだネーミングだろう。大きさはマウスの数倍はある化け物だが。

「日本で海から来た化け物って言ったらゴジラだろう」

「ゴジラは怪獣って言わないと日本のファンに怒られますよ？」

「そうなのか？」

『真面目にやりなさい』

　メアリーに怒られる。

『ラットの武装は左右にレールガン二門、四方にレーザー照射装置四門、主砲は一門だけど口径は５００㎜以上はありそうね』

「５００㎜だと!?」

　10式戦車の主砲で１２０㎜。世界最大の戦艦、日本の大和やまとですら４６０㎜。５００㎜はまさに規格外の化け物である。

　10式戦車とは圧倒的な火力と装甲差。

「まるでティーガー戦車とシャーマン戦車じゃのう」

　戦車の最盛期だった第二次世界大戦。ナチスドイツのティーガー戦車は無類の強さを誇り、対する連合軍シャーマン戦車の主砲はティーガーの正面装甲に弾はじかれ、逆にティーガーの主砲は一撃でシャーマンを大破させるといった性能差だった。

「ならこの10式の名前はフューリー号だな」

　クリスティはシャーマン戦車を題材にした映画を引用する。

「ラットと10式じゃ大きさも火力も比較になりませんけどね……」

『ラットは現在平野部を時速20㎞で美び唄ばい市しに向けて進行中。美び唄ばいのコントロールセンターは堅けん牢ろうなコンクリートドームに覆われているけど、流石さすがにこの主砲で撃たれたらお終しまいね』

「ラットの射線が通る有効射撃位置まで、あと三十分といったところでしょうか」

　ルーシーが弾道計算をして予測する。

「その前に側面から攻撃する。ストレルカの分をキッチリお返ししないとな」

『それと今回の一連の騒動を分析しての推測があるのだけど』

　メアリーが語った推測は、この場ではすぐに白黒決めかねるものだった。

『──とりあえず今はラットの撃破が優先ね。作戦が始まったら後は任せるわ。私は衛星で見ているから必要があれば言ってちょうだい』

「オーライ」

「そろそろ道路外れるぞい」

　高速道路のインターを降りしばらく道路を走っていた車列だが、いよいよ未舗装の雪原へ突っ込む。

　履帯の踏破力で強引に雪を搔かき分わけながら進む。これがタイヤ式の装輪車にはない戦車独自の強みである。

「用水路の土手を遮蔽物に射撃位置まで接近してくれ」

「あいさー！」

「後ろも付いてきているか？」

「はい、問題ありません」

　戦力はこの10式戦車だけではない。

　後ろに五両連なっているのは無人の０式戦車だ。

　かつて日本は人員不足を補うため10式戦車を改修して無人戦車にした。

　10ヒトマル式からヒトを取って０マル式としたが隊員からは頑かたくなにゼロ式と呼ばれていた。

「日本は第三次でも本土決戦が殆ほとんど無かったので結局あまり使われなかった兵器ですが……」

　そのせいもあり日本での戦車不要論が加速し、今では戦車は装輪車に置き換わっている。

「ま、物は使いようじゃな。そろそろ射撃位置じゃぞ」

「よし、ハルダウンで射撃体勢へ」

　ハルダウンは斜面を利用して車体を隠し、砲塔部分だけを頭出しする戦術だ。

「全車メインエンジン停止、排熱を最小限に」

　現代戦車にとってサーモグラフィーは標準装備だ。車体は斜面で見えないとはいえ、エンジンを掛けたままでは、車体後部から出る排熱が立ち上って「ここにいますよ」と言っているようなものだ。

　川の土手でハルダウンにて待ち伏せをし、ラットが側面を見せるのを待つ。

「ラット、視認距離です」

　相対距離が１㎞以上あってもその姿はハッキリと捉えられた。

「大きい……」

　砲手用の直接照準眼鏡を覗のぞくジブリール。

　射撃管制モニターにもその巨体が映る。

　全長だけでも10式戦車の五倍はあるだろう。

　高さは二階建ての一軒家ほどもある。

　そのあまりの重さか、履帯部分は雪に沈みサイドスカートすら見えない。

　ゆったりと雪原を巡行する様はまさに陸上戦艦。

「──だが戦車の大きさが頭打ちになったのは理由がある」

　機動力、隠蔽性、そしてなにより砲弾の性能。

「弾種。ＡＰＦＳＤＳ弾装塡」

「了解。ＡＰＦＳＤＳ弾装塡」

　クリスティの指示でジブリールがボタンを操作し弾種を選択する。

　装弾筒付翼安定徹甲弾ＡＰＦＳＤＳは発射されると周りを覆っている筒が分離し、ダーツ状のタングステン侵徹体が超高速で飛ひ翔しよう。着弾するとあまりの圧力から個体が個体でいられる限界、いわゆるユゴニオ弾性限界を超え、装甲と溶かし合うように侵徹していく戦車用砲弾である。

　装甲が硬くても弾はじく事はできないし、質量弾なのでレーザーで撃うち堕おとす事も不可能だ。

「０式戦車も装塡完了です」

　ルーシーも端末を操作し準備を終える。

「後は横腹を晒さらすまで待つだけだな……」

　この辺りの雪原は放置された休耕地。ギガファームの建設予定地でもある。

　市街地からは十数キロと離れていないのに荒涼としている。

　冬の北海道の日の入りは早く、もう夕日が見えている。

　聞こえるのは、切りつけるように吹く風の音。

　待ち構える戦車の、冷却されたエンジンのキンキン音。

　そして、微かすかに聞こえる地響き。

「来たな……」

　超重戦車ラット。ギガファーム予定地を踏み潰しながら進むその様は、平和を蹂じゆう躙りんする怪獣そのものだろう。

　その怪獣が１㎞先、クリスティ達の前をのろのろと横切ろうとしている。

「狙いは側面装甲。ロックオンにレーザー照射は使うな。逆探知されるぞ」

「了解です」

「絶対に外すなよ。流れ弾が民家に当たらないとも限らない」

「あれほどの巨体外しません。機械任せは好きではないですが……」

　ジブリールはタッチパネルをタッチし対象を画像認識でロックオン。射撃統制システムによりコンピューターが弾道計算をして自動的に砲塔の向きと砲身の角度を合わせ続ける。

「０式、10式からのターゲットデータを受信しました。目標を同調します」

　車両間のデータリンクシステムにより全車両が同じターゲットをロックオン。

　10式と０式、合わせて六本の１２０㎜滑かつ腔こう砲ほうがずらりと狙いを付ける。

「そのままスタンバイ」

　攻撃の最大効果を狙うには真横を見せる時だ。

「スタンバイ……」

　そしてラットが通り過ぎようと真横を見せたその瞬間。

「──一オー斉プン砲フア撃イア！」

　１２０㎜滑かつ腔こう砲ほうが一斉に火を噴いた。

　ＡＰＦＳＤＳ弾の侵徹体、即すなわちタングステンの矢がラットに襲い掛かる。

　一瞬で着弾。

　運動エネルギーで起きた高温の火柱が噴く。

「全弾命中です！」

　ルーシーが弾着観測を報告する。

「ラット停止。目標沈黙しました！」

　戦車の側面装甲は正面に比べて比較的薄い。そこに六発も食らったのだ。

　そしてＡＰＦＳＤＳ弾は貫通するだけでなく、戦車内部に入ると破砕片をまき散らす。

　ラットの内部構造はわからないが搭乗員は無事では済まないだろう。

「…………いや」

　直接照準眼鏡で見ていたジブリールはいち早くそれに気づく。

「動いている」

　ラットは進行を停止しただけで、回転するようにこちらに向こうとしている。

「なんだってＷＴＦ!?」

　車体と同時に主砲も回転させ、こちらに向けようとしている。

「まずいのう。後退じゃ！」

　マーリンが10式戦車をバックさせ完全に土手の裏へと隠れる。

「０式も下げろ！」

「はい！」

　０式戦車も土手の裏に隠れたところ、




「────!!」




　その内の一両が土手ごと撃ち抜かれた。

　遅れて響く雷の如ごとき轟ごう音おん。

　５００㎜を超えるラットの主砲が射線上の全てを吹き飛ばしたのだ。

「五号車大破!?　車体が消し飛んでいます！」

「ファック！　なんてクソ火力だ！　全車散開させろ！」

　土手はもはや盾とはならないが、視線を切る役割はある。

　位置を特定されないようにばらばらに移動する。

「確かに命中したはずです。装甲に弾はじかれずに侵徹体も中に入って……装甲が分厚すぎて貫通しきれなかった？　そんな装甲だと車体重量が重すぎてそもそも移動が……となるとセラミックの……」

　ルーシーが分析をするが、正確な解はラットの設計図でも見ない限りわからないだろう。

　敵は今、戦車の中で一番装甲と火力が発揮できる正面を向けている。

　こちらの攻撃で倒せず。相手の攻撃は一撃でアウト。

「さぁーてどうするかのぅ？」

「ルーシー、推測でいい。今ある情報でラットの装甲を突破できる方法は？」

「……現代の戦車装甲の基本は、この10式戦車と同じく防弾鋼とセラミックの複合装甲です。仮説ですがあの巨体の大半はセラミック製なのかもしれません」

「セラミック？　お皿とかカップの？」

　ジブリールが質問する。

「陶磁器もセラミックの一種ですが、この場合は焼結法と成分をガチった超硬セラミックです」

　セラミックは流体化しにくく、金属の十数倍のユゴニオ弾性限界を持ちＡＰＦＳＤＳ弾やＨＥＡＴ弾に対して有効であるとされている。

　10式戦車も六角形のセラミックプレートをチタンの枠で囲ったものをハニカム状に配置した、拘束セラミック装甲を採用している。

「そんなセラミックの弱点は金属と違い割れるという事です。一度命中した箇所のセラミック装甲の防御力は著しく低下します」

「つまり全く同じ個か所しよに連続で砲撃すれば良いというわけだな」

「理想は戦車の弱点である後部装甲に、ですね」

　止まっての精密砲撃は格好の的になる。

　敵の主砲やレールガンを搔かい潜くぐって接近、同じ個か所しよに寸分違たがわず砲撃。そんな事が実際可能だろうか。

　敵の主砲は至近弾でも致命傷になるだろう。

「一度撤退して再度待ち伏せする方法もありますが……」

「もうこっちの存在はバレとるぞい？」

　仲間の間でも意見が割れている。

　どうするか、判断の時だ。

　クリスティは自分に言い聞かせる。

（ここで迷ったり怖おじ気けづいたりしてはストレルカが撃たれた時の二の舞だ……）

　これより先は迷ってはいけない。

　自分の判断を疑ってはいけない。

　──俺は誰だ？　大統領直轄部隊ミミクリーガールズＭＭＧの隊長クリスティだ。

「ここでケリをつける。機動戦を仕掛けるぞ」

　クリスティの判断に全員が頷うなずく。

「ラットとの間に扇状に照明弾の発射用意を」

「照明弾ですか？　まだ日は落ちきっていませんが……」

「ここからは即応性重視だ。俺を信じてくれ。ルーシーには四両の操作で負担を掛けるが」

「わかりました！　たかが四両程度余裕です。ＲＴＳゲームなら百ユニット同時操作ですから」

「ジブリールは精密砲撃の用意を。最悪手動照準もあると思ってくれ」

「了解。望むところです」

「マーリン。回避行動は任せた」

「任されたのじゃ～」

　士気は上々。

　想定外は想定内。ぶっつけ本番はいつもの事だ。

「それじゃあアクションシーンと行くか」

　ここから先はアドリブだ。

「全車、照明弾発射！」

　砲塔側面にある擲てき弾だん発射機から照明弾が空に向かって発射される。

「第二射、第三射、連続発射！」

　五両×三発で計十五発の照明弾が発射された。

　発射された照明弾は空で炸さく裂れつしたあと強烈な光を発しながら、パラシュートによりゆっくりと降下する。

「照明弾撃うち堕おとされています！」

　ラットの対空レーザーがパラシュートをドローンと認識し自動迎撃。パラシュートは簡単に焼き切られ照明材がぽとぽとと地面に落ちる。

「想定通りだ。続けて発煙弾発射用意」

「用意完了！」

「０式もＯＫです」

「一斉発射！」

　擲てき弾だん発射機から今度は発煙弾が発射される。

　空中で花火のように炸さく裂れつしたあと、一瞬でラットとの間に煙幕地帯を作る。

「なるほどのぅ、照明弾の熱源をサーモに対するデコイにしたんじゃな」

　煙で覆われた雪原には十五発の熱源が散らばっている。

「こっから先は運だ。全車、前進用意」

　一呼吸おいて、

「──戦車前進Go Ahead！」

　10式と０式に搭載された水冷４サイクルＶ型８気筒ディーゼルエンジンが唸うなり声ごえを上げる。

　遮蔽物にしていた土手を乗り越えラットに接近する。

　最大速度70㎞の快速戦車の本領発揮である。

「左右に散開。スラローム走行をしつつ進路上に焼しよう夷い榴りゆう弾だんを発射。焚たき火びを増やせ」

　クリスティ達10式戦車と０式戦車の一号車は右へ、残りの二、三、四号車は左へ散開する。

　ラット主砲の轟ごう音おん。地響きがする。

「被害ありません！」

「よし！　このまま背面を目指せ」

　どんな戦車でも後ろは弱点だ。

　エンジン、排熱機関、弾薬庫、燃料等は大抵の場合後部にある。

　ラットの内部構造は不明だが、後部装甲が正面や側面よりも分厚いという事はないだろう。

　何より後ろを取れば俯ふ角かく不足で敵主砲の射線から外れられる。

「敵主砲は左の四号車へ狙いを定めた模様」

　ジブリールが照準モニターのサーモ画像から敵の砲塔の向きを報告する。

「流石さすがにバレるか」

　初動こそ熱源で欺ぎ瞞まんできたが、移動しているのは戦車だけなので冷静に見ればわかる。

「だが無人の０式に向いてくれたのは僥ぎよう倖こうだ。一気に距離を詰めろ」

「近づけば敵砲塔の旋回速度が間に合わないからのう」

　遠くの目標が左右に移動した時の砲塔は僅かに動かせばいいが、目標が近づくにつれ動かす角度は大きくなっていく。ラットの砲塔旋回速度の遅さでは接近した10式戦車を捉えることはできないだろう。

　そのための時間稼ぎになっていた０式戦車へ主砲が放たれる。

「四号車大破！　上半分が消えました！」

「相変わらず一撃かッ」

「ラット後退しています！」

　後退する事で僅かでも射角を確保しようという腹か。

「次弾が来る前に半円を描くように回り込め！」

「左方の三号車被弾!?　機関部損傷！　走行不能。レールガンの攻撃です！」

「でたな……」

　左右に回り込もうとすれば当然、左右に設置されたレールガンの格好の的になる。

　残された戦力は右方に展開するクリスティ達と０式の一号車。左方には二号車のみだ。

「各車レールガンに対し昼飯の角度を維持して接近しろ」

「あいさー！」

「昼飯って、え？　なんですか!?」

　即応したマーリンと反対にルーシーが戸惑いの声をあげる。

「敵に対し11時もしくは13時の角度をつけろ！　即席の傾斜装甲だ」

　敵に対し車体を斜めにする事により装甲厚の嵩かさ増ましや跳弾を誘発する。過去に用いられた避弾経始の考えである。

　レールガンがクリスティ達の前を走る０式戦車に放たれる。

「右方一号車被弾！　ですがなんとか走れます！」

「跳弾までは期待できないか……」

　戦車の歴史として初期の垂直装甲からはじまり、後に徹Ａ甲Ｐ弾を跳弾させるため車内空間を犠牲に角度を付けた傾斜装甲や曲面装甲が流は行やったが、現代ではまた垂直装甲に戻っている。

　それはＡＰＦＳＤＳ弾が斜めに着弾したとしても溶け合って跳弾しない特性があるため避弾経始の効果が薄れたからである。

　ラットのレールガンの弾頭もＡＰＦＳＤＳ弾のように金属の矢を発射するものであるようだ。

「だが跳弾はできないが増し装甲の効果は出ている」

　古くても使える戦法は使っていくしかない。

「煙幕抜けるぞい！」

　ラットに接近したため、その間にあった煙幕地帯を抜けた。

　これで熱源のデコイもなく、レールガンの脅威に直じかに晒さらされる事になる。

「メアリー！　10式戦車の射線上に市街地は!?」

　衛星で見ているメアリーに地形把握を要請する。

『10㎞先に人口数千人規模の当とう別べつ町ちようがあるわ。仰角で撃ったら届く可能性はあるわよ』

　レールガンはラットの上部に付いている。見上げる形で撃つと過貫通弾や外した流れ弾が民家や市街地に着弾する可能性があるという事だ。

「弾種ＨＥＡＴヒート‐ＭエムＰピー。目標レールガン下部！」

　多目的対戦車榴弾ＨＥＡＴ‐ＭＰは成形炸さく薬やく弾だんとしての貫通力に加え、爆発する榴りゆう弾だんの特性を持つ砲弾だ。

「ジブリールいけるか？」

「いつも撃っている８．58㎜弾が１２０㎜弾になっただけです」

　スナイパーライフルと戦車砲は何から何まで違うが、ジブリールにとっては口径が大きくなっただけに過ぎないという事だ。

「ゼロで止まるぞい。３、２、１、ゼロ！」

　マーリンが急制動をかける。

　殺人ブレーキとも呼ばれる10式戦車のフルブレーキング。

　ガックンと車体がつんのめりクリスティは車長席から飛ばされそうになる。

　床に座っていたルーシーは端末を抱えたままひっくり返っていた。

「照準レールガン下部。──発フア射イア」

　放たれた榴りゆう弾だんはレールガン下部の側面装甲に突き刺さり、爆発した。

「よしっ！」

　思わずガッツポーズをするクリスティ。

　それと同時に敵主砲の轟ごう音おんが響く。

　左方の０式が犠牲となったのだ。

「二号車大破。左方に展開した０式戦車は全滅です！」

「だがラットの背面はすぐそこだ。マーリン再加速だ。ジブリールはこのまま側面装甲へ継続砲撃。爆発で少しでも内部機関にダメージが入れば儲もうけもんだ！」

　この右方側にはこちらにダメージを与える兵器はもうない。鴨かも撃うち状態だ。

「ラット方向転換開始、超信地旋回です！」

　その楽観的な思考はすぐに打ち消される。

「ファック！　あの巨体で超信地旋回だと!?」

　超信地旋回は履帯車両独自の旋回行動。

　左に向く場合は左の履帯を後退方向に、右の履帯を前進方向にする事でその場で車体を軸に回転させる事ができる。

「こっちが後ろをとるより旋回速度の方が早いかもしれんのう」

「一号車を側面に突っ込ませろ！　履帯の隙間に車体をぶちこめ！」

「了解です！」

　ルーシーが端末のタッチパネルを操作。

　唯一残った０式戦車である一号車をラット側面へ直進させる。

「ラットの履帯はサイドスカートに加え雪に埋まってますがどうしますか!?」

　超信地旋回で押しのけられた雪が壁となり履帯を隠している。

「主砲で吹き飛ばせ！　タイミングやその他諸もろ々もろは任せた」

「うへぁ!?　でもやりますよ任せてください！」

　ルーシーがコントロールしているのはもうこの一両だけなので、端末を一人称視点にして操作にしている。ゲーム画面と言われても信じる者はいるだろう。

「ルーシー、道を開く」

　ジブリールが露払いとばかりに雪の壁へ砲撃。

　ラットのサイドスカート部が露あらわになる。

「はいだらぁー！」

　ルーシーの掛け声と共に０式戦車がサイドスカートへ砲撃、露出した履帯へ特攻。

　履帯の隙間に砲身を差し込む形で０式が衝突する。

「ジブリール！　０式の砲塔後部、弾薬庫を撃て！」

「了解！　発フア射イア！」

　多目的対戦車榴弾ＨＥＡＴ‐ＭＰが０式戦車の砲塔後部に突き刺さり爆発。

　弾薬庫に誘爆し大爆発が起きる。

「ラットの履帯破壊！　足を止めました！」

「このまま後部に取りつくぞい」

　ラット後方、そのギリギリの位置まで張り付く。

　絶好の砲撃位置。

「ＡＰＦＳＤＳ装塡！　ケツにぶち込めフアツクアス！」

「発フア射イア！」

　10式戦車の零距離砲撃。

　ラットの後部装甲に火を噴いた穴が開く。

「効果確認は後だ！　弾が無くなるまで同じ個か所しよに撃ち込め！」

　後部装甲に張り付いている限り敵の死角となり攻撃は受けない。

　普通の戦車が足元の敵を撃てないように、ラット自慢の主砲も何もできない。

　自分のケツ後部装甲が邪魔で砲身自体がそれより下がらないのだ。

「発フア射イア！」

　同じ位置に続けて二発目。

　どれだけ装甲が厚かろうが着実に抉えぐっていく。

　敵の砲身は俯ふ角かく不足で悲しく止まっている。

「こんな時なんて言うんでしたっけ？　ねえどんな気持ちＮＤＫ？　ねえどんな気持ちＮＤＫ？」

　ルーシーが煽あおる。

「ノリノリだな」

　だが敵が無抵抗状態なのは事実だ。

『敵の砲身が真上にあるわよ！』

　衛星で俯ふ瞰かんして見ているメアリーが叫ぶ。

「上にあるから射線が通らないんだろ？」

『ばかっ！　戦艦クラスの主砲よ!?』

「むっ、そうじゃった！」

　マーリンが全速後退する。

　直後、衝撃が襲い掛かり車内のクリスティ達はもんどりを打つ。

「ファック！　衝撃波か！」

　戦艦大和やまとの主砲は発射時に甲板に人がいると死人が出るという。

　その衝撃波は海面に数十メートルのクレーターができる程だ。

　それを超える５００㎜というラットの主砲が10式戦車の鼻先で放たれたのだ。

「移動不能！　今の衝撃で履帯がズレたぞい！」

「自動装塡装置故障！　砲撃不能です」

　たった一撃で10式戦車の足と武器を奪われてしまった。

「私が調子に乗ったからですか!?」

「いや、俺のミスだ」

　射線を切るために敵の懐ふところに飛び込んだが、衝撃波の事まで考えていなかった。

　外に出て履帯修理？　そんな悠長な間もなく第二射が来るだろう。

『日本に誘導爆撃の再出撃を要請するわ！　片側のレールガンがない今なら迎撃されないはず』

　メアリーの要請もどのぐらい掛かるか。何発も撃たれたら身体からだが持たない。

　外、メアリー、身体からだ。

　クリスティの頭に馬鹿げた案が浮かんだ。

「迷うな、考えるな！」

　クリスティは自分を𠮟しつ咤たする。

「ジブリール！　砲身をラットに向けて仰角最大！」

「了解！　ですが撃てませんよ？」

「大丈夫だ！　弾ならある！」

　クリスティは10式戦車のハッチを開ける。

『何してるの!?　外に出たら死ぬわよ！』

「このタブレットは同じサイズのＣ４爆弾みたいな物なんだろ？」

　10式戦車の上に立ったクリスティはタブレットを手に持つ。

『まさか、噓うそでしょ!?　私の分身よそれ!?　やめなさい！』

「起爆タイミングは任せた！」

　上を向いた10式戦車の砲身を駆けあがり、その勢いのままラットの巨大な砲口へタブレットメアリーを投げ込んだ。

『やめっ、覚えてなさいよおおぉぉぉ……！』
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　ラット砲身に吸い込まれるタブレットを見届ける前に10式戦車に戻ってハッチを閉める。

「対ショック体勢！」

「「「──！」」」

　先程の衝撃波とは比べ物にならない衝撃。

　ラット砲身に入ったＣ４爆弾タブレツトが爆発し、そのまま弾薬庫に誘爆したのだ。

　車重の軽い10式とはいえ戦車が爆風で転がる。

「目が回るのじゃ～！」

「くっ……！」

「席が無い私死にそうなんですけ、どぇ!?」

「舌嚙かむぞ！」

　何回転したのか、運よく10式戦車は逆さまにならずに着地した。

「……雪のクッションが無かったら死んでいてもおかしくないな。全員無事か？」

「なんとか大丈夫です……」

「身体からだが小さくなかったらどこか折れてたのう」

　一人だけ席が無かったルーシーはぐったりしているが息はしているので大丈夫だろう。

「外の様子は？　ラットはどうなった？」

「車外カメラ全部壊れています」

　ジブリールの言う通りモニターには何も映っていない。

「まぁ見るまでもないがの」

「だが戦果確認は重要だ」

　クリスティは再度ハッチを開ける。幸いにも、歪ゆがみで開かないなんて事は無かった。

　外に顔を出したクリスティはその光景に安あん堵どする。

「やったな……」

　ラットの砲塔は吹き飛び、車体も爆発炎上して原形を留とどめていない。

　乗組員は生きてはいないだろう。

　だがあの男、アランが本当にこれでくたばったのだろうか。

　ラットの動きに人間臭さを感じなかった。まるでＡＩ兵器と戦っているような……。

「……まぁ、細かい事は後で考えるとして」

　これだけの騒ぎを起こしたのだ。戦闘が終わったとなれば日本の軍や報道ヘリが駆け付けるだろう。

「どうやって帰還するかね……」

　日の沈みかけた北海道の雪原のど真ん中、クリスティは途方に暮れた。




















【■■■の独白　日時不明】






　仕方がなかった。

　実際、どうすれば良かったのだろうか。

　所詮自分にできる事など限られているのだ。

　選択肢なんてない。

　少しは自分の手で干渉できるかと思ったが、結局こうなる。

　これからずっとそうなのだろうか。いつか用済みになるまで。

　あるいは、いつか誰かが助けてくれるとでも？

　そんな都合のいい妄想を諦めたのは何歳の時か。

　助けて。その一言はかつて理解者を死に追いやった。

　結局、装置に徹するほかない。

　だから、仕方がなかったのだ。











【札さつ幌ぽろ総合病院　特別個室　１７５０時】






　結局あの後クリスティ達は雪原を徒歩で移動中に、駆け付けた服はつ部とりによって秘密裏に回収された。

　そしてそのままストレルカの病室に来ている。

「一命は取り留めたか……」

　ベッドの上ではストレルカが静かな寝息を立てて眠っている。

「ええ、おかげさまでねぇ」

　その傍かたわらにはストレルカよりも憔しよう悴すいした様子のベルカ。

　輸血で血を抜かれた後もずっと見守っていたのだろう。

「日本の再生医療はトップクラスでございますから。傷跡すら残らず治りますよ」

　病室にはクリスティ達とベルカの他に、カグヤとドクタークロサワもいた。服はつ部とりは病室の外で見張りをしている。

「良かった」

　ジブリールが眠っているストレルカの頭を優しく撫なでる。

　今の時代、死にさえしなければ怪け我がの治癒は早い。クリスティ達の人ミ工ミ素ツ体クも再生医療の延長上にあるのだ。

「そこのドクターに聞いたわぁ。その、ストレルカのために危険を冒して戦ってくれたって」

　ラットとの戦闘をベルカ達が見ていたわけではないが、その様子は伝わっていたようだ。

「まあ、敵の兵器は破壊したがアランの野郎がどうなったかまでは確認できていない」

「それでも十分。もしコントロールセンターまでが破壊されていたらどうなっていたか。極東連邦の仕業って事にされて、日本と戦争になっていたかもしれないかしら……」

「可能性はあったな」

　冷静に考えれば極東連邦がそんな事をするメリットは無いとわかるが、もし戦争を扇動したい者がいるのならば絶好の材料となるだろう。

「競技場での犠牲はございましたが、その後の脅威に打ち勝ったという事実は世論を楽観的にさせます。テロリストに日本と極東連邦が協力して立ち向かった、というシナリオで合同五輪も首の皮一枚繫つながりました」

　カグヤの言い方だと既に世論操作を始めているのだろう。

「そこまで考えて戦ったわけじゃないがな」

　ともあれ、極東連邦がカルテルの食い物にされるのは一ひと先まず回避できたという事だ。

「だから、その、ありがとねぇ？　助けてくれて……」

　ベルカが髪をいじりながら、もじもじとお礼を言う。

　その姿にクリスティは肩をすくめる。

「俺達はしたい事をしただけだ。な？」

「うむ！」

「ええ」

「ですね！」

　病室が微笑ほほえましい雰囲気に包まれる。

　これで一件落着。

　──であればどれだけ気楽だったか、とクリスティは天を仰いだ。

　首を突っ込んだならば中ちゆう途と半はん端ぱは許されないのだ。

　一呼吸置いて本題に向き合う。

「……で、だ」

　黒幕を暴かなければ本当の解決とは言えない。

　気乗りはしないが、子供を𠮟るのも大人の責任なのだ。

「今回の件で何か申し開きはあるか？　カグヤ」

「………………はい？」

　カグヤは微笑ほほえみのまま首をかしげる。

「ああ、競技場での警備の不備についてでございますか？　確かにあのような襲撃を許してしまったのはこちらの落ち度であり」

「黒幕はお前なんだろう？」

「黒幕、とは？」

「競技場の襲撃も、戦車によるコントロールセンターの破壊も、日本が仕組んだ」

「いきなり、何をおっしゃっているのですか？　日本は被害国ですよ。人命も失われました」

「だから大義名分として十分なんだろう。極東連邦を悪者にして、正義の戦争の果てにその支配権を得るには」

「……飛躍しすぎではございませんか？」

　クリスティ達も少し前まではキナ臭い陰謀論の一種と思っていただろう。

　しかしラットとの戦いの前、メアリーからもたらされた情報と、もしラットを破壊できなかった場合のシナリオを考えれば陰謀論だと捨て置く事はできなかった。

「競技場で犠牲になった政治家や地元有力者は極東連邦に友好的な立場だった。もし戦争をしようとしても真っ先に反対されるだろう」

　特に地元有力者は下手な政治家よりも影響力が強い。懐柔が無理なら排除するのが得策だ。

「日本が戦争へと突き進むための障害を排除し、コントロールセンターの破壊で北海道の情報網を遮断。本州では極東連邦の侵略だと報道すれば、世論は一気に報復戦争ムードになる」

「それは状況から見た結果論であり……」

「そもそも、競技場の襲撃や揚陸艦の侵攻など、普通の警備や防衛をしていれば防げたものだ。その後の国防軍の消極的な対応も含めて、日本がわざと隙を晒さらしていたようにしか思えない」

　そして、そのような指示を裏から行えるのは信じがたい事に、目の前の少女なのだ。

「日本が極東連邦を支配すれば、そのメリットは多大にあるからな」

　極東一帯の海洋資源や領土領海問題は一気に解決。天然ガスや石油も入手できてエネルギー問題も解決。

　広大な領土と領海、排他的経済水域を有し、文字通り極東の支配者となり、日本は世界有数の強大国となる。

「実際に戦争したところで支配できる程の勝利が収められるはわからないが、極東連邦を世界の悪者にすれば他国の支持は得られるからな」

　それは現代の戦争に置いて最も重要だ。現代の戦争とは国と国の一対一の戦いではなく、どれだけ他国を味方にできるかが趨すう勢せいを決めるのだ。

「………………」

　カグヤが口を噤つぐむ。

　病室に流れるのは、先程とは真逆の重苦しい空気だ。

「……合衆国のチルドレンは、頭がよく回るようで」

　カグヤは冷たい声でそう言った。

「認めるんだな」

「ふふっ、ええ。こなたが黒幕です」

　カグヤは薄く笑いながら認めた。

「あのアランという男とは最初から共謀しておりました。あの男が言っていたカルテルの企業が云うん々ぬんというのも欺ぎ瞞まん。全ては日本の国益のため。とでも言ったら満足ですか？」

「……」

「唯一の誤算は、貴女あなた方がたの活躍でしょう。まさか戦車に乗ってあの兵器を破壊するとは、流石さすがにチルドレンと言うには無理がございますね？　人ミ工ミ素ツ体クでしょうか。中身は何なのやら」

「さあな」

　答えるつもりは無いが、カグヤはほぼほぼ勘づいているだろう。

「全く、これだから大国と小国の差は……」

　カグヤはやれやれといったふうに溜ため息いきを吐く。

　一連のやり取りを黙って見ていた少女、

「……さっきから何の冗談を言い合っているのかしらぁ？」

　ベルカが悪い夢でも見ているような目で問いかける。

「こなたが貴女あなたの国を潰して食べ物にしようとしたのですよ」

「は？　なんで……？」

「先ほどまでの話を聞いてなかったのですか？」

「だって……、ギガファーム計画だって、カグヤが持ちかけてきたんじゃない。極東の繁栄と平和のためにって、何かの間違いなんでしょう……？」

　縋すがるようなベルカに、カグヤは一いち瞥べつだけを返す。

「日本の安全保障における極東とは、『日本及びその周辺地域』と定義されていて、連邦とは一言も書いてありません」

「──ッ貴女あなたねぇ！」

　ベルカがカグヤの胸ぐらに摑つかみかかる。

　クリスティ達は止めない。そうする権利がベルカにはあると思ったからだ。

「日本の利益のために私の国を騙だましたっていうの!?」

「外交とは、元よりそうした側面があると思いますが」

「ストレルカが撃たれたのも外交だとでもぉ!?」

「それ……は。想定外で、本当に申し訳なく思っております」

「ッ想定外って！」

　ベルカが大きく手を振りかぶり、カグヤの頰にビンタをした。

　その勢いに倒れ込むカグヤ。

「カグヤ様！」

　騒ぎを聞きつけた服はつ部とりが病室に入ってくる。

「今は大人しく見ていてもらおうかのう」

　マーリンが服はつ部とりを制止する。腕組みした手には拳銃が握られている。

「っ！」

「……良いいのです服はつ部とり。これは正当な罰ですから」

　倒れていたカグヤが体を起こす。

「この程度で許されるとでも思っているのかしらぁ!?」

　さらにベルカが馬乗りになり追撃する。

「こなたも無抵抗というわけにはッ！」

　カグヤもやり返す。

　キャットファイト、ではなく子供の取っ組み合いだ。

「貴女あなたの勝手で！　ストレルカが！　極東連邦が！」

「じゃあどないすれば良かったと!?　デザイナーチルドレンならばっ、その無力さは知っておりましょう!?」

「っっ！　ええ！　思い知ったわよぉ!?　でも選んだのは貴女あなたでしょお!?」

「人様んちの事情も知らんでッ──」

　額を突き合わせ、互いの髪を引っ張り合う。

　クリスティも流石さすがに止めようかと身を乗り出す。

「──うるさい。眠れない」

　だが場を制したのはベッドの上の少女だった。

「ストレルカ……目が覚めたの？　良かったぁ……！」

　ベルカがストレルカに抱き着こうとして、その身体からだに繫つながれている複数の点滴の管に気付き、うずうずと気持ちを抑える。

「ベルカ、私は大丈夫だから」

　ストレルカが手を差し出し、ベルカはそれを固く握った。

　そんな光景を見ながらカグヤはゆっくりと土下座の形を取り、

「……此こ度たびの責任は全てこなたにあります。申し訳ありません」

　深々と頭を下げた。

「そんな謝罪で許すとでもぉ？」

「ベルカ」

　ストレルカが首を振って諫いさめる。

「事情って？」

　そしてカグヤに問いかけた。

　先程何かを言いかけていたカグヤ。

　黒幕はカグヤだったとしても、一人で全てを画策したとは考えづらい。

「これらを画策したのはカグヤだったのか？」

「……日本におけるこなたの役割は認証装置です。各界が決議システムに提案した案を、脳波認証によって承認する事。文字通りの生きた鍵」

「ふん、どこも似たようなものでしょお？　だから子デザ供イナのーチ私ルド達レンが政治に干渉できるんじゃない」

「干渉し過ぎると存在が邪魔に思われてしまいますが。そんなこなたが戦争派の案を選択せざるを得なかった事情がございます」

「言い訳がましいじゃなぁい？」

「優しい言葉に銃を添えれば、より多くを得られる。とはどなたの言葉でしたか」

　カグヤの突然の問いかけに鼻白むベルカ。

　代わりにクリスティが答える。

「アル・カポネだな。合衆国の元ギャング王だ、映画にもなった」

「……脅されたとでもぉ？」

「この国における戦争派は元々少数派です。それが次第に大きな発言権を持つようになりました。武力を持つようになったからです」

「日本の企業がか？」

　合衆国なら私兵部隊を持つ企業は存在するが、日本だとせいぜいヤクザと繫つながりがある程度だろう。

「バル・ベルデでございますよ」

　ダークウェブに存在する違法武力売買サイト。

　クリスティ達も辛酸を嘗なめた。

「だがあれは突き詰めれば単なる仲介サイトだ。誰かが人を雇って国を脅しているとでも？」

「バル・ベルデは元を正せば国際犯罪組織です。単なるサイトではなく実体がございます。そして犯罪組織である以上、独自の暴力装置も」

「暴力装置……」

　元の意味は国家における軍隊のような力の事だが、バル・ベルデの言う事を聞かせるための手先という意味だろう。

「戦争屋ウオーメイカー。という実行部隊です。その戦争屋ウオーメイカーと我が国の戦争派企業が繫つながりを持ったのです。いえ、正確には繫つながりを持たされたというべきでしょうか。暴力かハニートラップか賄賂かは存じませんが、日本の戦争派は弱みを握られ、必要以上に戦争への道を進まされている。という事です」

　正直、にわかには信じがたい話だ。

「元々は戦争派の企業が手先としてバル・ベルデを利用していたが、逆にバル・ベルデの利益のために戦争派が利用されるようになった。という事か……？」

　日本が黒幕かと思ったら、それをバル・ベルデが裏で操っていたと。それも戦争屋ウオーメイカーなんて謎の部隊を使って。

「なぁに？　だから日本は、自分は悪くないって言いたいわけ？」

　ベルカの言い分ももっともだろう。

　今の話を全て鵜う吞のみにするわけにもいかない。

「……あのアランという男こそ戦争屋ウオーメイカーの一員。そして彼は生きております」

「やはりか……」

　ラットの時は手ごたえがなかったが、やはり生きていたか。

「そしてその潜伏場所もわかっております」

「潜伏場所が？」

「小お樽たるにある占拠された貨物船。それを使ってまた戦争の火を起こそうとしているのです」

「敵の駒はラットだけではなかったという事か……」

「こなたの現状を端的に言いますと、一連の件は日本が脅された結果であり、その実行部隊はまだ日本でテロ工作をしております。ですので戦争を止めたかったらこの部隊を倒さなければなりません」

　カグヤはクリスティ達に正対する。

「そこで力を持った皆様方にお願いです」

　そして諦めたような微笑ほほえみと共にこう言った。

「こなたを助けてくれますか？」

「ッ都合の良いい事を！」

「ベルカ」

　またストレルカに止められるベルカ。

　実際、なんて都合の良いい物言いだろうか。

　全部バル・ベルデが悪いと言って、その後始末をクリスティ達に投げる。

　それも過去にも同じようにテロ対策の依頼をして騙だました前科がある。

　これで引き受けるなど相当のお人よし、あるいは馬鹿。あるいは……。

　クリスティは仲間達を見る。

　マーリン、ジブリール、ルーシー。皆クリスティに任せるといった頷うなずきを返した。

　正しい判断をしなければならない。

　だが簡単な事だ。

　あるいは、映画のヒーローなら、子供が助けてと言ったら言うべき事は決まっている。

「いいぜ。任せろ」

「ちょっと正気!?」

「……こなたが言うのもなんですが、頭の方は大丈夫でございますか？」

　ひどい言われようである。

「悪い奴やつらがいる。ぶっ潰す。単純でいいじゃねぇか」

　カルテルだなんだと絡からみ合あっていたが、バル・ベルデの実行部隊という明確な敵がわかったなら細かい事はいい。

「こなたを信じてくださると……？」

「ああ、だって自分も大変な時に、ここでベルカと一緒にストレルカを見守ってくれたんだろ？」

「……！」

「責任を感じているのは噓うそじゃない。というかそもそも子供に政治の責任なんてないだろ、馬鹿じゃねぇのか。こういうのは全部大人に任せて子供は映画でも見て待ってろ」

「最近の子供は言うほど映画見ないと思うがの～」

「私が子供の頃はネットばっかり見てましたね」

「自分は本を……」

「細かい事はいいだろ！」

　若者の映画離れが嘆かわしい。

「それに、京都の時からカグヤはずっと言ってただろ？　助けてって」

「ッ！」

　テロを未然に防いで欲しいというカグヤの無理難題。

　本当に日本が戦争を望むなら、あの提案は日本にとってメリットが無い。あれはカグヤの本心だったのではないだろうか。

「ベルカも含めてだが、あの策略めいた京都会談では態度こそ素直じゃなかったが、実は全員本心を言ってたんじゃないかって思ってな」

　正体を隠していたクリスティだけが噓うそをついていた事になる。

「ま、そういう事で今度こそ助けるさ」

「……ほんま、人が良すぎでございますよ」

「ほんとうよぉ。ストレルカにこんな事した日本まで助けるなんて」

「ベルカがあの時前に出なければ撃たれなかったと思う」

「ちょストレルカ。そ、それはぁ！　……本当ごめんなさい」

　和やかな空気が戻る。余裕が出てきた証拠だ。

「この事は合衆国の大統領メアリーも承知しているのですか？」

「あー……」

　もちろん知らない。通信手段だったタブレットはぶん投げてしまった。

「まぁ、目を瞑つぶって貰もらっているから大丈夫だ」

「私どうなっても知らないわよぉ～？」

　なるようになれだ。まだ休暇は続いている。

「差し当たっては武器や装備だが……」

　戦車戦の時に主要な武器は車内に置き去りにされ喪失してしまっている。

　今は懐ふところにあるハンドガンＳＦＰ９だけだ。あまりにも心もとない。

「ドクター。またあの店主に手配してもらう事は可能か？」

「フム、戦車を勝手に動かした後処理で大将は今身動きができないようだネ」

　非常時とはいえ戦車を六両も喪失したのだ。言い訳が大変だろう。

「だが心配ご無用。武器はもう到着するようだヨ」

「は？」

　よく見るとドクタークロサワは手に端末を持っていた。誰かと通信していたのか。

　不意に勢いよく病室のドアが開く。

「話は聞かせてもらったわ。大方予想通りね」

「メアリー!?」

　合衆国にいるはずのメアリーがそこにいた。

「私のいない間に随分と勝手しているようじゃない。あとタブレット投げたの許さないから」

「いや、それはその、それより合衆国にいたんじゃ？」

　ホワイトハウスのあるワシントンから北海道まで直行便でも十二時間は掛かる。

「そっちでいう朝から日本に向かってたのよ。超ア音ル速バ旅ト客ロ機スのプライベートジェットでね」

　新しん札さつ幌ぽろ競技場でのセレモニーの時には乗っていた事になる。ラットとの戦いの時は機内から情報提供をしていたのか。

「しかし護衛は……」

　拉致事件があった後だ。国外に出るには相当信頼のおける護衛がいなければならない。

「最近丁度良いい下僕を手に入れたから」

「下僕？」

　誰の事だ？

「下僕だなんてひどいじゃありやせんか」

　病室に顔を出した男。その砕けた口調は聞き覚えがある。

「スピルバーグ！　それに後ろにいるのはルーカスとキャメロンか！」

　大荷物と共に入ってきたのはクリスティの元部下。かつてマイセルフという悪党に唆そそのかされメアリーを拉致した張本人達。

　それが今はメアリーの護衛をしているという。

「軍にこいつらをお咎とがめ無しにするって言ったら、本当に信頼できるのか？　みたいな事言われたから側近の護衛にしてやったわよ」

「豪胆すぎるだろ……」

「大統領ったら我わが儘ままで人使い荒いんすよ。早朝にいきなりハンバーガー買ってこいって言ったり、北海道観光ずるいってんで仕事が終わるなりプライベートジェット出せって」

「だまらっしゃいシヤラツプ。違うから。私の深謀遠慮のお陰で結果的に特殊部隊の装備一式をそのまま用意できたのよ。感謝しなさい」

「結果的にって言ったよな……」

「言ったのう」

「でもニューデルタフォースの装備が丸々手に入るのは大きいですよ！」

「レミントンXM2030はある？」

　ジブリールの問いにルーカスがウィンクを返した。狙撃銃もあるらしい。

　ドン、とキャメロンが巨大なアーマリーバッグを床に置く。

　中を検めるとアサルトライフルＭ５Ａ２をはじめとした銃火器類が詰まっていた。クリスティ達はそれを手に取る。

「さて」

　メアリーは啞あ然ぜんとしていたカグヤ達チルドレンに向き直る。

「こうして直接顔を合わせるのは初めてね。言いたい事は色々あるけどとりあえず今は一言だけで良いいわ。後は任せなさい、──私の部隊は強いわよ？」




















【札さつ樽そん自じ動どう車しや道どう　車内　１８３５時】






　夜の高速道路を青いスポーツカーがエンジンの唸うなりを上げてひた走る。

「五人乗りとはいえ装備込みだと狭いな……」

　車内ではクリスティ達が装備の点検をしていた。

「申し訳ありません。自由にすぐ動かせる車がこれぐらいだったもので」

　運転席に座るのは服はつ部とりだ。自動運転ではなく、手動運転で高速道路の車を次々と追い抜かしている。運転も手慣れているのでもしかしたら私物の車かもしれない。

「このご時世に純ガソリン車とはな。確か日本ではもう生産禁止されてるんだろう？」

　助手席に座るクリスティは照準器を覗のぞきながら言った。

「電気自動車は運転している気になりませんからね。やはりガソリン車ですよ」

「目的地近くではエンジン音を抑えてくれよ……」

　目的地は小お樽たるの埠ふ頭とう。飛ばせば札さつ幌ぽろから車で三十分と掛からない。

「出航までに間に合うと良いいが」

「詳しい時刻は不明ですが、今すぐ出航してもおかしくありません」

　戦争屋ウオーメイカーであるアランとその配下、バル・ベルデのならず者集団が、小お樽たるの埠ふ頭とうに停泊している貨物船を占拠しているという。

　病院での話し合いの後、最後のテロを防ぐために服はつ部とりの用意した車に飛び乗った。

　流石さすがにメアリー達を無防備にするわけにはいかないので、スピルバーグ達には病院で護衛に残ってもらっている。役割を交代する手もあったが、アランとの決着を譲るわけにはいかない。

「その貨物船を石いし狩かり湾わんのガス貯蔵施設に突っ込ませるんだったか」

　それは三つ目のテロのターゲット候補。結局襲撃は三つの内どれか、ではなく全てだったというわけだ。

「ちなみに何を運んでいる貨物船なんだ？」

「ただの農業用の肥料、その原料です。確か硝酸アンモニウムとか」

「ぶっ」

　後部座席のルーシーが噴き出す。

「なんてもの突っ込ませようとしてるんですか!?」

「肥料がそんなに危険ですか？」

「貯蔵されていた倉庫で溶接作業をしたせいで港が一つ消し飛んだ代物だ」

　二〇二〇年、レバノンのベイルート港爆発。その爆風は都市全体に広がり被害規模は三十万人に及んだ。

「ガス貯蔵施設と合わさると被害規模は想像もつきませんね……」

「貨物船単体の爆発力もどれほどかわからんが、沿岸部だと下手に撃沈もできないな」

「船に乗り込むしかないのう」

「最悪室内戦も想定するか。ショートのハンドガードとバレルをくれ」

　銃の身長を短くするために、後ろのマーリンに交換パーツを要求する。

「バレルはブラックアウト弾仕様がいいかの」

「そうだな」

　ブラックアウト弾は弾丸の速さを音速以下に抑えた亜音速弾だ。

　銃弾が音速の壁を超えると風かざ切きり音おんがうるさくなる。サプレッサーと亜音速弾を併用する事でより静音性に優れた射撃が可能となる。多少の威力は犠牲になるが。

「やはり使い慣れたメインウェポンが一番だな」

　クリスティ達の主力小銃Ｍ５Ａ２の長所はそのカスタム性だ。銃の機関部レシーバー以外はほぼ全て別パーツに交換可能となっている。バレルを変えれば弾薬の口径すら変更可能だ。

「本当に手慣れていますね。正体は、いえ詮索はやめておきましょう」

「そうしてくれると助かる」

　正体はバレているようなものだが。

「……カグヤ様を信じて下さりありがとうございます」

「いきなり改まってどうした」

「カグヤ様は力が無い現状に諦めていました。私の前任である初代服はつ部とりにも助けを求めたようですが、不慮の事故という形でお亡なくなりに」

「そんな事があったのか……」

　初めて出会った時の二代目服はつ部とりという名乗りはジョークではなかったのか。

「そんな折、たまたまリアルタイムで見ていたのですよ。アイスランドでの皆様の活躍を」

「……マジか」

　隠蔽工作をしたとはいえ、リアルタイムで見ていた者達の頭の中までは消せない。そして事情を知る者が見れば、あれが映画のゲリラＣＭなどではないとわかる。

「そしてカグヤ様はこの方達なら現状を打破してくれるかもしれない、と密ひそかな期待をしていたのです」

「もしかして京都でのロボット犬の襲撃はそれを確かめるために……？」

　クリスティが正体を隠さなければ結果は変わっていた？

「それだけで現状何かが変わったわけではありませんが、今は皆様方を頼りにしております。この服はつ部とり、戦闘は疎うといもので」

「アンタの剣術も中々のものだったが」

　空中で襲い掛かるロボット犬を一刀両断にしたのは記憶に新しい。

　今の時代に刀は場違いだが、身体能力は確かなものだろう。

「あれは仕込みがあったからこそのハッタリですよ。──ハットリだけに」

「…………」

　しんみりと静まり返る車内。

「すまない、日本語の機微に自信がないが、その、もしかして今のはジョークだったのか？」

「……忘れてください」

　夜の高速を走るスポーツカーのスピードが増した。





【小お樽たる三番埠ふ頭とう　倉庫　１９０５時】






　無人化の進んだ港は元々人が少ないが、夜になるとその気配は皆無になる。

　そんな静かな海に突き出す埠ふ頭とうの一つには、一隻の貨物船が停泊していた。

「あれか」

　埠ふ頭とうから少し離れた倉庫の陰から、クリスティが目標を確認した。

「大きいな……」

　全長２００ｍはあるだろうか。ちょっとしたタンカー船並みだ。

「甲板に見張りが数名いますね」

　ルーシーが暗視スコープでチェックする。

「やはり泳いで行くしかないのう」

「それしかないか……」

　真冬の北海道の海。水温が何度なのかは考えたくもない。

「軍用のマリンスーツもあるのに贅ぜい沢たくじゃのう」

「寒いものは寒い」

　クリスティは愚痴を言いながらもラバー素材のマリンスーツを服の上に纏まとう。

「見たところサイズがぶかぶかですが？」

　同行していた服はつ部とりが疑問を呈す。

「これは服の上から着られる優れものでな。体形も問題なく、こうすると……」

　胸元を叩たたくとスーツが真空パックのように体に密着した。

「な？」

「おお。エヴァのプラグスーツみたいですね」

「いや、わからんが……」

　ラバー素材なので水を一切通さず、必要が無くなれば即座に脱ぐ事が可能だ。

　装備も防水のビニールカバーに空気ごと包んで浮き輪代わりにする。

「でも泳いで近づいてもこれじゃバレませんか？」

　ルーシーは目の前の光景を指摘する。

「確かに見晴らしが良すぎるな……」

　埠ふ頭とうは荷物の積み下ろしのために、エプロンという広大なスペースが確保されている。

　今は何も置いてないので、照明も相まってサッカーコート並みの見晴らしの良さだ。

　これでは近くの水面で動く影があったらすぐ目に付いてしまう。

「大回りして海側から接近するか……？」

　一体どれだけ泳げばいいのか。

「よく見たら係留ロープが既に解かれてませんか？」

　ジブリールの指摘の通り、船はもやいを解いている。なんなら船の煙突から煙が出ている。

「ふぁっく、もう出航する気か」

　危険だが今すぐ泳いで船に向かわなければならない。

「この服はつ部とりに考えがあります」

「何？」

「服はつ部とりが埠ふ頭とうの左側で目を引きますので右側から回り込んでください」

「囮おとりになるという事か。だがどうやって？」

「日本ではこういう埠ふ頭とうで夜に暴走する文化がありますので」

「は？」

「国産最後のＥＪ20水平対向エンジン搭載車。──その走りをお見せしますよ」





【小お樽たる三番埠ふ頭とう　エプロン　１９１０時】






　夜の埠ふ頭とうにけたたましいエンジン音が響く。

　ＳＵＢＡＲＵ　ＷＲＸ　ＳＴＩ。

　かつてワールドラリーで世界を制した車の直系。

　日本の誇るスポーツカーが鎖に繫つながれた猛獣のようにエンジンを吹かし、解き放たれる。

　タイヤを滑らせながら急発進。

　今こ宵よいの舞台、埠ふ頭とうのエプロンを爆走する。

　急ハンドルを切ってドリフト、スピンの寸前でしっかりとカウンターを当て、コンクリートにゴムタイヤでＳ字の黒い爪痕を刻み込む。

　そして車をその場でグルグルと、定常円旋回でぶん回す。

　タイヤの焼ける甲高い音が周囲に鳴り響いた。

「……これ敵の見張りどころか地元警察来ますよ」

　海の中を泳ぎながら、ルーシーがその音に心配する。

「走り屋さんじゃの～」

「あれが日本の伝統文化……？」

「いや、多分違うと思う」

　ともあれ敵の目は服はつ部とりの車に釘くぎ付づけだ。

　最短ルートで船に接近し、その船首の下まで来た。

「えっと、ここから登るんですか？」

　目の前には貨物船のそり立つ外壁。

　引っかかりもなく、このままよじ登っていくのは不可能だ。

「これの出番じゃな」

　マーリンが取り出したのはコンパウンドボウ。ストレルカから借りたものだ。

「皆ちょいと足場になっとくれ」

　クリスティ達は手を組み水中に足場を作る。日本人の服はつ部とりが見たら騎馬戦みたいだと言うだろう。

「ほいしょっと！」

　マーリンが矢を船首に向かって放つ。

　矢にはワイヤーが付いている。多少重量のあるものを遠くまで飛ばせる、弓矢が銃に勝る利点の一つだ。

　矢は船首の手すりに引っかかり、ワイヤーと絡からまり固定される。

「どうじゃ！」

「一発で、上う手まいもんだ」

　この老兵に扱えない武器は無いんじゃないかと思ったクリスティであった。

「後はワイヤーを伝って登るだけですね」

「ああ、念のため一人ずつだな」

　気付けば車の音も止やんでいる。服はつ部とりは撤退したのだろう。

「音を出さないように慎重に行くぞ」

　クリスティがワイヤーを握り登っていく。

　その時大きな揺れを感じた。

「船が動いている……？」

「ワシらも登るのじゃ～！」

　マーリン、ジブリール、ルーシーもワイヤーを摑つかむ。

「四人同時はやばいだろ！」

「そんな事言っても置き去りは嫌じゃぞ」

「船の波に巻き込まれたら死にます」

「蜘く蛛もの糸っていう日本のお話がありましたね。……あれは切れましたけど」

「ふぁっく！」

　四人で一いち蓮れん托たく生しようとなり、おっかなびっくりワイヤーを登り切った。





【貨物船　船首甲板　１９２０時】






「俺が左を、マーリンが右だ」

「あいさー」

　船首付近を警戒するアサルトライフルで武装した敵二人。

「３、２、１……」

　ピシュ、という音と主にその頭が静かに撃ち抜かれる。

「クリア」

「クリアじゃ」

「近くに敵はいない。ジブリール達も出てきていいぞ」

　物陰に隠れていたジブリールとルーシーが出てくる。

「ＡＫ３０８ですか。昨今のテロリストの定番ですね」

　ルーシーは倒した敵の装備を検分する。

「夜中とはいえこんな沿岸部で武装して……さっきの車の音で警戒させちゃいましたかね」

「敵とわかりやすくていい」

「ジブリールの言う通りだな。情報だと民間人はいないらしいが、非武装民がいたら相手が攻撃してくるまで撃てないからな」

　戦争にもルールがある。もっとも、見えないところでは守られていないが。

　クリスティはマリンスーツを脱いで身軽になる。

「目標はこの船のガス貯蔵施設への特攻の阻止だ。さしずめ映画のタンカーアタックだな」

「「…………」」

　ドヤ顔で語ったクリスティだが仲間からの反応が芳かんばしくない。

「流石さすがにマイナー過ぎてわからないのじゃ～」

「すみません。隊長の映画の例えは正直ついていけなくて……」

「あ、ちなみにこの船はタンカーじゃないですよ。タンカーは石油などの液体を運ぶ船なので。これは横のハッチが開いて車で積み下ろしができるＲＯＲＯ船という船です」

「……船の特攻を阻止するためには敵勢力の無力化、及び船のコントロール権の奪取だ。到着までのタイムリミットは一時間ちょいといったところか」

　クリスティは何事も無かったかのように再開する。

「位置関係を整理すると」

　甲板に油性ペンで簡単な船の図を描く。

「俺達はここ船の先端にいる。操そう舵だ室しつは船の一番後ろのブリッジ船橋だ」

　ブリッジがあるのは四階建ての建物の一番上だ。ブリッジ以外は居住施設となっている。

　貨物船の大部分は荷物用の空洞であり、人が詰めているのはブリッジのある建物のみだ。

「となると甲板の残りの見張りを倒しつつブリッジまで接近かのう？　さーちあんどですとろいじゃ～」

「だが普通に向かうと敵が詰めているであろう建物内で遭遇戦を行う事になる。そうなると奇襲の優位も失われ数的不利を背負う事になる」

「建物内での集団戦闘はどうしても被弾のリスクがありますしね」

「今は盾やアーマーがあるわけじゃないしな」

　本来なら事前に見取り図を入手し、同じ間取りで作ったキルハウスで何度もシミュレーション訓練をしてから本番に臨む。もちろんそんな暇はない。

「それにもし接近の途中でバレたら見晴らしのいい甲板でカモ撃ちになっちまう」

　これがコンテナ船ならばコンテナが絶好の障害物となるが、生あい憎にくこの船の甲板は平へい坦たんだ。

　チラホラと救命ボートや排気口といった障害物があるだけで完全に身を隠しながら行く事は難しいだろう。

「そこでだ。俺とマーリンは別ルートでブリッジに接近。建物の下に着いたら船首で待機していたジブリールとルーシーが敵の注意を引いてくれ」

「襲撃者は船首にいると思わせれば足元がお留守になるわけですね」

　ジブリールの狙撃なら船首からブリッジの敵を屠ほふる事も可能だろう。

「丁度良いい装備がありますので囮おとりは任せてください！」

　ルーシーは抱えていたバッグをポンと叩たたく。

「で、ワシらはどこから接近するんじゃ？」

「考えがある。作戦は奇を以もつて良しとすべし。だ」

　クリスティは珍しく自信満々に答えた。





【貨物船　空調ダクト内　１９３５時】






「奇を以もつてと言いつつこれダイ・ハードで見たことあるのじゃ～」

「別にいいだろ！　けほ、流石さすがに埃ほこりっぽいな」

　クリスティとマーリンは船のダクト内を匍ほ匐ふく前ぜん進しんしていた。

　エアコンの風を船全体に行き渡らせるために、血管のように張り巡らされたダクト。

　通常なら人が入り込めるサイズではないが少女素体ならば可能だ。

「このままブリッジまで接近できればいいが……」

　現在は貨物室の上部を進んでいる。

　たまにある送風口から下を見ると吹き抜けの空間が広がっている。その空間には例の硝酸アンモニウムがたっぷり詰まったタンクが複数列で並んでいる。

「今のところブリッジ方面に向かっているのは間違いないな」

　ダクトがどこまで繫つながっているかは把握していない。行けるところまで行くしかない。

「しかし行き当たりばったりなのは新兵の時から変わってないのう」

「悪かったな」

「その代わり対応力には常に高スコアを付けておったがの。まあ運任せなところもあったが」

「……一言余計だ」

　新兵時代の教官だったマーリンにはどうにも敵かなわないクリスティだった。

「そもそも行き当たりばったりなのは状況からして仕方な──」

「しっ」

「っ」

　マーリンの制止を受け、口を閉じ動きも止める。

　そのままジェスチャーで下を指差す。

　送風口を覗のぞき込むと金網の足場であるキャットウォークを歩く二人組が見えた。

　薄暗い中、銃を肩に乗せながら何やら話している。

「……何も乗員を皆殺しにする事なかったよな。女もいたのにもったいねえ」

「どうせ殺すんだ。早いか遅いかだろ」

「こういう仕事はおこぼれが楽しみなんだよ」

「俺は金が貰もらえりゃどうでもいい」

「つまんねえなぁオイ」

「それより脱出艇の用意ってホントにあるのか？　まさかあのオンボロの救命ボートの事じゃないよな」

「無かったらあのタンクに爆弾を仕掛けさせねぇだろ」

「だから聞いてんだ。捨て駒はごめんだ」

「そんときゃ奴やつをぶっ殺すだけだ。早くブリッジに戻るぞ」

　……。

　声が遠ざかる。

　近くには誰もいないようだ。

「……聞いたか？」

「中々の無法者じゃの」

「じゃなくて」

「わかっとる。タンクに爆弾とはのぅ」

「爆弾を確認しないとまずい。ブリッジを奪取しても爆破されたらお終しまいだ」

「しかし寄り道してる時間は無いぞ？」

　船は着実に石いし狩かり湾わんに向かっている。早くコントロールを奪わないとどのみちガス貯蔵施設に突っ込まれてアウトだ。

「ブリッジの制圧はマーリンが行ってくれ。俺は爆弾の処理に向かう」

「心得た」

　戦力を分散するが仕方ない。室内の制圧ならマーリンが適任だろう。

「してクリスティよ」

「ん？」

「先に行くからちょっと通して貰もらえるかの」

　ダクト内ではクリスティが前、マーリンが後ろに位置していた。

「ちょ、きついきついきつい！」

「我慢じゃ、あとちょい、んしょ」

　狭いダクト内。二人の少女（？）が体を押し付け合いながら位置を入れ替えた。





【貨物船　船首甲板　ジブリール＆ルーシー　１９４５時】






『てなわけで配置に着いたのじゃ～』

「了解しました。こちらのタイミングで始めます」

　船首のルーシーは骨伝導無線のヘアピンから手を離し、手元の端末に目を向ける。

「私も準備できました。ジブリールさんは？」

「問題ない」

　二人が身を隠すのは船首にあるアンカーの巨大巻き上げ機の陰だ。

　何重にもロープが巻かれたそれは銃弾を通さない鉄壁の盾となる。

「では甲板の敵をお願いします」

「了解」

　ジブリールは狙撃銃ⅩＭ２０３０を膝立ちの姿勢で構える。

　サーマルスコープを覗のぞくと暗い甲板の上、敵の見張りが白く映し出された。

　パッと確認しただけでも広大な甲板に六人以上。全員ペアで行動している。

　片方を撃てばもう片方にすぐバレてしまうだろう。船首に登った際にマーリンとクリスティがやったように、二人同時に仕留められれば別だが。

「できれば気づかれずに数を減らしたいところですが……。二枚抜きとかできませんかね？　こう、二つの頭を貫通して一気にとか」

「……ルーシーは時々サイコっぽくなる」

「えぇ!?　し、心外です！」

「だが不可能じゃない」

　ジブリールは呼吸を止め、引き金を引く。

　ガシュン！　サプレッサーで抑えられた銃声が波音に溶ける。

　撃ち出されたラプアマグナム弾は見張りの二つの頭部を破壊した。

「ほ、本当に二枚抜き……」

「位置が良かっただけ」

　ジブリールはコッキングレバーを引き次弾を装塡する。

「なんだか殺気が凄すごくないですか？」

「テロリストに慈悲はない」

「あはは……。でもこの調子なら安全に数を減らしてから囮おとりをする事も……」

『──応答せよ』

　ルーシーが皮算用をしていると足元から声がした。

　正確には船首に登った際に倒した敵兵の無線機からだ。

『ブリッジより船首ペア、定時連絡が遅れている』

　定時連絡。見張りが暗殺されてないかの確認だ。

『どうした？　応答せよ』

　ジブリールとルーシーが顔を見合わせる。

「どど、どうしましょう!?」

「元より位置を晒さらして囮おとりをやる予定だった」

「そ、そうですよね。こんな時隊長ならえーと」

　ルーシーは手元の端末を操作しながら無線機に応答する。

「船首からブリッジへ。──ファックユー、です」

　そして端末をタッチする。

　突如に起きるマズルフラッシュと銃撃音。

　船首に置かれた機械が火を噴きブリッジへ弾丸の嵐をお見舞いする。

　セントリーガン。三脚で固定された機関銃。無人でターゲットを攻撃する自動兵器である。

　もっとも、今はＡＩではなくルーシーが操作している。

「Ｍ２５０軽機関銃に回転三脚とリモコントリガーを付けただけのなんちゃってセントリーですが、あっははは！　隠れても無駄ですよ！」

　端末のタッチパネルを指で横になぞる。

　撃ち出される６．８×51㎜弾の火線が横一文字にブリッジのガラスを薙なぎ払はらった。

「薄い鉄板ぐらいなら貫通しますよ！　逃げないと！　ほら、ほらぁ！」

「……」

　ジブリールは船首へ近づいてくる敵を狙撃しながら、テンション上げ上げのルーシーへ微妙な目を送った。





【貨物船　ブリッジ下　一階　マーリン　１９５０時】






「やっとるの～」

　ダクトを抜け、建物一階の空き部屋で身を潜めていたマーリン。

　四階のブリッジに着弾する音を聞きながらアサルトライフルＭ５Ａ２のマガジンをチェックする。

「仇かたきをとる。というわけでもないが……」

　身を潜めていた一階の空き部屋。そこは死体置き場だった。

　この貨物船の元乗組員達の死体が無造作に捨ててあったのだ。

「ま、行ってくるでな」

　廊下に出て、階段を上り二階部分へ。

　窓から甲板を見渡せる二階の通路では、囮おとりのセントリーガンに向けて銃を乱射している敵が三人。

　マーリンは無造作に歩き一番近い一人の足元へ。

「一つ」

　下から頭部を撃ち抜き処理。

　そのまま前の二人目へ狙いを定めて数発のタップ撃ち。

　胸と頭部に着弾。

「二つ」

「あ？」

　異変に気付いた三人目がマーリンを視認する。

「三つ」

　相手が構える間もなく射殺。

「撃つのに夢中で横を警戒しないとは愚かじゃの～っと」

　通路から部屋の中に向かって発砲。

　隠れていた敵が崩れ落ちる。

「四つ。油断大敵じゃの」

　何事も無かったかのようにマガジンを交換する。

「こちらマーリン。三階に上がるから間違って撃たんでくれよ」

　骨伝導無線でルーシー達に伝える。

「さぁて、上ではいくつの死体が作れるかのう」

　薄く笑いながら、幽鬼のような足取りで三階へと歩を進めた。





【貨物船　貨物室　クリスティ　１９４５時】






　ルーシーが機銃をぶっ放していた頃。

　クリスティは送風口からキャットウォークに降り、そこからさらにハシゴを降りて貨物室の一番下に到達した。

　左右にずらりと並んだタンクは圧巻だ。これらすべてに硝酸アンモニウムが入っている。

　照明は最低限で薄暗い。それゆえどこまでもタンクの列が続いているように見える。

「全部で何トンあるんだ……？」

　背丈の何倍もあるタンクの間を進み、爆弾を探す。

　それはすぐに見つかった。複数個か所しよに仕掛けられていたからだ。

「マジか……」

　タンクにダクトテープで雑にくっつけられている。

「解体はリスクがあるか……」

　仕組みは単純だが間違って爆発したら目も当てられない。

「テープを剝がして一つ一つ回収。海に投棄しかないか」

　問題は漏れなく回収できるかだ。

（ただでさえ暗くて見づらい。ライトを点つけるのは流石さすがにまずいか……？）

　難しいがやるしかない。そう思った矢先──。

「なんだぁ？　ネズミかと思ったらあの時の嬢ちゃんか」

「っ!?」

　急ぎ銃を構える。

　闇の中から相貌が浮き上がる。

　荒々しい赤髪の大男。

「アラン……」

　ストレルカを撃ち、カグヤを脅していた戦争屋ウオーメイカー。

　引き金に力がこもる。

「おっとぉ、こいつに当たったらドカンだぜ」

　硝酸アンモニウムのタンクを叩たたく。流れ弾一発でも当たれば発火し大爆発の可能性がある。

「嬢ちゃん、じゃあねえよなあ。中身は合衆国の工作員か何かか？　そんなガワしてんのはお笑いだが、ここにいるって事は日本が裏切ったんだな」

「脅しておいてよく言う」

「これが仕事なもんでなァ」

「戦争を起こすのがか？　金かね儲もうけの手段としちゃイかれてる」

「そうだな。良くない事だ」

　クリスティの言葉に、アランは急に冷静になる。不気味さを覚えるテンションの変容だ。

「……どうせ人間はどこまでいっても動物だ。そう、動物なんだよ。しかも恐ろしく残虐で知恵の回る動物だ。放っておいても殺し合う。それこそ相手を滅ぼし尽くすまでな……」

「急に何を……」

「どうせ殺し合うならコントロールしてやろうってんだよ！」

「国同士を憎しみ合わせる事が抑制になるとでも？」

「俺は現場担当だからよぉ、文句はプロデューサーに言ってくれや」

「プロデューサー？」

「おっと、口が滑ったか。俺ってやつはこれだから……」

　アランは頭を搔かきながら懐ふところに手をやる。

「ま、どうせ死ぬから関係ねぇかァ！」

　そして拳銃を取り出し躊ちゆう躇ちよなく発砲した。

「なっ！」

　すんでのところでクリスティはタンクの陰に退避する。

「お前、わかってるのか!?」

「ああ、だからタンクには当たらないように撃っただろ？」

　射線上にタンクは無かったが、床や壁に跳弾すればその限りではない。

「当たればお前も死ぬんだぞ！　しかも、そんな銃を！」

「そうだな。良くねぇよな。やっちゃいけねぇよなァ」

　アランの様子がおかしい。

　いや、もしかしたら最初に出会った時からおかしかったのかもしれない。

「子供を撃ってはいけない、だから撃つんだ。命は大切だ、だから奪うんだ。戦争は良くない、だからやるんだ！」

　荒々しさはあるがどこか礼儀正しい。野性的ではあるが理性的だった。それは両立の取れた戦士の精神だと思っていた。

「違かった……お前は戦場の矛盾で壊れた戦争中毒者だ」

　生かしてはおけない存在だ。

「戦争中毒、その通りかもな」

　アランは手に持った拳銃をだらりとぶら下げる。

　その銃の名はデザートイーグル。強力な50口径弾を発射する、オートマチックでありながら世界トップクラスの威力を持つハンドガン。

「改めて名乗らせてもらおう」

　理知的な口調で手を胸の上に当てお辞儀をする。

「戦争屋ウオーメイカーの一人、『大おお鷲わし』のアランだ」

　その芝居がかった仕草を受け、クリスティは返答をする。

「ＭＭＧの隊長、クリスティだ」




「「お前を殺す」」




　アランが駆け出すのとクリスティが駆け出すのは同時。

　アランはクリスティに向かって、クリスティは距離を取るために走る。

（体格差で接近戦は不利！　射線上にタンクが無い場所におびき寄せる！）

　針に糸を通すようなチャンスを見つけては発砲。

　しかしアランはすぐにタンクを背にする。

「どうしたァ!?　当てる気あんのかァ!?」

　接近しながらアランがデザートイーグルをぶっ放す。

　ドガン、ドガン！　とハンドガンに有るまじき音が室内に反響する。

「ちっこくて当てづれぇなあ！　もっと逃げ回ってみせろよ！」

「言ってる事がチグハグだ！」

　こんな狂人の自由にさせていたら、いつタンクに当たってもおかしくない。

　追うアランと逃げるクリスティ。

「ほら、走れ走れェ！」

　室内である以上クリスティは壁側に追い詰められていく。

　そして後ろが壁ならアランは遠慮なくぶっ放せる。

（逃げ回らせたのはそういう事か）

　狂人ではあるが、戦術的思考も持ち合わせている。

　冷静に頭のネジが飛んでいる。その矛盾が厄介極まりない。

　クリスティは船の端へ端へ、照明の届かない暗がりの方へ逃げていく。

「そんなんで煙けむに巻まけると思ってんのかァ!?」

　発砲音。こちらの姿は見られている。

「こちとら夜目は良いい方なんだよ」

「鷲わしって言うからてっきり鳥目かと思ったぜ」

「ハッ！　生意気じゃねぇか！」

　アランの発砲。弾は床に跳弾する。

「ふぁっく、本当に爆発するぞ」

　なおも逃げ続けるクリスティ。しかしとうとう壁が迫った。

　船の端、船首近くまで来たようだ。

「追い詰めたぜェ？」

　クリスティは壁を背に、アランはタンクを背にしている。

「意外とあっけなかったな」

「くっ」

　クリスティはアサルトライフルＭ５Ａ２を構える。

「死なばもろともか？　そういうのは好きだぜ」

　追い詰められたクリスティは口元に笑みを作る。

「──暗闇に目は慣れたか？」

　瞬間、強力な光の点滅が起きる。

　ストロボライト。Ｍ５Ａ２の銃口の下に取り付けられたそれは、目に有害な程の光量をチカチカと点滅させて相手を怯ひるませる装備である。

「チっ、しゃらくせぇ！」

　アランがデザートイーグルを乱射。

　しかしクリスティには当たらず、三発撃ったところで銃のスライドがホールドオープンし弾切れを知らせる。

「50口径ならそんなもんだろ！」

　大きくて強力な銃弾だけに、その装弾数は七発と少ない。

　クリスティはそのまま接近。

　アランの足元にスライディングする。

「上なら射線にタンクはないっ」

　そのまま仰向けの姿勢でＭ５Ａ２を連射する。

「う、おおおおおお！」

　アランはボクシングのガードのような姿勢で頭部を隠す。

　しかしＭ５Ａ２の亜音速ブラツクアウト弾が足、腕、胴体に複数発ヒットする。

「らぁあああああ！」

　アランは撃たれながらも足でＭ５Ａ２を蹴り飛ばす。

「なっ」

　銃を飛ばされたクリスティにさらに蹴りの追撃が来る。

　腹を蹴られ、身体からだがタンクに叩たたきつけられる。

「がはっ、はぁっ、はぁっ」

　クリスティは衝撃で痙けい攣れんする肺に酸素を取り込みながら驚きよう愕がくする。

（至近距離でアサルトライフルの銃撃を受けたんだぞ!?）

　アランは人ミ工ミ素ツ体クではない。温泉で見た傷だらけの身体からだは生身の人間だった。

　仮に防弾プロテクターを着けていても無傷では済まない。

「やるじゃねぇか……。何発か防ぎきれなかったぜ」

　立ち尽くしたアランは弾切れとなったデザートイーグルを床に落とす。

　腕の割れたアームガードから血が出ている。足も同様だ。

　胴体の防弾チョッキから分厚いプレートを取り出し投げ捨てる。プレートは被弾でボロボロだった。

　重りを捨てるほどに、立っているのもやっとなのだろう。

　ダメージは入っている。確実に。

「化け物みたいなタフネスだな……」

「俺ァこの体一つで戦場を生き抜いてきたんだ」

　立てている理由はやせ我慢。屈強な肉体と強きよう靭じんな精神がそうさせている。

「やっぱこの感じだよな……生きるか死ぬかのこの感じだ……！」

　重傷でありながら、どこか恍こう惚こつとしているアラン。

　そして懐ふところから何かのスイッチを取り出し、

「もっと盛り上げていこうぜェ！」

　押し込む。

　ピッ！　という音と共に、薄暗い船内に無数の赤い光が点灯する。

「なに、を……」

　クリスティは一番近くの光を見る。

　24：55……。24：54……。24：53……。

「やりやがったな!?」

　それは爆弾のタイマー。それも無数の光は、処理不可能と思われるほどの数だ。

「お前をやるのはこれからだよ！」

　血まみれのアランが突進してくる。

「ふぁっく！」

　クリスティは体を捻ひねって回避。

　アランの前蹴りがタンクにへこみを作る。

　クリスティは懐ふところからハンドガンＳＦＰ９を取り出す。

「死んでおけ！」

　爆発のリスクは承知で発砲。

　アランは左半身を盾にしてお構い無しに突っ込んでくる。

「ッラァ！」

　そのままタックル。衝撃でＳＦＰ９を手放し喪失する。

（ホントにバケモンかッ!?）

　吹き飛ばされ倒れ込むクリスティ。

　アランも無理なタックルのせいで倒れ込んでいる。

（今は距離をっ！）

　言う事を聞かない体を𠮟しつ咤たし起き上がらせる。

　アランの出血量ならば放っておいても失血死するだろう。

　今は逃げるのが最善。

　そう思ったのも束つかの間ま、足を摑つかまれる。

「逃がさねぇよォ？」

「ゾンビ映画かよ……！」

　そのまま引きずり倒されるクリスティ。

　もう片方の足でアランの手を蹴るがその足も摑つかまれる。

　両足を持たれたままフルスイング。

　クリスティの頭部がタンクにぶつけられる。

（やば……）

　一瞬飛んだ意識。チタンの頭蓋骨じゃなければ死んでいてもおかしくなかった。

　意識が朦もう朧ろうとし、立ち上がれない。這はいずる姿勢で逃げようとする。

「逃がさねえつったろ！」

　背中を踏みつけられる。

「ぐはっ」

　そのまま連続で踏スみトつンけプ。踏スみトつンけプ。踏スみトつンけプ。

「く、ぅ……」

　頭をかばい、背中を丸めて亀のようになる。せめてもの防御姿勢だ。

「ザマァねえなあ!?　あぁ、一度思う存分ガキを嬲なぶり殺ころしてみたかったんだ。いや、ガキじゃなかったんだっけかァ!?」

　アランはそんなクリスティの背やわき腹、頭。所かまわず蹴りつける。

「おらァ！」

　横腹に強烈な蹴りを入れられ、クリスティはぐったりとして仰向けになる。

「まだ死ぬなよ？　こっからなんだからよ」

　そしてアランが馬乗りの姿勢になろうとした時、クリスティはその股めがけて蹴り上げた。

「おっとォ！」

　が、その金的を予期していたアランに手であっさりと防がれる。

「見え見えなんだよ」

「ふぁっく……！」

　そのままマウントポジションを取られる。

　こちらは抵抗できない最悪の形だ。

「これが！　理不尽だ！　抵抗できない！　圧倒的な力だ！」

　そのままクリスティの顔面を左右の拳で殴りつける。

「がふっ」

　切った口の中から血が吐き出される。

「日本のガキに何言われたか知らねぇが、これが現実だ。力に屈して従っていればいい」

「……そうやって、今まで戦争を扇動してきたのか？」

「そうだ。大切な命も理不尽に奪われる、あっちゃいけない事が行われる、それが戦争だろうが!?」

　アランはクリスティの胸ぐらを摑つかんで持ち上げる。

「だから戦争をするんだよ」

　その狂気に満ちた顔に、

「ぺっ」

　とクリスティは血混じりの唾を吐いた。

「反へ吐どがでる……」

　そんなクリスティの態度に、アランは右手を振りかぶる。

「──殴り殺してやるよ」

　顔面目掛けて殴りつけられる拳。

　クリスティはそれを額で受け止めた。

「ッ!?」

　果たして、ひしゃげたのはアランの拳の方だった。

「ぐ、なァ……」

「俺の頭は特別製で、なっ！」

　そのままクリスティは逆にアランの胸ぐらを摑つかみ、顔面へ頭突きをする。

　人ミ工ミ素ツ体クの頭蓋はチタン製。

　その頭突きはチタンの塊を打ち付けているに等しい。

「お前はッ、理不尽に膝をついて！　狂ったフリをしてるだけだ！」

　クリスティは何度も頭を打ち付ける。

「あの子達はッ、そんな状況でもッ、戦っていた！」

　ベルカもストレルカもカグヤもメアリーも、できる範囲でできる事をやろうと必死だった。

「それを傷つけたお前を、許さない！」

　クリスティは大きく頭を仰け反らせる。

「──テメェの年収何万ドルだ？」

　最後に一ひと際きわ強烈な一撃をお見舞いした。

「はぁっ、はぁっ」

　互いに拘束を解き、地面に着地したクリスティはたたらを踏む。

　流石さすがに頭突きをし過ぎて脳のう震しん盪とう気味である。

　互いにフラフラだ。

　だが明らかにダメージがあるのはアランの方だ。それにもう……。

「ガキが、もう死んどけェ！」

　アランは腕から仕込み銃スリーブガンを出して構える。

　それは競技場でも見せたマイクロ・デザートイーグル。

「……お前がな」

　シュパン！

　という風切り音と共に、その銃がアランの手首ごと吹き飛ぶ。

　もう、勝負はついている。

「な、ああん……？」

　アランは無くなった手首を見て呆ぼう然ぜんとする。

「助かった。ジブリール」

　クリスティは骨伝導無線で礼を言う。

　貨物室の上部、キャットウォークではジブリールが狙撃銃ＸＭ２０３０を構えていた。

　クリスティが亀の姿勢になったあの時、無線で甲板のジブリールに応援を要請したのだ。

『離れてください。確実に殺します』

　殺意のこもった声だ。

　アランの後ろは壁だ。爆発の心配はない。

　ズガァンッ！　という大砲のような音。

　それはジブリールの銃の音ではない。

「なん、だと……？」

　むしろジブリールの横に大きな穴が空いている。

「──そこまで」

　暗がりから声がする。女性、いや、少女の声だ。

「お前は……！」

　姿を現したのは札さつ幌ぽろのホテルでクリスティを助けてくれた少女だ。

　肩からベルトで下げているのはその身体からだにはアンバランスな程に大きい銃。

　ハンガリー製　ＧＭ６ Ｌｙｎｘ。セミオートの対物狙撃銃アンチマテリアルライフル。

「わざと外したのはわかるでしょう？　銃を下ろさせてください」

　先程の銃撃はこの少女がやったのだ。

「ジブリール、待機だ」

『……了解』

　場の支配権はこの謎の少女が握っている。

「無様ですね」

　少女はアランを見下ろす。

「……助けなんて呼んでねェぞ」

　腕を押さえたアランが恨みがましく言う。

「私も助けたくなかったですが、そういう指示なので」

　少女は壁かべ際ぎわのスイッチを押す。

　アラート音と共に船の壁、否、荷物積み下ろし用の大型ハッチが開く。

「待て！　そいつを逃がす気か？」

　流石さすがにそれは看過できない。

「あなた達を殺す事もできたんですよ？　それに今でも」

　少女は肩にベルトで掛けた対物銃リンクスを腰だめ撃ちの形で構える。

「くっ」

　ハッチが開ききり、海に向けたスロープのような形になる。

　その先には黒い船が並走していた。ヘリポートを備えた双胴船だ。

「チッ、あばよ」

　アランはハッチからヘリポート部へ飛び降りた。

「くそが！」

　クリスティは罵倒する。

「あまり私の顔で汚い言葉を使わないでください」

　少女もハッチの部分へ歩を進める。

「今なんて……？」

　ハッチの上、外の月明かりに照らされた少女の姿。

　それはホテルで見た時と同じだ。クリスティと同じ金髪金眼で、クリスティより二、三歳ほど背丈がある。

　正確には、クリスティが二、三歳ほど成長した姿だ。

「俺……？」

「じゃあ、生き延びられるといいですね。──偽にせ者ものさん」
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「まっ……」

　少女はヘリポートへ降り、そのまま船は遠ざかって行った。

「くそ、なんだってんだ……！」

　クリスティが困惑していると骨伝導無線が騒がしくなる。

『ぬお～、船が言う事聞かんのじゃ～』

　ブリッジにいるマーリンの声だった。





【貨物船　ブリッジ　マーリン　１９５５時】






　ブリッジも制圧し、船のコントロール権を完全に奪ったマーリン。

　しかし操そう舵だ席せきのモニターの前で問題にぶつかっていた。

「オートパイロットが解除できんのじゃ～」

『えっと、舵だ輪りんの横に操そう舵だモードの切り替えスイッチとかありませんか？』

「それはあるんじゃがのう。どうやら電子的にロックしているようで、替えても意味ないんじゃよ」

『ロックとなると厄介ですね。私もあとちょっとでそっちに到着します！』

「待っとるぞい。まぁガス貯蔵施設まではまだ余裕があるからのぅ」

　ルーシーが来るまでは待機という事になる。

『マーリン！　ブリッジを制圧したのか！』

　クリスティからの無線だ。

「おお、そっちは大変そうだったが大丈夫だったんじゃな」

『それよりもタンクに時限爆弾が仕掛けられている！　あと十五分を切った！』

『えぇ!?　本当ですか!?　えっと、じゃあ急いで船の進路を変えないと！』

「フム、こっちはワシとルーシーに任せてクリスティとジブリールは救命ボートの準備をしてくれい」

『わかった！』

「お待たせしました！　はぁ、はぁ」

　ルーシーが息を切らしながらブリッジに飛び込んでくる。

「待っとったぞい」

　早速ルーシーがモニターの前に着く。

「うわ。本当にロックされてますね。緊急停止はできるようですが今はそれじゃダメで、進路変更の命令を受け付けない？　だったら電子制御を油圧制御にして……でもオートパイロットだから舵かじが直されちゃうのか。そのためにはシステムをダウンしないとだから……ブレーカーを落とす？　でも電気室まで行ってる時間は……」

「とりあえずモニターの電子制御が止まらずに悪さしてるんかの？」

「はい。手動で舵だ輪りんを回しても進路が自動修正されて……」

「そういう事なら任せい。ちょっと下がっておれ」

「え？　マーリンさんわかるんですか？」

「機械の止め方ならわかるぞい」

　マーリンはモニターの付いている装置にアサルトライフルＭ５Ａ２を構える。

　フルオートで発砲。

　ワンマガジン全弾撃ち込まれる。

　モニターは完全に沈黙した。

「この手に限る」

「ってぇえええ!?　でもシステムが止まってる!?　これなら舵だ輪りんを回せば！」

　ルーシーが必死に舵だ輪りんを回して船を沖方面へ回頭させようとする。

「はぁ、はぁ」

「ファイトおーなのじゃ～」

「回すの手伝ってください！」





【貨物船　甲板　２０００時】






「来たか！」

　クリスティはジブリールと共に甲板でマーリン達を待っていた。

「待たせたのじゃ～」

「はぁ、はぁ、ちょっと、体力使い過ぎました……」

　甲板とブリッジを全力で往復したルーシーは死にかけだ。

「上う手まく進路を変更できたのか？」

「バッチリじゃ！　何も無い沖に向かって爆走中じゃ」

　沿岸部で爆発して街に被害が出るのは避けられそうだ。

「はぁ、ふぅ、これが救命ボートですか？」

　ルーシーはクレーンにワイヤーで吊つり下さげられた救命ボートを見る。

　救命ボートはシェルターのような密閉型だ。

　先に甲板上で乗り込んで遠隔装置を使ってワイヤーを降ろすタイプだ。

「早いとこ脱出するぞ。貨物船から離れないと爆風に巻き込まれる」

　急いで全員で乗り込む。

　中は意外と広く、詰めれば五十人は乗れそうな大きさだ。

「ボートを降ろすぞ！」

　遠隔装置の降下ボタンを押す。

「……」

　もう一回押す。

「……」

「……あの、もしかしてこれ壊れてませんか？」

「ふぁっく！」

「銃でワイヤーを撃って切るしかないのう」

「自分がやります」

　ジブリールが上部ハッチを開けＸＭ２０３０を構える。左右二本のワイヤーは目と鼻の先なのでスコープを覗のぞくまでもない。

　一発目、命中。

　片方のワイヤーが切れガクンと救命ボートが傾く。

「うおっと、ジブリール落ちるなよ！」

「はい」

　一本のワイヤーにマグロの様に吊つり上あげられた救命ボート。

　ジブリールは見上げる姿勢でそれを撃つ。

　ピンッ、とワイヤーが切れる。

　そして浮遊感。

　救命ボートは海に落下し、

　反動でジブリールが外に投げ出された。

「ジブリール!?」

『ライトを点つけます』

　ジブリールは冷静にライトで自分の位置を知らせる。

　クリスティは急いでそこにロープ付きの浮き輪を投げた。

『摑つかみました』

「ふぅ。マーリン、ロープを引いてジブリールを回収してくれ。俺は怪け我がで力が入らない」

「あいさ～」

　マーリンにロープを手渡す。

「ジブリールはどんな時も冷静だな」

「流石さすがですよね」

「ところで北海道にサメっているのかのう」

　マーリンがロープを引きながらぼやく。

「え？　アザラシを食べるホオジロザメをはじめ肉食が多数いますが……」

「ジブリールの後ろに背びれが見えるのは気のせいかのぅ」

『は、早く上げてください！』

　珍しく慌てるジブリールを回収。

　ハッチを閉める。

　船内ではジブリールが息を切らしている。

「……ちなみに冗談じゃよ？」

「んー！　んー！」

　ジブリールがマーリンを叩たたく。

「全く、それより早く遠ざかるぞ。爆発までもう五分もない。もっと距離を取らないと爆発の余波でボートが壊れる可能性だってある」

「あのー、それがですね」

　救命ボートの操縦席をいじっていたルーシーが言いづらそうにする。

「……なんか言わなくてもわかった気がするが言ってくれ」

「無理な着水の衝撃でエンジン壊れてますね」

「なるほど……。じゃあ生き残る事に賭けるとしよう」

「結局運任せじゃのう」




　五分後、北海道の海にキノコ雲ができるほどの大爆発が起きた。




















【映画館　日時不明】






　どこの国かもわからぬ場末の映画館。相変わらず観客は二人。前と斜め後ろ。

　映されている古い映画を見ながら、前の一人は満足げに笑う。

「今回の結果は上々だったんじゃないかな。プロデューサーの反応も良かった」

　少年の声だ。

「日本は戦車の重要度を上げ凍結していた戦車開発を再開した。また海上哨しよう戒かいのためのドローンの追加購入が決まったそうだ。もしかしたら新しい艦船の建造も始めるかもしれない」

「そりゃあ景気の良いいことで」

　応答するのは荒々しい男の声。

「あの試作戦車の実地テストも想定以上だった。まさか実際に戦車戦を行えるとは思ってなかった。おかげで有益なデータが取れたよ」

「コントロールセンターとやらの破壊は失敗したんじゃねェんですか？」

「本当に日本と極東連邦で戦争が起こせるなんて思っちゃいないさ。ましてや日本だけに極東を支配させるなんてあり得ない。この地域の緊張感を高められただけで十分だろ？」

「ですが今は仲良くギガファームなんてやろうとしてますぜ？」

「それくらいは見逃してあげよう。どうせ荒波には逆らえない」

　少年は後ろの男へ振り向く。

「君は今回の情報をどう使うつもりだい？　ＪＢ」

「……流石さすがにわかっていたでゴザルか」

　男は荒々しい声ではなく、優男の声になる。

「初めは上う手まく協力者に成り済ませていたと思ったのでゴザルが」

「わかっていて情報を渡していたからね。お陰であの役者達を舞台に上げる事ができた。『大おお鷲わし』の暴走も止めてくれた事にも感謝だね。あれは優秀だけどたまに歯止めが利きかなくなるから。やりすぎは良くない」

「拙者は平和を愛する紳士でゴザルから」

「英国の、という枕まくら詞ことばが抜けてないかい」

「さてさて、怖い人達が来る前に退散するでゴザルよ」

「別に始末はしないよ。女王陛下によろしくね」

「女王はよろしくする筋合いは無いと仰おつしやるでゴザろうなあ」

「残念だ」

「さらばでゴザルよ。ケテル殿」

　ヘブライ語で『王冠Kether』の意味を持つその少年は、一人になった映画館で静かに笑った。





【函はこ館だて　函はこ館だて山やま展望台　１９００時】






「百万ドルの夜景なのじゃ～」

　マーリンが展望台の手すりに駆け寄る。

「なぜ百万ドル？」

　ジブリールが傍かたわらのルーシーに問いかける。

「えーと、元々は神こう戸べの夜景を指すらしいですよ。当時の夜景の電気代が大体そのぐらいだったとか」

「函はこ館だて関係ないような……」

「あはは、まあこういうのって言った者勝ちみたいなところありますから」

「お前ら先行き過ぎだ。怪け我が人にんだっているんだぞ……」

　遅れてきたクリスティが苦言を呈す。

「すみません、マーリンさんが止まらないもので」

「はあ、まあいいか」

　見渡す夜景は確かにその価値がある。

　まるで海の上に浮かぶ光の大地。そう、大地だ。

　爆発に巻き込まれてミキサーのように救命ボート内でかき回され、さらに丸一日漂流したクリスティにとってはこうして大地を踏めるだけで生を実感できる。

「生きてるって素晴らしいな……」

「なに変な事言ってるのよ」

　隣に来たメアリーに気持ち悪がられる。

「それだけ大変だったって事だ。それより念願の北海道観光が叶かなってどうだ？」

「はあ？　別に念願じゃないんだけど？　というかまだ一日だけだから全然観光したって気分じゃないんだから」

「流石さすがに明日は帰るんじゃないのか……？」

　いい加減空母に帰投したいクリスティであった。

「あら、もう帰ってしまわれるのですか？」

　来たのはメアリーだけではない。カグヤと服はつ部とり。

「ふーん、日本の夜景も見れない景色じゃないわねぇ」

「綺き麗れい」

　そしてベルカとストレルカもいる。

「ストレルカ、体は本当に大丈夫なのか？」

「ぶい」

　車椅子に乗ったままストレルカはⅤサインをする。

　最先端の再生医療で傷は治りかけているが、失血死直前までいったのだ。本来ならばまだベッドで安静にしていなければならない。

「ストレルカがどうしても皆がいる時に見たいっていうからぁ」

　車椅子を押すベルカも心配そうだ。

「皆仲良し」

「そうでございますね。五輪は元よりギガファーム計画も無事に進められそうで、やはり仲良くというのは大事ですね」

「どの口が言うのかしらぁ？　それに計画に余計な合衆国が入ってきてるじゃなぁい」

「私だって三か国共同経営なんて死ぬほど面倒臭い計画に入りたくなかったわよ。ノウハウは吸われるわ、穀物の輸出先が競合するわで合衆国にメリットなんて殆ほとんどないんだから。合衆国が間を取り持つ事でなんとか維持できているのを頭こうべを垂れて感謝しなさい」

「ええ、本当に感謝しております。日本と極東連邦の対立感情も合衆国の仲裁で無事に落ち着きましたし」

「代わりに世界の警察気どりな合衆国って批判が高まったけどね」

「何を今更、いつもの事でございましょう？」

「そーよそーよぉ！」

「なんだか全部反ほ故ごにしたくなってきたわね」

　メアリー達は仲良く（？）しているようだ。

　クリスティが一歩引いたところでその光景を見ていると、隣にドクタークロサワが並ぶ。

「今回はお疲れだったようだネ」

「全くだ。だがこれでようやくこの身体からだともオサラバできる」

「それはまだわからないと思うがネ」

「……ふぁっく」

　だが予想できた事だ。それよりもドクターには聞きたい事があった。

「なあ、人ミ工ミ素ツ体クってなんなんだ？」

　ドクターはその問いを受け、一息置いてから口を開く。

「文字通り人工の素体だヨ。一人の人間をゼロから作る事はできない。元々の素体オリジナルがあって、それを元に人工的に作っている」

　この老人は人ミ工ミ素ツ体クの第一人者。そしてなぜかデザイナーチルドレンにも詳しい。

「それはつまり──」

「なぁーにそんなところで突っ立ってるのぉ？」

　急にベルカに呼ばれる。

「写真撮る」

　ストレルカがカメラを持っている。どうやら記念撮影をしたいようだ。

「いや、俺は写真は……」

　特殊部隊の性さがだからか、記録に残る写真は極力避けている。

「二人ともちょっといいかネ」

　ドクターがベルカとストレルカに声を掛ける。一緒に居合わせた事は何度かあったが、直接話すのはこれが初めてだろう。

「なぁにぃ？」

「……？」

「その昔、ベルカとストレルカという実験犬は確かに存在した。しかし二頭は無事に宇宙から帰ってきた幸運犬として人々に愛された希望の象徴でもある。二人に名を付けた者はきっとそんな願いを込めていたと、私は思うヨ」

「な、なによぅいきなり……」

「ただの老人のたわ言だヨ」

　ドクタークロサワはゆっくりと去っていく。

「何だったのぉ？　ま、幸運って言われるのは悪い気はしないわねぇ。犬というのは気に入らないけど」

「ベルカは猫だから」

「ちょっとストレルカぁ？　それよりクリスティ写真撮らないの？」

「俺は遠慮しとくよ」

　クリスティは辞退する。

「ではこなたとはどうですか？」

　カグヤがクリスティの袖を引っ張る。

「今回の件は本当に助かりました。無理難題を解決するその手腕……」

　カグヤがクリスティの耳元へ顔を寄せる。

「──現在の年収の三倍を用意します。日本に亡命しませんか？」

　ド直球でスカウトされた。

「ちょっとぉ！　なに抜け駆けしてるのよぉ！　クリスティ達は極東連邦が貰もらうんだから！」

　そんな話は聞いていない。

「俺は一応軍属で最高指揮官がそこにいるんだが……？」

　恐る恐るメアリーの方を見ると笑顔に青筋を立てていた。

「なに？　亡命したいの？　合衆国を裏切るの？　私を捨てていくの？　タブレットを投げ捨てたみたいに？」

「そんな事は一言も言ってない……それにタブレットは作戦上……」

「どうやら浮うわ気きをしないように次の任務に送った方が良さそうね。安心して、次の場所は寛大にも選ばせてあげるわ。砂漠と密林、どっちが良いい？」

　不人気戦場トップ２だ。

「どっちも嫌だと言ったら？」

「じゃあどっちも行かせてあげるわ。──これは命令よ」

「ふぁっく！」

　函はこ館だて山やまに少女の罵声が響いた。







　　　あとがき




　全長50ｍの戦車は自重でまともに動けません！　５００㎜砲なんて頭悪いの付けたら最悪ぺしゃんこです。図ずう体たいの大半はきっとセラミック装甲と空気の層をミルフィーユ状にしたスカスカの多重空間装甲だったのでしょう。しかしＨＥＡＴ弾のようなモンロー・ノイマン効果で噴きつける金属ジェットならともかく侵徹体を消耗しながら貫いてくるＡＰＦＳＤＳ弾に対して空間装甲の効果は如何いかほどに……？

　と、あまり難しいことは考えず、ただドンパチを楽しんで頂くのがミミクリーガールズです。




　二巻で新たな勢力や登場人物が出てきました。何やら世界は陰謀や駆け引きで大変そうですが、クリスティ達にとっては「悪い奴やつがいる！」→「少女が助けを求めている！」→「悪い奴やつをぶっとばす！」それだけのお話です。

　それだけで終わらせるのは味気ないのでタイトルに関連した小話を。

　ミミクリーガールズとは直訳で擬態少女達。作中ではクリスティ達の部隊名でもあり、メタ的には大人なのに子供に擬態するクリスティ達の事を指しますが、子供なのに大人のように振舞うデザイナーチルドレンもまた擬態少女達ミミクリーガールズと言えるでしょう。

　しかし擬態を解かれた本当の彼女達は、ただヒーローに助けられるだけのか弱い存在でしょうか。今回の件で結果的に一番得をしたのはどの国だったのか。なんて事を考えてしまいます。




　一巻の応募原稿時では実はメアリーも人工素体でした。ですが救うべき少女がおっさんでどうなんだ？　という事で無事デザイナーチルドレンに変わりましたが、もしそのままいっていたらこの二巻は少女のガワを着た各国のおっさんが真面目に首脳会談をしていたり、摑つかみ合あいのキャットファイトをしている図になっていましたね（地獄かな？）。それはそれで見てみたいですがニッチな需要すぎます。




　さて、次にクリスティ達は一体どんな国に行くのでしょうか。そこにまた新たな少ロ女リがいるのでしょうか。クリスティに似た謎の少女や人工素体の秘密も気になります。

　しかしミミクリーガールズの四人ならどこに行ってもドンパチと解決してくれるはずです。




　最後に、お買い上げくださった皆様。出版にあたっての関係各所の皆様に感謝を。

　また今回もカッコ可か愛わいく、そして大量の新キャラを描いて下さったあさなや様、表紙のマーリン可か愛わいいですねっベルカもストレルカもカグヤも、アランもシブオジでカッコよく文字数が
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The year is 2041. It has been several years since
the development of artificial body technology, commonly known as “mimicry”.
Novel: Hitaki, lllustration: Asanaya
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